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東
洋
文
庫
は
、

東
洋
学
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
東
洋
文
庫

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
等
に
よ
る
資
料
複
写
サ
ー
ビ

故
岩
崎
久
弥
氏
が
中
華
民
国
総
統
府
顧
問
ジ
ョ
ー
ジ
・
ア
ー
ネ
ス
ト
・
モ
リ
ソ
ン
氏
の
蔵

書
を
購
入
し

て
設
け
ら
れ
た
東
洋
学
の
専
門
研
究
図
書
館
で
あ
る
。
大
正
十
三
年
(
-
九
二
四
）
十
一
月
に
現
在
地
に
財
団
法
人
と
し
て

設
立
さ
れ
て
か
ら
今
日
ま
で
、
研
究
部
・
図
書
部

・
総
務
部
を
設
け
、
い
ア
ジ
ア
各
地
域
の
研
究
資
料
を
網
羅
的
に
収
集
し
、
回
東
洋
学

の
研
究
を
推
進
す
る
と
共
に
全
国
の
専
門
研
究
者
に
便
宜
を
供
与
し
、
り
各
種
の
貴
重
な
資
料
の
複
製
を
行
い
、

重
要
な
研
究
業
績
を
出

版
し
、
口
あ
わ
せ
て
東
洋
学
の
普
及
事
業
と
研
究
者
の
養
成
と
に
専
念
し
て
き
た
。
第
二
次
大
戦
後
の
経
済
事
情
の
変
動
に
応
ず
る
た
め

昭
和
二
十
三
年
(
-
九
四
八
）
図
書
部
は
国
立
国
会
図
書
館
支
部
と
し
て
、
そ
の
管
理
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
、
別
に
日
本
政
府
か
ら
民
間

学
術
研
究
機
関
補
助
金
が
、
ま
た
外
国
か
ら
の
援
助
金
が
寄
せ
ら
れ
て
、
研
究
部
に
は
そ
の
事
業
と
組
織
体
制
と
を
整
え
て
き
た
。

東
洋
文
庫
の
特
色
は
、
専
門
図
書
館
と
し
て
の
文
献
資
料
セ
ン
タ
ー
の
機
能
と
、
総
合
的
研
究
機
関
と
し
て
の
研
究
セ
ン
タ
ー
の
機
能

及
び
国
内
的
国
際
的
研
究
情
報
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
機
能
を
兼
ね
具
え
て
い
る
点
に
あ
る
。
東
洋
文
庫
は
、
い
一
般
研
究
者
に
対
し
収
集

資
料
を
公
開
し
、
民
間
機
関
と
し
て
の
自
由
な
立
場
で
運
営
さ
れ
て
い

る
。
回
一
大
学
、
研
究
機
関
個
々
で
は
系
統
的
収
集
の
困
難
な
資

料
に
重
点
を
置
い
て
収
集
し
て
い
る
。
い
海
外
及
び
地
方
在
住
研
究
者
に
対
し
て
も
、

ス
を
行
い
、
収
蔵
す
る
貴
重
資
料
を
覆
刻
し
て
逐
次
刊
行
し
学
界
に
提
供
し

て
い

る
。
日
一
大
学
、

大
正
六
年
(
-
九
一
七
）
、

． 

一
研
究
所
の
枠
を
越
え
た
総
合
的
研

究
体
制
を
取
っ
て
、
各
大
学
、
研
究
機
関
に
跨
る
流
動
的
共
同
研
究
、
国
際
的
協
力
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
困
国
内
及
び
国
際
的
研
究
情

呵島

- 1 -



て
き
た
東
洋
文
庫
に
は
、

一
層
内
外
の
期
待
が
か
け
ら
れ
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。

報
の
交
換
、
通
信
連
絡
の
衝
に
当
り
、
我
が
国
の
研
究
成
果
を
広
く
海
外
に
紹
介
し
て
い
る
。
日
我
が
国
東
洋
学
の
成
果
を
広
く
一
般
に

普
及
し
、
来
日
す
る
海
外
の
す
ぐ
れ
た
東
洋
学
者
に
講
演
を
公
開
す
る
場
を
提
供
し
、
ま
た
貴
重
な
資
料
を
展
示
す
る
活
動
を
行
っ
て
い

る
。
田
東
洋
学
の
特
殊
な
専
門
分
野
の
研
究
者
を
養
成
し
、
各
大
学
の
大
学
院
博
士
課
程
修
了
程
度
の
人
材
に
引
続
き
数
年
間
の
研
究
の

機
会
を
与
え
、
特
に
比
較
的
未
開
拓
な
分
野
の
研
究
を
促
進
せ
し
め
て
い
る
。
人
文
社
会
科
学
の
振
興
が
叫
ば
れ
、

そ
の
方
策
と
し
て
総

合
的
研
究
セ
ン
タ
ー
乃
至
専
門
文
献
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、
整
備
が
唱
え
ら
れ
つ
つ
あ
る
と
き
、
従
来
か
ら
そ
の
方
向
を
目
指
し

て
活
動
し

-2-



昭
和
四
十
一
年
度
の
東
洋
文
庫
の
一
般
事
業
は
、
文
部
省
大
学
学
術
局
を
通
じ
て
の
日
本
政
府
ヵ
ら
の
、
ま
た
東
方
学
研
究
日
本
委
員

会
を
通
し
て
の
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
・
エ
ン
チ
ン
研
究
所
の
、
及
び
東
洋
文
庫
維
持
会
か
ら
、
補
助
金
並
び
に
援
助
金
を
受
け
て
行
わ
れ
た
。

そ
の
主
要
な
も
の
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

文
部
省
の
補
助
金
に
よ
る
四
十
一
年
度
の
事
業
の
う
ち
、
出
版
物
は
、
中
村
拓
著
「
鎖
国
前
に
南
蛮
人
の
作
れ
る
日
本
地
図
II
」

叢
四
八
）
が
あ
り
、
講
演
会
は
「
東
洋
学
講
座
」
を
春
秋
二
期
、
日
本
学
士
院
会
員
原
田
淑
人
博
士
等
十
氏
を
講
師
と
し
て
公
開
し
、
特

別
公
演
会
を
、
京
都
大
学
名
誉
教
授
梅
原
末
治
氏
を
講
師
と
し
て
二
日
に
亘
つ
て
開
き
、
研
究
会
は
五
回
行
っ
た
。
各
研
究
室
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
研
究
課
題
に
従
っ
て
、
着
々
そ
の
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
十
一
月
中
旬
に
は
、
十
九
世
紀
以
前
に
我
国
と
接
触
し
た
欧
米
人

の
編
著
を
通
じ
て
外
国
人
が
我
々
の
言
語
を
如
何
に
観
察
し
、

い
か
に
研
究
し
た
か
、

そ
の
述
を
歴
史
的
に
回
顧
し
よ
う
と
い
う
意
図
の

下
に
、
「
東
洋
文
庫
所
蔵
欧
米
人
の
日
本
語
研
究
書
」
の
展
示
会
を
開
催
し
、
国
立
国
会
図
書
館
の
援
助
を
得
て
解
説
目
録
を
印
行
し
た
。

文
部
省
の
補
助
金
を
得
て
購
入
し
た
図
書
、
或
は
、
交
換
受
贈
に
よ
り
収
集
し
た
文
献
は
、
単
行
本
1
1
和
漢
書
ニ
―
―
―
―
六
点
、
洋
書
一

三
―
二
点
、
定
期
刊
行
物
11
和
書
二

0
三
五
点
、
洋
書
一
四
三
一
点
に
達
し
た
。
収
集
図
書
に
つ
い
て
は
、

り
速
報
す
る
他
、
「
東
洋
文
庫
洋
書
目
録
（
定
期
刊
行
物
）
」
「
漢
籍
分
類
目
録
集
部
」
等
を
編
集
印
行
し
、
利
用
者
の
便
に
供
し
て
い
る
。

文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
る
特
別
事
業
は
、
特
定
研
究
「
日
本
の
近
代
化
過
程
に
対
す
る
国
際
的
評
価
と
そ
の
背
景
」
が
進
め

昭
和
四
十
一
年
度
に
於
け
る
東
洋
文
庫

ヘ
r

、

.
1
,
 ．

 

「新
着
図
書
目
録
」
等
に
よ

（論
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東
洋
文
庫
附
置
ユ
ネ
ス
コ
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は

族
研
究
所
、
モ
ス
ク
ワ
大
学
東
洋
語
学
院
。

「
東
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
西
洋
文
明
の
受
容
の
歴
史
的
背

ら
れ
、
本
年
は
第
一
年
度
と
し
て
、
資
料
の
収
集
と
そ
の
整
理
に
当
っ
た
。
機
関
研
究
「
地
方
志
に
も
と
ず
く
中
国
社
会
の
研
究
」
は
、

第
二
年
度
に
入
り
、
総
合
研
究
「
金
石
文
を
主
と
し
た
朝
鮮
史
の
基
礎
的
研
究
」
が
開
始
さ
れ
た
。

次
代
の
中
堅
と
な
る
べ
き
学
徒
を
養
成
す
る
研
究
生
制
度
は
、
戦
前
よ
り
意
を
注
い
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
年
も
、
文
部
省
及
び

ハ
ー
ヴ
ァ

ー
ド
・
エ

ン
チ
ン
研
究
所
の
補
助
金
に
よ
り
、

か
ら
二
十
日
に
わ
た
り
、
辻
直
四
郎
文
庫
長
が
渡
欧
し
、

初
の
交
換
学
者
三
名
の
う
ち
の
一
人
と
し
て
、

五
名
の
新
進
学
徒
が
、
研
患
に
努
め
、
着
々
そ
の
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。

当
文
庫
は
、
海
外
研
究
機
関
と
の
交
流
を
盛
ん
に
行
っ
て
お
り
、
外
国
人
研
究
者
を
受
け
入
れ
便
宜
を
は
か
る
他
、
本
年
は
六
月
三
日

フ
ラ
ン
ス
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
創
立
三
百
年
記
念
祝
典
及
び
ブ
ラ
ッ
セ
ル
国
際
学

一
九
六
五
年
日
ソ
両
国
政
府
間
に
成
立
し
た
学
者
交
換
計
画
に
基
づ
く
最

一
九
六
六
年
三
月
か
ら
ほ
ぼ
ニ
ヶ
月
の
あ
い
だ
、

ソ
連
に
滞
在
し
、
主
な
る
研
究
機
関
・

〔
レ
ニ

ン
グ
ラ
ー
ド
〕
ソ
連
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
ア
ジ
ア
諸
民
族
研
究
所
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
支
所
、
同
言
語
学
研
究
所
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー

ド
支
所
、
同
人
類
学

・
民
族
学
研
究
所
、

エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
博
物
館
研
究
部
極
東
科
、

ソ
連
内
諸
民
族
博
物
館
研
究
部
、

レ
ニ
ン
グ

ラ
ー
ド
大
学
東
洋
学
部
。
〔
．バ
ク
ー
（
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
）
〕
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
言
語
・
文
学
研

究
所
、
同
東
洋
学
研
究
所
、
バ
ク
ー
大
学
言
語
学
部
。
〔
タ
シ
ュ
ケ
ン
ト
（
ウ
ズ
ベ
ク
共
和
国
）
〕
ウ
ズ
ベ
ク
共
和
国
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー

言
語

・
文
学
研
究
所
、
同
歴
史
学
研
究
所
、

タ
シ
ュ
ケ
ン
ト
大
学
東
洋
学
部
。

大
学
で
講
義
・
討
論
・
餓
察
に
従
事
し
た
。
訪
問
機
関
は
左
の
如
く
で
あ
る
。

士
院
第
四
十
回
総
会
に
出
席
し
た
。
ま
た
護
雅
夫
研
究
員
は
、

〔
モ
ス
ク
ワ
〕
ソ
連
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
ア
ジ
ア
諸
民
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れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
哀
惜
の
念
に
堪
え
な
い
。

景
に
関
す
る
国
際
協
力
調
査
」
の
最
終
年
度
に
当
る
の
で
、
東
京
高
輪
。
フ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
、
十
月
三
日
よ
り
七
日
ま
で
、

「
東
ア
ジ
ア

諸
国
に
お
け
る
西
洋
文
明
の
受
容
に
関
す
る
国
際
シ
ン
ボ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
、
外
国
人
九
名
を
含
む
二
十
四
名
の
代
表
者
が
参
加
し
た
。

昭
和
四
十
一
年
五
月
十
一
日
、
東
洋
文
庫
評
厳
員
と
し
て
昭
和
九
年
以
来
、
文
庫
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
日
本
学
士
院
会
員
小
泉
信
三

氏
が
永
眠
さ
れ
た
。
ま
た
六
月
二
十
二
日
、
文
庫
東
洋
学
連
絡
委
員
会
委
員
と
し
て
、
委
員
会
発
足
当
時
よ
り
当
文
庫
が
斯
界
に
お
け
る

諸
役
割
を
果
た
す
上
に
、
専
門
的
見
地
か
ら
、
協
力
、
助
言
さ
れ
た
仁
井
田
陸
博
士
が
、
逝
去
さ
れ
た
。
両
氏
の
生
前
の
文
庫
に
対
す
る

御
厚
誼
に
厚
く
感
謝
す
る
と
共
に
深
く
哀
悼
の
意
を
捧
げ
る
。
四
十
二
年
二
月
十
八
日
に
は
、
多
田
等
観
研
究
員
が
急
逝
さ
れ
た
。
氏
は

永
年
文
庫
の
チ
ベ
ッ
ト
研
究
室
の
中
核
と
し
て
、
終
始
そ
の
研
究
活
動
を
指
溝
さ
れ
た
。
東
洋
文
庫
が
日
本
の
チ
ベ
ッ
ト
研
究
セ
ン
タ
ー

と
し
て
の
実
を
挙
げ
る
に
至
っ
た
の
は
、

ヽ

一
に
氏
の
尽
力
の
賜
で
あ
っ
て
、
氏
の
本
邦
チ
ベ
ッ
ト
学
に
尽
さ
れ
た
功
績
は
、
永
く
記
念
さ

.• 
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生
を
ニ
ョ
ン

(
s
m
y
o
n
)
だ
と
い
つ
て
尊
敬
し
て
い
た
。

多
田
等
観
先
生
の
逝
去

多
田
等
観
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
た
。
今
か
ら
考
え
て
見
る
と
、

む
し
ろ
天
寿
を
全
う
せ
ら
れ
た
と
云
つ
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
が
、

そ
の

当
座
は
如
何
に
も
卒
然
と
去
ら
れ
た
感
が
深
か
っ
た
。
二
月
八
日
、
御
病
気
で
残
れ
る
直
前
ま
で
、
実
に
壮
者
に
か
わ
ら
ぬ
御
様
子
で
私

先
生
の
人
柄
は
美
辞
麗
句
で
は
綴
ら
れ
な
い
破
格
な
方
に
属
し
て
い
た
。
身
近
に
接
し

て
い
た
人
々
は
よ
く
御
承
知
と
思
う
が
、
好
悪

が
は
つ
き
り
し
て
お
ら
れ
た
。
感
情
も
時
に
は
む
き
出
し
に
し
て
、
取
り
つ
く
し
ま
も
与
え
な
い
と
い
う
場
合
が
決
し
て
珍
ら
し
く
な
か

っ
た
。

い
い
方
を
変
え
る
と
、
童
心
を
終
生
持
ち
続
け
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
先
生
は
何
で
も
よ
く
欲
し
が
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
謎

を
ヵ
け
て
遠
ま
わ
し
に
云
っ
た
り
、

り
に
な
る
の
が
普
通
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
何
か
を
人
に
ほ
め
ら
れ
る
と
、

る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
面
喰
う
よ
う
な
施
し
に
与
る
こ
と
も
、

共
に
接
し
て
居
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

は
つ
き
り
、
置
い
て
行
け
な
ど
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
云
わ
れ
た
も
の
は
大
抵
先
生
の
い
う
と
お

そ
れ
を

「
や
ろ
う
か
」
な
ど
と
い
つ

て
あ
っ
さ
り
呉
れ
て
や

人
に
よ
っ
て
は
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。
チ
ベ
ッ
ト
の
人
達
は
こ
う
し
た
先

ニ
ョ
ン
と
い
う
の
は
常
人
ば
な
れ
の
し
た
聖
の
こ
と
で
あ
る
。
チ
ベ
ッ
ト
の
二

ョ
ン
と
同
じ
よ
う
に
、
先
生
も
日
本
の
各
地
に
か
な
り
多
数
の
フ
ァ
ナ
テ
ィ
ッ
ク
な
と
い
つ
て
も
よ
い
ほ
ど
の
渇
仰
者
を
も
つ
て
お
ら
れ

た
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
上
京
し
て
は
先
生
と

「
お
座
敷
」
を
も
ち
、
東
洋
文
庫
に
訪
れ
て
叩
頭
し
て
帰
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。

確
か
に
普
通
の
年
寄
り
に
は
な
い
何
か
強
く
人
を
ひ
く
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
幾
分
か
は
天
性
の
も
の
で
、
他
の
幾
分
か

山

口

瑞

鳳
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成
り
行
き
さ
」
と
生
前
よ
く
洩
し
て
お
ら
れ
た
の
が
憶
い
出
さ
れ
る
。

前
者
に
属
す
る
魅
力
が
秋
田
か
ら
出
て
来
た
ば
か
り
の
青
年
の
先
生
に
横
溢
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。
そ
れ
が
大
谷
光
瑞
師
の
目
に
と

ま
り
、

そ
の
日
か
ら
先
生
の
一
生
は
方
角
が
き
ま
っ
た
。
先
生
は
明
治
二
十
三
年
、
秋
田
市
土
崎
港
に
あ
る
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
寺
に

生
れ
、
同
四
十
三
年
県
立
秋
田
中
学
を
卒
業
せ
ら
れ
る
と
青
雲
の
志
を
抱
い
て
上
洛
し
て
お
ら
れ
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
ダ
ラ
イ
ラ
マ
十

三
世
の
使
者
テ
・
ト
ゥ
ル
師
が
来
日
し
て
光
瑞
師
の
も
と
に
逗
留
し
て
い
た
。
先
生
は
使
者
の
世
話
役
を
兼
ね
て
チ
ベ
ッ
ト
語
の
学
習
を

す
る
よ
う
光
瑞
師
か
ら
命
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
本
願
寺
飛
雲
閣
で
起
居
を
共
に
し
な
が
ら
使
者
に
秋
田
の
ズ
ウ
ズ
ウ
弁
を
教
え
、
自
分

は
立
派
な
ラ
ッ
サ
語
を
会
得
さ
れ
た
。
明
治
四
十
五
年
一
月
光
瑞
師
か
ら
洋
食
の
食
べ
方
ま
で
勉
強
さ
せ
ら
れ
て
印
度
に
帰
え
る
使
者
の

伴
を
仰
せ
つ
か
っ
た
。
印
度
で
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
十
三
世
ト
ゥ
。
フ
テ
ン
・
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
に
会
い
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
か
ら
そ
の
名
の
上
半
分
を
さ

ず
け
ら
れ
て
ト
ゥ
。
フ
テ
ン

・
ゲ
ン
ツ
ェ
ン
と
名
乗
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ダ
ラ
イ

・
ラ

マ
も
よ
ほ
ど
先
生
が
気
に
入
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
印

度
の
亡
命
先
か
ら
帰
蔵
す
る
に
際
し
て
、
先
生
の
た
め
に
特
に
ラ
ッ
サ
語
の
教
師
を
一
人
残
し
て
入
蔵
の
約
束
ま
で
さ
せ
た
と
い
う
。
し

か
し
、
先
生
は
ま
だ
チ
ベ
ッ
ト
ヘ
行
く
気
に
は
な
っ
て
お
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
自
伝
（
稿
本
）
の
中
で
告
白
し
て
お
ら
れ
る
。

こ
こ
で
も
よ
く
わ
か
る
の
で
あ
る
が
、

あ
れ
位
の
壮
挙
を
な
さ
れ
た
の
だ
か
ら
、
入
蔵
の
動
機
も
立
派
な
も
の
に
仕
立
て
上
げ
、
御
自
分

の
業
蹟
の
意
義
を
ひ
き
た
た
せ
よ
う
と
さ
れ
て
も
よ
さ
そ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、

そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
大
谷
光
瑞
師
か
ら
入
蔵
せ
よ
と
の
鶴
の
一
声
が
か
か
っ
た
。
だ
が
、
事
情
は
悪
く
な
っ

て
い
た
。
印
度
政

庁
が
酷
し
い
監
視
の
目
を
光
ら
せ
始
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
不
思
議
な
こ
と
に
、

は
長
い
人
生
の
行
路
の
あ
い
だ
に
培
か
わ
れ
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
。

．
 

鼻
-

・、

そ
う
い
っ
た
作
意
が
微
塵
も
な
く
、

そ
う
な
る
と
先
生
の
気
持
が
変
っ
た
。
是
が
非
で
も
入

._ l 

「
成
り
行
き
さ
、
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一
度
に
持
ち
帰
る
こ
と
を
許
さ
れ
ず
、

る
の
だ
と
決
心
さ
れ
た
。
大
正
二
年
八
月
、
官
憲
の
目
を
あ
ざ
む
く
為
に
カ
ル
カ
ッ
タ
に
ひ
き
か
え
し
、
こ
こ
で
巡
礼
ラ
マ
僧
に
扮
し
て

ブ
ー
タ
ン
に
入
ら
れ
た
。
。
フ
ナ
カ
迄
川
を
さ
か
の
ぼ
り
、

ジ
ョ
モ
・
ハ
リ
の
東
の
峠
を
越
え
て
チ
ベ
ッ
ト
国
内
に
入
り
、

ナ
カ
ル
ツ
ェ
に

辿
り
つ
い
た
。
途
中
の
御
苦
労
は
、
勿
論
、
並
の
人
に
は
耐
え
ら
れ
な
い
も
の
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
チ
ュ
シ
ュ
ル
を
通
つ
て
遂
に
ラ
ッ

サ
に
著
か
れ
た
先
生
は
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
の
離
宮
ノ
ル
ブ
・
リ
ン
カ
に
早
速
迎
え
ら
れ
た
。
こ
れ
か
ら
十
年
の
チ
ベ
ッ
ト
の
生
活
が
始
ま
つ

た
の
で
あ
る
。
こ
の
前
後
に
三
人
の
日
本
人
が
入
蔵
し
た
。
だ
が
、
多
田
先
生
だ
け
は
終
始
特
別
の
待
遇
を
受
け
た
。
セ
ラ
寺
の
ハ
ル
ト

ン
・
カ
ム
ツ
ェ
ン
が
日
本
人
の
寮
と
定
め
ら
れ
た
の
も
、
こ
の
時
十
三
世
が
先
生
の
た
め
に
決
め
た
の
で
あ
る
。
先
生
は
ポ
タ
ラ
宮
と
ノ

ル
ブ
・
リ
ン
カ
離
宮
に
自
由
に
出
入
り
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
、

カ
シ
ャ
（
内
閣
）
の
要
人
達
、
特
に
、
有
名
な
宰
相
ツ
ァ
ロ
ン
・
シ
ャ
゜
ヘ

と
水
魚
の
交
を
結
ん
だ
。
十
三
世
は
五
世
以
来
の
名
君
と
い
わ
れ
、

チ
ャ
ー
ル
ス
・
ベ
ル
な
ど
も
そ
れ
を
認
め
て
い
る
。
こ
の
名
君
が
外

国
人
の
先
生
に
あ
ら
ゆ
る
特
権
を
許
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
先
生
の
備
え
て
い
た
特
別
の
蛛

l

力
を
高
く
評
価
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い

の
で
あ
る
。
先
生
は
日
本
の
新
聞
が
伝
え
る
ニ
ュ
ー
ス
を
チ
ベ
ッ
ト
語
に
訳
し
て
十
三
世
に
呈
出
す
る
仕
事
を
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
か
ら
課
せ

ら
れ
た
。

そ
れ
で
殆
ん
ど
定
期
的
に
訳
を
も
つ
て
セ
ラ
寺
か
ら
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
の
居
間

(
g
z
i
m
s
k
h
a
n
g
)

に
通
わ
れ
た
。
訪
問
を
欠
く

と
、
不
意
の
呼
び
出
し
に
与
か
る
こ
と
も
少
く
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

十
三
世
は
先
生
を
決
し
て
表
だ
っ
た
と
こ
ろ
に
出
さ
な
か
っ
た
。
政
治
的
な
紛
争
の
種
に
な
る
こ
と
を
懸
念
し
て
の
こ
と
だ
っ
た
ら
し

い
。
十
三
世
は
当
時
イ
ギ
リ
ス
側
か
ら
色
々
な
献
上
品
を
受
け
取
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
あ
る
時
、
献
上
品
と
し
て
大
量
な
各
種
の
罐
詰

を
受
け
ら
れ
た
が
、
十
三
世
自
身
は
召
し
上
が
ら
な
い
の
で
全
部
先
生
に
下
さ
っ
た
。
し
か
し
、

訪
問
毎
に
一
個
ず
つ
取
る
が
よ
い
と
い
う
条
件
を
つ
け
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
馬
の
鼻
先
に
下
げ
ら
れ
た
「
人
参
」
以
上
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に
効
果
が
あ
っ
た
も
の
だ
と
語
ら
れ
な
が
ら
先
生
は
当
時
を
想
い
出
さ
れ
て
楽
し
そ
う
に
大
笑
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
十
三
世
は
先
生

と
話
し
な
が
ら
治
世
上
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
求
め
、
肩
の
こ
る
日
常
か
ら
の
息
抜
き
を
楽
し
ん
だ
様
子
で
あ
る
。
自
然
、

の
地
位
に
目
を
つ
け
て
、
殊
更
先
生
に
近
づ
こ
う
と
す
る
チ
ベ
ッ
ト
人
が
現
れ
、
時
に
は
、
要
人
、
高
官
か
ら
も
取
り
つ
ぎ
を
依
頼
さ
れ

る
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
す
べ
て
取
り
合
わ
な
か
っ
た
。

そ
れ
は
先
生
の
保
身
の
た
め
に
も
重
要
で
あ
っ
た
と
述
懐
さ
れ
て

お
ら
れ
た
。
そ
の
点
か
ら
先
生
の
或
る
種
の
慎
重
さ
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
た
だ
一
回
の
例
外
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
当
時
ラ
ッ
サ
の
一

隅
で
チ
ベ
ッ
ト
婦
人
と
結
婚
し
て
経
済
的
に
も
不
如
意
な
生
活
を
し
て
い
た
矢
島
保
治
郎
氏
の
場
合
で
あ
る
。
先
生
は
、
十
三
世
が
意
図

し
た
兵
制
改
革
に
日
本
式
軍
隊
を
試
み
に
用
い
る
よ
う
に
と
進
言
し
て
矢
島
氏
の
起
用
を
図
っ
た
。
こ
れ
が
成
功
し
て
矢
島
氏
の
指
揮
す

る
日
本
式
の
軍
隊
が
ダ
ラ
イ

・
ラ
マ
十
三
世
の
親
衛
隊
に
採
用
さ
れ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

先
生
が
殆
ん
ど
表
立
つ
て
参
加
し
た
事
業
は
、
貨
幣
改
革
と
ラ
ッ
サ
版
カ
ン
ギ
ュ
ー
ル
編
纂
の
準
備
、

調
査
の
事
業
で
あ
る
。
特
に
最
後
の
も
の
は
先
生
の
生
涯
を
貰
い
た
業
蹟
と
関
係
が
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
先
生

そ
れ
に
付
随
し
た
各
地
の
版
木

セ
ラ
寺
に
於
け
る
学
業
以
外
で
最
も
情
熱
を

そ
そ
が
れ
た
仕
事
で
あ
っ
た
。
先
生
は
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
に
全
国
の
版
木
の
統
一
カ
タ
ロ
グ
を
編
纂
す
る
こ
と
を
進
言
し
た
。
そ
の
た
め

に
、
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
か
ら
自
分
が
手
本
を
示
せ
と
云
わ
れ
、
確
か
ガ
ン
デ
ン
・
ボ
タ
ン
の
版
木
で
あ
っ
た
か
カ
タ
ロ
グ
を
つ
く
ら
れ
た
こ

と
が
あ
る
。
こ
れ
が
先
生
の
文
献
蒐
集
に
よ
し
手
が
か
り
を
与
え
、
周
知
の
よ
う
な
優
れ
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
残
さ
れ
る
機
縁
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。
資
金
の
調
達
に
は
大
変
な
苦
労
を
さ
れ
た
ら
し
く
、
色
々
な
お
話
が
あ
っ
た
。
こ
の
文
献
蒐
集
に
は
ダ
ラ
イ

・
ラ
マ
の
寵
と

宰
相
ツ
ァ
ロ
ン

・
シ

ャ
゜
へ
の
大
き
な
援
助
が
も
の
を
云
っ
た
と
述
懐
し
て
お
ら
れ
た
。
カ
ム
を
は
じ
め
チ
ベ
ッ
ト
の
各
地
に
人
を
派
遣

し
、
近
い
と
こ
ろ
は
自
ら
も
赴
い
て
典
籍
を
集
め
、
黄
教
系
統
の
主
要
な
も
の
は
ほ
ぼ
完
全
に
近
い
程
度
に
ま
と
め
ら
れ
た
。

ヽ

鼻
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大
正
十
二
年
三
月
イ
ン
ド
を
経
て
帰
国
さ
れ
た
際
の
輸
送
隊
の
列
は
見
る
も
見
事
で
満
足
の
限
り
だ
っ
た
と
懐
し
ん
で
お
ら
れ
た
。
帰

国
後
届
け
ら
れ
た
も
の
も
含
め
て
将
来
さ
れ
た
経
巻
典
籍
は
二
万
四
千
二
百
七
十
九
部
に
及
ん
だ
。
そ
の
量
の
み
に
つ
い

て
見
て
も
、
古

今
東
西
の
い
か
な
る
探
検
隊
が
将
来
し
た
も
の
よ
り
も
遥
か
に
ぬ
き
ん
で
て
い
る
。
蒐
集
本
に
は
落
丁
が
殆
ん
ど
な
く
、
印
刷
は
チ
ベ
ッ

ト
木
版
と
し
て
は
最
高
の
鮮
明
度
を
有
し
て
い
る
。
内
訳
は
大
蔵
経
に
属
す
る
も
の
が
二
万
一
千
八
百
七
十
二
部
、
経
部
五
揃
い
、
論
部

四
揃
い
で
、
版
は
東
部
デ
ル
ゲ
版
、
西
部
ナ
ル
タ

ン
版
、
欽
定
ラ

ッ
サ
版
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
京
都
大
学
、
竜
谷
大
学
、
東
京
大
学
、

東
北
大
学
及
び
北
米
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ャ
大
学
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
大
蔵
経
以
外
の
い
わ
ゆ
る
蔵
外
文
献
は
東
北
大
学
と
東
京
大
学
と
に

収
め
ら
れ
、
前
者
に
は
チ
ベ
ッ
ト
高
僧
著
作
全
集
の
著
名
な
も
の
が
殆
ん
ど
集
め
ら
れ
て
お
り
、
東
京
大
学
所
蔵
の
も
の
は
チ
ベ
ッ
ト
に

於
け
る
稀
観
本
、
救
封
本
等
の
貴
重
な
も
の
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
る
。
東
北
大
学
と
東
京
大
学
に
あ
る
蔵
外
典
籍
の
み
を
例
に
と
つ
て

も
、
諸
外
国
の
図
書
館
で
こ
れ
を
凌
駕
す
る
も
の
を
見
る
の
は
困
難
で
あ
る
。

先
生
は
帰
国
後
、
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
嘱
託
と
し
て
チ
ベ
ッ
ト
文
献
の
整
理
に
当
ら
れ
た
。
大
正
十
四
年
八
月
、
東
北
帝
国
大
学
講

師
に
招
か
れ
、
講
義
の
傍
ら
チ
ベ
ッ
ト
蔵
経
デ
ル
ゲ
版
総
目
録
の
編
纂
に
当
ら
れ
、
昭
和
九
年
八
月
こ
れ
を
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
は
チ
ベ

ッ
ト
大
蔵
経
総
目
録
と
し
て
世
界
で
始
め
て
現
れ
た
も
の
で
、
世
界
の
チ
ベ
ッ
ト
学
界
、
仏
教
学
界
に
於
け
る
最
大
の
貢
献
の

―
つ
に
数

え
ら
れ
る
。
先
生
は
ひ
き
つ
づ
い
て
大
蔵
経
外
典
籍
の
目
録
編
纂
に
当
り
、
そ
の
稿
を
殆
ん
ど
終
え
な
が
ら
第
二
次
大
戦
を
迎
え
、
為
め

に
、
昭
和
二
十
八
年
五
月
迄
そ
の
刊
行
を
遂
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
「
西
蔵
撰
述
仏
典
目
録
」
で
あ
り
、
昭
和
三
十
年
五
月
、
日
本

学
士
院
賞
を
受
け
た
。
こ
の
目
録
も
組
織
的
な
蔵
外
目
録
と
し
て
世
界
最
初
、
最
大
の
も
の
で
あ
り
、
各
国
学
者
に
よ
っ
て
盛
ん
に
利
用

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
精
細
な
学
術
目
録
で
、
我
国
の
学
者
に
よ
っ

て
樹
立
さ
れ
た
世
界
チ
ベ

ッ
ト
学
界
の

二
大
金
字
塔
で
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ら
れ
た
。

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
の
援
助
で
東
洋
文
庫
に
チ
ベ

ッ
ト
学
研

先
生
は
昭
和
十
七
年
三
月
東
北
大
学
を
辞
し
、
同
四
月
よ
り
東
京
大
学
と
慶
応
大
学
の
講
師
を
兼
任
、
昭
和
二
十
五
年
二
月
迄
、

ッ
ト
学
、
仏
教
学
の
後
進
の
育
成
に
当
ら
れ
た
。
こ
の
間
、
慶
応
大
学
外
語
研
究
所
、

二
十
五
年
、

チ
ベ

ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
の
創
設
に
も
参
劃
さ
れ
た
。

ア
メ
リ
カ
の
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
に
招
か
れ
、
両
大
学
を
辞
し

て
渡
米
、
同
研
究
所
と
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ャ
大
学
と
に
於
い
て

研
究
と
講
議
に
当
ら
れ
た
。
昭
和
二
十
八
年
帰
国
し
、
昭
和
三
十
一
年
、

究
セ
ン
タ
ー
が
設
け
ら
れ
る
と
、
主
任
研
究
具
と
し
て
招
力
れ
、
創
設
期
に
は
チ
ベ
ッ
ト
人
研
究
者
鈴
衡
の
た
め
に
渡
印
さ
れ
、
傍
ら
貴

重
な
チ
ベ
ッ
ト
文
献
を
蒐
集
し

て
帰
国
さ
れ
た
。
以
来
、
同
セ
ン
タ
ー
の
研
究
を
指
導
し
、

チ
ベ
ッ
ト
学
の
専
門
家
の
育
成
に
当
つ
て
お

先
生
は
東
北
大
学
に
在
籍
の
頃
、
関
東
軍
ヵ
ら
招
か
れ
て
満
州
、
北
支
に
滞
在
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
関
東
軍
が
先
生
を
迎
え
た
の
は

ラ
マ
教
圏
の
蒙
古
側
か
ら
ト
ゥ
。
フ
テ
ン

・
ゲ
ン
ツ
ェ
ン
な
る
日
本
人
を
折
衝
の
相
手
に
指
名
し
て
き
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
軍
が
こ
の
人
物

か
ら
先
生
の
名
前
を
割
り
出
す
の
に
大
分
手
数
を
経
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
ラ
マ
教
圏
と
日
本
と
に
於
け
る
先
生
へ
の
評
価
の
差
を
見

る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
ダ
ラ
イ

・
ラ
マ
十
三
世
自
身
が
先
生
を
ど
れ
程
評
価
し
て
い
た
か
は
誰
に
で
も
興
味
の
あ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ

の
こ
と
は
、
ダ
ラ
イ

・
ラ

マ
の
歿
後
に
チ
ベ
ッ
ト
の
政
府
か
ら
届
い
た

「
ダ
ラ
イ

・
ラ
マ
十
三
世
が
臨
終
に
迫
さ
れ
た
御
言
葉
に
従
っ
て

チ
ベ
ッ
ト
政
府
が
ラ
ッ
サ
版
カ
ン
ギ
ュ
ー
ル
一
揃
い
を
こ
こ
に
贈
る
。
」
と
い
う
公
文
書
が
最
も
端
的
に
説
明
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

先
生
は
亡
く
な
ら
れ
る
直
前
ま
で
不
自
由
な
眼
で
ロ
ン
チ
ェ
ン

・
ラ
。
フ
チ
ャ
ム
パ
の
著
作
の
よ
う
な
難
解
な
書
物
を
読
ん
で
お
ら
れ

た
。
出
版
す
る
予
定
は
お
ろ
か
発
表
す
る
お
考
え
も
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、

あ
る
。

•-

メ
モ
を
取
っ
て
読
ん
で
居
ら
れ
た
。

伽
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五、

T
h
e
T
h
i
r
t
e
e
n
t
h
 D
a
l
a
i
l
a
m
a
 

同
索
引

著

書

目

録

覧

ロ
ン
チ
ェ
ン
・
ラ
。
フ
チ
ャ
ム
パ
の
著
作
を
読
み
こ
な
せ
る
チ
ベ
ッ
ト
学
者
は
世
界
中
で
も
数
え
る
程
し
か
い
な
い
筈
で
あ
る
。

惜
し
い
こ
と
は
、
我
が
国
の
チ
ベ
ッ
ト
学
界
が
多
田
先
生
の
得
て
こ
ら
れ
た
も
の
を
ひ
き
継
ぐ
に
充
分
な
だ
け
こ
れ
ま
で
に
発
展
を
遂
げ

今
日
、
我
国
の
チ
ベ
ッ
ト
学
界
の
指
導
的
な
学
者
は
殆
ん
ど
先
生
の
門
下
生
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
、
仏
教
関
係
で
は
そ
の
盛
ん
な
こ
と

欧
米
諸
国
に
比
し
て
も
遜
色
が
な
い
。
先
生
の
将
来
さ
れ
た
チ
ベ
ッ
ト
文
献
は
質
量
共
に
ラ
マ
教
圏
外
随
一
を
ほ
こ
る
こ
と
が
出
来
、
欧

米
諸
学
者
の
垂
涎
の
的
と
な
っ
て
い
る
。
チ
ベ
ッ

ト
学
の
未
来
は
、
先
生
の
蒐
集
本
に
よ
っ
て
、
努
力
さ
え
重
ね
る
な
ら
ば
発
展
を
保
証

さ
れ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
遺
産
を
充
分
に
利
用
す
る
こ
と
だ
け
が
先
生
の
尊
い
御
苦
労
に
酬
い
る
最
も
よ
い
道
で
あ

ろ
う
と
思
う
。

主

要

著

書

論

文

一
、
西
蔵
大
蔵
経
総
目
録

二
、
チ
ベ
ッ
ト

三
、
西
蔵
撰
述
仏
典
目
録

四
、
西
蔵
仏
画
釈
尊
伝

な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

今
日
、

昭
九

・-
0
、
七
0
三
頁

―
二
四
頁

昭
一
七
•

四
、

一
七
五
頁
、
地
図
一

昭
二
八
・
五
、
五
三
一
頁

昭
三
三

・
ニ
、
三
四
葉
（
写
真
）
、
三
九
頁
（
和
文
）
、
四
四
頁
（
英
文
）

T
h
e
 C
e
n
t
r
e
 for E
a
s
t
 A
s
i
a
n
 Cultural S
t
u
d
i
e
s
昭
四
0

チ
ベ
ッ
ト
文
化
宜
揚
会

東
北
大
学
文
学
部

岩

波

書

店

同
右

東
北
帝
国
大
学
法
文
学
部

同
右

―
一
五
頁
（
本
文
）

三
〇
葉
（
写
真
）
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0
D
a
l
a
i
'
b
l
a
,
m
a
 a
n
d
 P
a
n
,
c
h
e
n
'
b
l
a
,
m
a
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，
 

8
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其
の
他
随
想
類

パ
ル
カ
ン
に
つ
い
て

6

成
吉
思
汗
作
法
に
つ
い
て

5

チ
ベ
ッ
ト
に
対
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
進
出
過
程

4
 

3
 

2
 

ー

西
蔵
大
蔵
経

西
蔵
の
仏
教

劇
噴
教
の
倫
理
観

徐
伽
行
派
の
分
派

ラ
ッ
サ
の
本
屋

チ
ベ
ッ
ト
の
本

ヒ
マ
ラ
ヤ
山
中
の
織

論

文

目

録

叫
．

”
・
・
1
.
'
.．
 

叢
図

二
六
巻
五
四
号

国
立
国
会
図
書
館
読
書
春
秋

日
本
西
蔵
学
会
々
報

Y
o
u
n
g
 E
a
s
t
 

紀

伊

国

屋

机

慶
応
大
学

東
北
大
学
文
化
第
六
巻
十
一
号

同
文
館
哲
学
辞
書

宗
教
研
究

岩
波
講
座
倫
理
学

第
四
冊

大
正
一
三

慶
応
大
学
亜
細
亜
研
究

昭
二
六
•
六

新
第
三
巻
第
二
号

大
正
一
五
・
三

昭
和
一
三

昭
一
四
・
一
―

昭
一
九
・
三

語
学
論
叢
第

一
輯

昭
二
三
•
五

昭
三
一
・
九

昭
三
三
・
九

昭
三
四昭

三
五
・
八
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理

事

会

理

辻

書

直
四
郎

高

垣

寅

次

郎

酒

井

杏

之

助

河

野

一ノ‘

郎

川

北

禎

大

原

総

一

郎

小

笠

原

光

雄

岩

井

大

惹

事

有

光

次

郎

専

務

理

事

榎

雄

理

事

長

細

川

護

四

職

員

立

教
授
）

員
）

（
財
団
法
人
東
洋
文
庫
研
究
部
長

（
東
京
家
政
大
学

・
武
蔵
野
美
術
大
学
学
長
）

（
駒
沢
大
学
教
授
）

（
株
式
会
社
三
菱
銀
行
相
談
役
）

（
倉
敷
レ
イ
ヨ
ン
株
式
会
社
々
長
）

（
株
式
会
社
日
本
興
業
銀
行
会
長
）

（
東
京
教
育
大
学
教
授
）

（
株
式
会
社
第
一
銀
行
相
談
役
）

東
京
大
学
教
授
）

（
財
団
法
人
日
本
学
術
振
興
会
理
事
長

（
国
立
国
会
図
書
館
支
部
東
洋
文
庫
長

（
文
化
財
保
護
委
員
会
委
員
）

成
城
大
学
学
長

日
本
学
士
院
会
員

日
本
学
士
院
会

東
京
大
学
名
誉
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総

務

部

部

評
議
員
会

長

小

林

吟

重

郎

俣

野

健

輔

永

沢

邦

男

高

橋

竜

太

郎

（
協
和
醗
酵
工
業
株
式
会
社
取
締
役
）

（
慶
応
義
塾
大
学
塾
長
）

（
飯
野
海
運
株
式
会
社
取
締
役
会
長
）

新

村

出

（
日
本
学
士
院
会
員

京
都
大
学
名
誉
教
授
）

小

泉

信

（
昭
和
四
十
一
年
五
月
十
一
日
逝
去
）

大
河
内

男

奥

田

東

梅

原

末

治

磯

野

長

蔵

評

議

員

阿

部

賢

（
東
京
大
学
教
授
）

（
東
山
農
事
株
式
会
社
専
務
取
締
役
）

（
早
稲
田
大
学
総
長
）

（
株
式
会
社
明
治
屋
会
長
）

（
京
都
大
学
名
誉
教
授
）

（
京
都
大
学
学
長
）

（
東
京
大
学
総
長
）

監

事

岡

東

浩

山

本

達

郎

松

本

重

治

（
財
団
法
人
国
際
文
化
会
館
理
事
長
）

松

方

郎

｀
キ

徳

) ！ ！ 

宗

敬

（
社
団
法
人
日
本
博
物
館
協
会
々
長
）

（
株
式
会
社
国
際
テ
レ
ビ
フ
ィ
ル
ム
社
長
）
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研

究

顧

問

岩

井

大

慧

研

究

部

部

長

榎

雄

立

花

孝

全

西

薗

男

堀

内

安

雄

臨

時

雇

員

有

岡

鋼

北

爪

幸

子

後

藤

加

奈

子

鈴

木

洋

子

堤

栄
次
郎

技

能

員

池

田

直

人

熊

田

信

次

郎

小

林

輝

男

児

野

寿

満

子

司

書

補

秩

父

良

子

広

瀬

洋

子

谷

治

嘉

紀

宇
都
木

章
（
昭
和
四
十
二
年
三
月
退
職

青
山
学
院
大
学
助
教
授

司

書

石

黒

弥

致

中

島

正

之

森

岡

図

書

部

部

長

辻

直
四
郎

臨

時

雇

員

星

野

久

子

馬

勝

利

作

業

員

石

井

浜

吉

臼

倉

豊

松

勝

間

勇

次

郎

染

谷

技

能

員

秋

元

美

恵

子

山

下

久

代

黒

崎

尚

子
（
昭
和
四
十
一
年
七
月
退
職
）

助

手

鈴

木

千

代

子

田

口

幸

子

中

山

参

事

平

野

豊

松

前

義

治

f
r
ヽ

康

渡

辺

兼

庸

ヨ

兼
任
研
究
員
）

コ

ウ
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東
洋
学
連
絡
委
員
会
委
員

長

尾

雅

人

（
京
都
大
学
教
授
）

辻

直
四
郎

塚

本

善

隆

（
京
都
国
立
博
物
館
長
）

鈴

木

俊

（
中
央
大
学
教
授
）

貝

塚

茂

樹

（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
教
授
）

榎

雄

江

上

波

夫

岩

生

成

（
法
政
大
学
教
授
）

（
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
教
授
）

岩

井

大

惹

板

野

長

八

山

本

達

郎

村

田

治

郎

原

田

淑

人

辻

直
四
郎

梅

原

末

治

岩

村 • 

忍

（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
教
授
）

（
日
本
学
士
院
会
員
）

（
京
都
大
学
名
誉
教
授
）

（
広
島
大
学
教
授
）
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名
誉
研
究
員

書

A
・
フ
ォ
ン
・
ガ
ベ
イ
ン
（
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
教
授
）

（
早
稲
田
大
学
教
授
）

（
慶
応
義
塾
大
学
教
授
）

（
京
都
大
学
教
授
）

（
京
都
大
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科
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所
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授
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（
京
都
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教
授
）
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・
ド
ゥ
ミ
ェ
ヴ
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ユ
（
フ
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ン
ス
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士
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・
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リ
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ー
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フ
（
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大
学
教
授
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．
フ
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ク
ス
（
ケ
ル
ン
大
学
教
授
）

W
・
サ
イ
モ
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（
英
国
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士
院
会
員

G
・
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ゥ
ッ
チ
（
ロ
ー
マ
大
学
教
授

前
ロ
ン
ド
ン
大
学
教
授
）

イ
タ
リ
ア
中
東
亜
研
究
所
長
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.
T
・
デ
・
バ
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（
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ロ
ン
ビ
ア
大
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教
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 0
.
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（
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ー
ヴ
ァ
ー
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・
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所
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）
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ス
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デ
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古
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定
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前
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ー
ヂ
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・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
教
授
）

（
昭
和
四
十
一
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六
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一
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十
二
日
逝
去
）
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任
）
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俊

末
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（
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大
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授
）

（
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）

（
学
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院
大
学
教
授
）

後
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均

平

河

野

六

郎

北

村

甫

菊

池

英

夫

神

田

信

夫

（
お
茶
の
水
女
子
大
学
教
授
）

（
東
京
外
国
語
大
学
ア
ジ
ア

・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所
助
教
授
）

（
一
橋
大
学
教
授
）

（
明
治
大
学
教
授
）

（
山
梨
大
学
助
教
授
）

（
東
京
外
国
語
大
学
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所
助
教
授
）

亀

井

孝

岡

田

英

弘

梅

原

末

治

岩

生

成

市

古

宙

荒

松

雄

（
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
助
教
授
）

青

山

定

雄

研

究

員

石

田

正

憲

．
 

（
中
央
大
学
教
授
）
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X

疇

護

ヽ

雅

夫

（
東
京
大
学
助
教
授
）

（
専
修
大
学
専
任
講
師
）

（
一
橋
大
学
教
授
）

（
東
京
大
学
助
教
授
）

村

松

祐

次

宮

坂

宏

三
根
谷

徹

松

村

潤

（
日
本
大
学
助
教
授
）

松

本

信

広

藤

枝

晃

坂

野

正

高

（
東
京
都
立
大
学
教
授
）

（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
助
教
授
）

中

嶋

敏

鳥

海

靖

（
山
梨
県
立
女
子
短
期
大
学
助
教
授
）

（
東
京
大
学
専
任
講
師
）

（
東
京
教
育
大
学
教
授
）

鶴

見

尚

弘

田

中

正

俊

田

中

時

彦

（
東
京
大
学
教
授
）

（
東
京
大
学
専
任
講
師
）

（
東
海
大
学
助
教
授
）

（
横
浜
市
立
大
学
助
教
授
）

田

川

孝

関

野

雄

（
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
助
教
授
）

周

藤

吉

之
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レ ー

井

昌

子

緑

川

勝

子

湯

川

恭

敏

臨

時

雇

員

後

藤

治

子

平

田

美

智

子

星

実
千
代

国

岡

妙

子
（
昭
和
四
十
二
年
一
月
退
職
）

瓶

幸

子

双

川

俊

江

本

庄

比

佐

子

助

手

秋

山

節

子

荒

川

裕

子

丹

喬

西

草

野

靖
（
昭
和
四
十
二
年
三
月
退
職

山

崎

フ

研

究

生

山

口

瑞

鳳

研
究
室
研
究
員

ケ
ッ
ン
・
サ
ン
ボ

多

田

等

山

本

達

郎

山

根

幸

夫

義

郎

ソ
ナ
ム

・
ギ
ャ
ー
ツ
ォ

（
昭
和
四
十
二
年
三
月
退
職

小

野

田

サ

ヨ

子

白

川

邦

子

（
東
京
女
子
大
学
教
授
）

日
本
女
子
大
学
助
教
授

ユ
ネ
ス
コ
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
）

ツ
ェ
リ
ン

・
ド
ル
マ

観
（
昭
和
四
十
二
年
二
月
十
八
日
逝
去
）

兼
任
研
究
員
）
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i
s
c
h
e
 

Landtafel" 

19. 
C
O
R
N
E
L
Y
 W
Y
I
T
F
L
I
E
T
,
 
1597. 

"Descriptionis 

P
t
o
l
e
m
a
i
c
笈
…
…
.
"

20. 
J. 

H
.
 
V
A
N
 L
I
N
S
C
H
O
T
E
N
,
 
1598. 

"
H
i
s
 
Discours 

of 

V
o

y
ag

es····•·" 

21. 
F
R
A
N
9
0
1
s
 
PRETTIE, 

1598. 
"
B
e
s
c
h
r
y
b
i
n
g
e
 v

a
n
d
e
 

obertreffelicke…….. "
 (
T
h
o
m
a
s
 C
a
v
e
n
d
i
s
h
 
&
 

F
r
a
n
c
i
s
 D

r
a
k
e
)
 

22. 
L
E
O
N
A
R
D
O
 CERNOTI, 

1598. 
P
t
o
l
e
m

年
1s,

G
e
o
g
r
a
p
b
i
a
,
 

Venetia. 

23. 
J
O
A
N
N
E
S
 
M
A
T
A
L
I
U
S
 
M
E
T
E
L
L
U
S
,
 
1600. 

"
A
s
i
a
 
T
a
b
u
l
i
s
 

cene1s 
"
 

........ 

24. 
MATillAS 

Q
U
A
D
U
S
,
 
1599. 

"Enchiridion 

C
o
s
m
o
g
r
a
p
h
i
c
u
m
.
"
 

25. 
G
O
T
A
R
U
D
U
S
,
 A
R
T
H
U
S
,
 1608. 

"Historia 
Indi

ぉ

Orientalis………” 

26. 
A
N
T
O
N
I
O
 D

E
 H
E
R
R
E
R
A
,
 
1601. "Historia 

general 
d
e
 los 

h
e
c
h
o
s
 d

e
 los 

Castellanos 
e
n
 las 

islas 
i
 tierra 

firme…….. "
 

27. 
D
I
E
T
R
I
C
H
 D

E
 B
R
Y
,
 
1624. 

N
o
v
i
 Orbis p

a
r
s
 d
u
o
d
e
c
i
m
a
 

28. 
J
O
A
N
N
E
S
 OLIVA, 

1613. 
P
o
r
t
o
l
a
n
o
 
atlas. 

(British 

M
u
s
e
u
m
,
 L
o
n
d
o
n
)
 

29. 
G
I
O
V
A
N
N
I
 OLIVA, 

1616. 
P
o
r
t
o
l
a
n
o
 
atlas. 

(Bibl. 

dell'Istituto 
di 

Fisica 
di 

Arcetri, 
F
i
r
e
n
z
e
)
 

30. 
J
U
A
N
 
B
A
T
T
I
S
T
A
 
CAVALLINI, 

1642. 
P
o
r
t
o
l
a
n
o
 
atlas. 

(British 
M
u
s
e
u
m
,
 L
o
n
d
o
n
)
 

31. 
A
T
H
A
N
A
S
E
 K
I
R
C
H
E
R
,
 
1665. 

"
M
u
n
d
u
s
 s
u
b
t
e
r
r
a
n
e
u
s
…” 

II.
「D

I
O
G
O

H
O
M
E
M
型
」
資
料

1. 
L
o
P
o
 H
o
M
E
M
,
 1554. 

Planisphere Portugais. 
(
M
u
s
e
o
 

degli 
S
t
r
u
m
e
n
t
i
 Antichi, 

Firenze). 

2. 
D
I
O
G
O
 
H
o
M
E
M
,
 
1558. 

P
o
r
t
o
l
a
n
o
 

atlas. 
(British 

M
u
s
e
u
m
,
 L
o
n
d
o
n
)
 

3. 
[
D
I
O
G
O
 H

o
M
E
M
,
 
c.1558]. 

P
o
r
t
o
l
a
n
o
 
atlas. (Bibl. 

Nat., 

Paris). 

4. 
A
N
D
R
E
A
S
 H

o
M
o
,
 1559. 

Planisphere Portugais. 
(Bibl. 

Nat., 
Paris

). 

5. 
D
I
O
G
O
 H
o
M
E
M
,
 1561. P

o
r
t
o
l
a
n
o
 
atlas. 

(Hofbibliothek
,
 

W
i
e
n
)
.
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6. 
B
A
R
T
O
L
O
M
E
U
 V
E
L
H
O
,
 
1561. 

P
l
a
n
i
s
p
h
e
r
e
 Portugais. 

16
.
 B
A
R
T
O
L
O
M
E
 D

E
 OLIVES 

D
I
 M
A
I
O
R
C
A
,
 c. 

1580. 
P
o
r
t
o
l
a
n
o
 

(
A
c
a
d
e
m
i
a
 delle 

Belle 
Arti, 

Firenze). 
Atlas 

(Biblioteca 
Vaticana, R

o
m
a
)
 

7. 
D
I
O
G
O
 H

o
M
E
M
,
 1568. 

P
o
r
t
o
l
a
n
o
 
atlas. 

(
K
o
n
i
g
l
i
c
h
e
 

17. 
A
n
o
n
y
m
e
,
 
s. 

1. 
n. 

d. 
[1570-1580]. 

C
a
r
t
e
 
d'un 

globe 
Bibliothek, 

D
r
e
s
d
e
n
)
.
 

e
n
 fuseaux. (Bibl. 

Nat., 
Paris.) 

8. 
A
n
o
n
y
m
.
,
 1573. 

"Orbis t
e
r
r
a
r
u
m
 a

 hy
d
r
o
g
r
a
p
h
o
 
H
i
s
・

皿
「

A
B
R
A
H
A
M
0
R
T
E
L
I
U
S
型」

資
料

p
a
n
o
 in 

p
l
a
n
o
 
delineatio." (

L
E
L
E
W
E
L
 t. 

I. 
pl. V

I)
.
 

1. 
A. 

0RTELIDS, 1570. 
"
T
h
e
a
t
r
u
m
 O
r
b
i
s
 T

e
r
r
a
r
u
m
."

 
9. 

D
O
M
I
N
G
O
S
 TEIXZEIRA, 

1573. 
"
C
a
r
t
e
 
portugaise 

d
e
s
 

2. 
A
.
 0

R
T
E
L
I
D
S
-B
E
R
T
E
L
I
-
C
A
M
O
Z
I
O
,
 
n
.d
.
 
"
A
s
i
a
e
 

O
r
b
i
s
 

parties d
u
 m
o
n
d
e
 connues." (

A
r
c
h
i
v
e
s
 d
u
 Service 

P
a
r
t
i
u
m
 M

a
x
i
m
a
e
 
n
o
v
a
 
descriptio." 

(
M
u
s
e
o
 

H
y
d
r
o
g
r
a
p
h
i
q
u
e
 d
e
 la 

M
a
r
i
n
e
,
 Paris)

.
 

Civico, 
V
e
n
e
z
i
a
)
 

10. 
[
J
O
A
N
 M
A
R
T
I
N
E
S
,
 
c. 

1582] 
P
o
r
t
o
l
a
n
o
 
atlas. 

(British 
3. 

S
E
B
A
S
T
I
A
N
 M

U
N
S
T
E
R
,
 1588, 

"
C
o
s
m
o
g
r
a
p
h
i
a
"
 

M
u
s
e
u
m
,
 L
o
n
d
o
n
)
 

11. 
J
U
A
N
 R
I
E
Z
O
 A
L
L
A
S
 OLIVA, 

1580. 
P
o
r
t
o
l
a
n
o
 

atlas. 

(Biblioteca Real, 
M
a
d
r
i
d
)
.
 

4. 
I. 

A. 
M
A
G
I
N
!
,
 
1596. 

P
t
o
l
e
m

知
us,

V
e
n
e
t
i

庶

5. 
L
E
O
N
A
R
D
O
 C
E
R
N
O
T
I
,
 
1598. 

P
t
o
l
e
m
ぉ
us,

V
e
n
e
t
i
ぉ．

6
.
 G

I
O
V
A
N
N
I
 B
O
T
E
R
O
,
 
1599. 

"Relationi 
Vniversali 

di 

<g 

12. 
A
N
T
O
N
I
O
 M
I
L
L
O
,
 1582. 

Planisphere. (British M
u
s
e
u
m
,
 

G
i
o
v
a
n
n
i
 B

o
t
e
r
o
"
 

L
o
n
d
o
n
)
.
 

7. 
M
A
T
H
I
A
S
 
Q
u
A
D
u
s
,
 

1599. 
"Enchiridion 

c
o
s
m
o
g
r
a
-

13. 
A
N
T
O
N
I
O
 M
I
L
L
O
,
 
1
5
8
2
-
1
5
8
3
-
1
5
8
4
.
 
P
o
r
t
o
l
a
n
o
 Atlas. 

p
h
i
c
u
m
"
 

(Bibl. 
Vittorio 

E
m
a
n
u
e
l
e
,
 R

o
m
a
)
 

8. 
J
O
A
N
N
E
S
 
M
A
T
A
L
A
L
I
U
S
 M
E
T
E
L
L
U
S
,
 
1600. 

"
A
s
i
a
 tabulis 

14. 
A
N
T
O
N
I
O
 M

I
L
L
O
 
[c. 

1582]
.
 Po
r
t
o
l
a
n
o
 
atlas. 

(Stadt-
aeneis 

s
e
c
u
n
d
 

aeneis 
s
e
c
u
n
d
u
m
 
m
a
r
i
o
n
e
s
 
g
e
o
g
r
a
p
h
i
c
a
s
 
deli-

bibliothek, 
U
l
m
)
 

n
e
a
t
a
…
…
”
 

15
.
 A
N
T
O
N
I
O
 MIILLO, 

1586. P
o
r
t
o
l
a
n
o
 
atlas. 

(
K
o
n
i
g
l
i
c
h
e
 

IV. 
「V

A
Z
D
O
U
R
A
D
O
型
』
資
料

Bibliothek, 
Berlin) 

1. 
L
A
Z
A
R
O
 LUIZ, 

1563. P
o
r
t
o
l
a
n
o
 
atlas. 

(
R
e
a
l
 A

c
a
d
e
m
i
a
 



I
 • 

<las 
Sciencias, 

Lisboa). 

2. 
[
F
E
R
N
A
O
 V

A
Z
 D
O
U
R
A
D
O
]
,
 
[1568

以前］．
P
o
r
t
o
l
a
n
o

atlas-

(
D
u
q
u
e
 d

e
 P
a
l
m
e
l
a
,
 
Lisboa). 

3. 
F
E
R
N
A
O
 V

A
Z
 D
O
U
R
A
D
O
,
 1568. 

P
o
r
t
o
l
a
n
o
 
atlas

.
 

(
D
u
q
u
e
 d

e
 A
l
b
a
,
 
M
a
d
r
i
d
)
.
 

4. 
[
F
E
R
N
A
O
 V

A
Z
 D
O
U
R
A
D
O
]
,
 1568. P

o
r
t
o
l
a
n
o
 atlas

.
 (Bibl. 

Nae., 
Lisboa). 

5. 
F
ER

N
A
O
 V

A
Z
 D
O
U
R
A
D
O
,
 1570. 

P
o
r
t
l
a
n
o
 
atlas

.
 (Bibl. 

N
 ac., 

M
a
d
r
i
d
)
.
 

6. 
A
n
o
n
y
m
.
,
 n. 

d. 
[F. 

V
A
Z
 D
O
U
R
A
D
O
,
 
1570]. 

P
o
r
t
o
l
a
n
o
 

atlas. 
(
H
u
n
t
i
n
g
t
o
n
 
L
i
b
r
a
r
y
 
a
n
d
 
A
r
t
 
Gallery, 

S
a
n
 M
a
r
i
n
o
,
 
California). 

7. 
F
E
R
N
A
O
 V

A
Z
 D
O
U
R
A
D
O
,
 1571. P

o
r
t
o
l
a
n
o
 
atlas. 

(
T
o
r
r
e
 

d
o
 T

o
m
b
o
,
 L
i
s
b
o
a
)
 

8
.
 
F
E
R
N
A
O
 
V
A
Z
 
D
O
U
R
A
D
O
,
 
[1573]. 

P
o
r
t
o
l
a
n
o
 
atlas

.
 

(British 
M
u
s
e
u
m
,
 L

o
n
d
o
n
)
 

9. 
F
E
R
N
A
O
 V

A
Z
 D
O
U
R
A
D
O
,
 
1580. 

P
o
r
t
o
l
a
n
o
 
atlas. 

(Hof・ 

u
n
d
 
Staatsbibliothek, 

M
u
n
c
h
e
n
)
 

10. 
L
u
o
o
v
1
c
o
 G
E
O
R
G
I
O
,
 
1584. 

"
C
h
i
n
a
e
,
 
o
l
i
m
 
S
i
n
a
r
u
m
 

regionis, 
n
o
v
a
 descriptio" 

in 
"
T
h
e
a
t
r
u
m
 O

r
b
i
s
 

T
e
r
r
a
r
u
m
.
"
 

11. 
R
E
N
N
W
A
R
D
 
C
Y
S
A
T
,
 
1586. 

"
W
a
h
r
h
a
f
f
t
i
g
e
r
 
B
e
r
i
c
h
t
 

v
o
n
 d

e
n
 n

e
w
e
r
f
u
n
d
n
e
n
 J

 ap
o
n
i
s
c
h
e
n
 I
n
s
e
l
n
…,．．'’ 

12. 
P
E
T
R
U
S
 M

A
R
T
Y
R
,
 1587. 

"
D
e
 o
r
b
e
 
n
o
v
o
 d

e
c
a
d
e
s
 VIII, 

annot. 
R
i
c
h
 H
a
k
l
u
y
t
i
.
"
 

13. 
A
.
 
0
R
T
E
L
I
U
S
,
 
1589. "

M
a
r
i
s
 Pacifici………

”
i
n
 T
h
e
a
t
r
u
m
 

O
r
b
i
s
 T

e
r
r
a
r
u
m
.
 

14. 
G
m
.
 B
A
I
T
.
 
M
A
Z
Z
A
,
 
n. d. 

"
A
m
e
r
i
c
a
e
 et 

p
r
o
x
i
m
a
r
u
m
 

r
e
g
i
o
n
u
m
 o

r
o
e
 descriptio." 

15. 
G
I
A
C
O
M
O
 P
I
C
C
A
G
L
I
A
,
 
1589. 

"Descrittione 
e
 sito 

del 

G
i
a
p
o
n
e
"
 

16. 
P
E
T
R
U
S
 P
L
A
N
c
r
u
s
,
 
[1590]. 

"
O
r
b
i
s
 t

e
r
r
a
r
u
m
 typus, 

d
e

関
integro 

m
u
l
t
i
s
 
in 

locis 
e
m
e
n
d
a
t
u
s
.
 9

 9
 

17. 
A
n
o
y
m
e
,
 n.d. 

(
1
5
9
0直

後
）
．

Planisphere.
(
A
r
c
h
i
v
e
s
 
d
u
 

S
e
r
v
i
c
e
 
H
y
d
r
o
g
r
a
p
h
i
q
u
e
 d

e
 la 

M
a
r
i
n
e
,
 P
a
r
i
s
)
 

18. 
J
O
A
N
 M

A
R
T
I
N
E
S
 D

E
 M
E
S
S
I
N
A
,
 
1591. 

P
o
r
t
o
l
a
n
o
 
atlas. 

(
K
o
n
i
g
l
i
c
h
e
 Bibliothek, 

Berlin). 

19. 
P
E
T
R
U
S
 
P
L
A
N
C
I
U
S
,
 
1592. 

"
N
o
v
a
 et 

E
x
a
c
t
a
 T

e
r
r
a
r
u
m
 

O
r
b
i
s
 T

a
b
u
l
a
 G

e
o
g
r
a
p
h
i
c
a
 
a
c
 
H
y
d
r
o
g
r
a
p
h
i
c
a
.
"
 

(
C
o
l
e
g
i
o
 
del 

C
o
r
p
u
s
 Cristi, 

V
a
l
e
n
c
i
a
)
 

20. 
C
O
R
N
E
L
I
S
 D
E
 JUDAEIS, 1593. "

S
p
e
c
u
l
u
m
 O
r
b
i
s
 T
e
r
r
a
r
u
m
 

H
y
d
r
o
g
r
a
p
h
i
a
 H
o
r
o
l
o
g
i
o
g
r
a
p
h
i
a
 
G
e
o
g
r
a
p
h
i
a
.
"
 



21. 
]
A
N
 H

U
Y
G
H
E
N
 V
A
N
 L
I
N
S
C
H
O
T
E
N
,
 
1
5
9
5
-
1
5
9
6
.
 

"Itinerario…….. "
 

22. 
]
O
D
O
C
U
S
 H

o
N
D
I
U
S
,
 u

.
 d. 

"
V
e
r
a
 totius 

expeditionis 

nautic
ぉ

descriptio
……••"

2
3
.
 G
I
O
V
A
N
N
I
 B
O
T
E
R
O
,
 
1598. 

"Relationi 
Vniversalis 

di 

G
i
o
v
a
n
n
i
 
Botero." 

24. 
C
O
R
N
E
L
I
S
 DOETSZ,. 

E
e
d
a
m
,
 
1598.

「
南
洋
鍼
路
図
」

(
D
u
t
c
h

portolano)
.
（
東
京
国
立
博
物
館
）

25. 
A
n
o
n
y
m
.
,
 n. 

d
「
西
洋
鍼
路
図
」

(
D
u
t
c
h
portolano).

（東
京

国
立
博
物
館
）

26. 
E
V
E
R
T
 GIJSBERTSZ.,1599. 

D
u
t
c
h
 portolano

.
 (Bihl.Nat., 

Paris) 

2
7
.
 DI
E
T
R
I
C
H
 D
E
 B
R
Y
,
 1599

.
 

"Grosse Reisen", A
m
e
r
i
c
a
 P
a
r
s
 

VIII, 
A
d
d
i
m
e
n
t
u
m
.
 

28. 
H
E
N
R
I
C
U
S
 F

L
O
R
E
N
T
I
U
S
 A

 L
A
N
G
R
E
N
.
 
n. 

d. 
"
A
s
i
a
e
 n

o
v
a
 

descriptio." 

29. 
H
A
K
L
U
Y
T
,
 T

h
e
 Principall 

N
a
v
i
g
a
t
i
o
n
s…

.. 
-
E
M
E
R
I
E
 

M
O
L
Y
N
E
U
X
 O
F
 
L
A
M
BE

T
H
 -

E
D
W
A
R
D
 W

R
I
G
H
T
 -

"
S
H
A
K
E
S
P
E
A
R
E
 m

a
p
"
 

3
0
.
 G
A
B
R
I
E
L
 T
A
T
T
O
N
,
 n

.
 d. 

Portolano. 
(R. 

Biblioteca 

Nazionale, 
Firenze). 

31. 
M
A
T
H
I
A
S
 Q
u
A
D
U
S
,
 1600. 

"
G
e
o
g
r
a
p
h
i
s
c
h
 H
a
n
d
t
b
u
c
h….'’ 

32. 
J
O
H
A
N
N
E
S
 
M
A
T
A
L
I
U
S
 
M
E
T
E
L
L
U
S
,
 
1600. 

"
A
s
i
a
 tabulis 

a
e
n
e
1s…

…
 "
 

3
3
.
 PA

U
L
I
 G

.
 F. 
P. N

.
 
M
E
R
U
L
A
E
,
 

1605. 
"
C
o
s
m
o
g
r
a
p
h
i
a
e
 

generalis ........ 
34. 

A
N
D
R
E
A
S
 
G
A
R
C
I
A
 D

E
 
CESPEDES, 

1606. 
"Plvs 

Vltra 

R
e
g
i
m
i
e
n
t
o
 
d
e
 navegacion.…

…. "
 

35. 
J
O
A
N
N
E
S
 
OLINA, 

1613. 
P
o
r
t
o
l
a
n
o
 

atlas
.
 (British 

M
u
s
e
u
m
,
 
L
o
n
d
o
n
)
 

36. 
G
J
O
V
A
N
N
I
 
OLIVA, 

1616. 
P
o
r
t
o
l
a
n
o
 

atlas. 
(Bibl. 

dell'Istituto 
di 

Fisica 
di 

Arcetri, 
Firenze) 

37. 
A
n
o
n
y
m
(
a
u
t
e
u
r
 francais), n. 

d. 
Portolano 

atlas.(Bibl・ 

dell'Istituto 
di 

Fisica 
di 

Arcetri, Firenze) 

38. 
A
R
N
O
L
D
 US
 F
L
O
R
E
N
T
I
U
S
 A

 L
A
N
G
R
E
N
,
 
[
 

C
.
 1625]. 

G
l
o
b
e
 

terrestre
.(Bibl

.Nat., 
Paris) 

39. 
A
N
T
O
N
I
O
 D

E
 H
E
R
R
E
R
A
,
1
6
0
1
 ;

 1615. "Historia 
geneal 

d
e
 

los 
h
e
c
h
o
s
 
d
e
 los 

C
astellanos.…

…
•" 

40. 
J
E
A
N
 G

U
E
R
A
R
D
 D

E
 DIEPPE, 1625.

 "N
o
u
v
e
l
l
e
 description 

h
y
d
r
o
g
r
a
p
h
i
q
u
e
 d

e
 tout 

le 
m
o
n
d
e
.
 (A
r
c
h
i
v
e
s
 
d
u
 

Service 
H
y
d
r
o
g
r
a
p
h
i
q
u
e
 Central d

e
 la 

M
a
r
i
n
e
,
 

Paris) 
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41-
M
A
R
T
I
N
O
 M
A
R
T
I
N
I
-
A
T
H
A
N
A
S
E
 K
I
R
C
H
E
R
,
 
1638. 

C
a
r
l
8
 

M
S
.
 (
A
r
c
h
i
v
e
s
 
d
u
 
Service 

H
y
d
r
o
g
r
a
p
h
i
q
u
e
 

C
e
n
t
r
a
l
 de
 
la 

M
a
r
i
n
e
,
 
Paris) 

42. 
G
I
O
V
A
N
 B
A
T
T
I
S
T
A
 
CAVALLINI, 

1652. 
Portolano 

atlas. 

(Bibl. 
dell'Istituto 

di 
Fisica 

d
e
 
Arcetri, Firenze) 

43
.
 TA

S
I
N
(
L
E
 SR.), 1655. C

a
r
t
e
 
generale 

d
e
 la 

g
e
o
g
r
a
p
h
i
e
 

royalle
.
 

4
4
.
 FR

A
N
y
O
I
S
 D

E
 L
A
M
O
T
H
E
-
L
E
 V
A
Y
E
R
-
-PIERRE DUVAL,1663. 

"
L
a
 g

も
ographie

d
u
 Prince." 

45. 
S
A
M
U
E
L
 E
N
G
E
L
,
 
1764. "

M
e
m
o
i
r
e
s
 et 

obsrvations 
g
も
o-

g
r
a
p
h
i
q
u
e
s
 
et 

critiques 
sur la situation des p

a
y
s
 

septentrionaux 
d
e
 l'Asie 

et 
d
e
 l
'
A
m
e
r
i
q
u
e
."

 

4
6
.
 R
O
B
E
R
T
 D
E
 V

 AU
G
O
N
D
Y
,
 
1772

.
 "Carte 

des parties N
o
r
d
 

et 
E
s
t
 d

e
 I'Ase." 

「D
O
U
R
A
D
O

型
」

か
ら

次
代

の
型

へ
の

移
行

v.
「J
O
A
N

M
A
R
T
I
N
E
S
 E
N
 M
E
S
S
I
N
A

図」
資
料

1. 
J
O
A
N
 M
A
R
T
I
N
E
S
,
 
1578

.
 Po
r
t
o
l
a
n
o
 
atlas. 

(British 

M
u
s
e
u
m
,
 L
o
n
d
o
n
)
.
 

2. 
J
O
A
N
 M
A
R
T
I
N
E
S
,
 
1578. 

P
o
r
t
o
l
a
n
o
 
atlas. 

(Briitish 

M
u
s
e
u
m
,
 L
o
n
d
o
n
)
.
 

3. 
J
O
A
N
 M
A
R
T
I
N
E
S
,
 
1582. 

P
o
r
t
o
l
a
n
o
 
atlas. 

(Bibl. 
d
e
 

l'Arsenal, 
Paris)

.
 

4. 
J
O
A
N
 M
A
R
T
I
N
E
S
,
 
1582. 

Portolano 
atlas

.
 (British 

M
u
s
e
u
m
,
 
L
o
n
d
o
n
)
 

5. 
A
n
o
n
y
m
.
,
 n.d

.
 [}.
_Martines, c. 

1582)
.
 Po
r
t
o
l
a
n
o
 
atlas. 

(British 
M
u
s
e
u
m
,
 L
o
n
d
o
n
)
.
 

6. 
J
O
A
N
 M
A
R
T
I
N
E
S
,
 
1583. 

Portolano 
atlas. 

(Bihl. 
Nat., 

Paris). 

7
.
 J

O
A
N
 M
A
R
T
I
N
E
S
,
 
1587. Portolano 

atlas. 
(Bibl.N a

c
.,

 

M
a
d
r
i
d
)
.
 

8. 
J
O
A
N
 M
A
R
T
I
N
E
S
,
 
1591. 

Portolano 
atlas. 

(Konigliche 

Bibliothek, 
Berlin). 

9
.
 A

n
o
n
y
m
.
,
 n. 

d. 
[J. 

Martines, 
1578). 

P
o
r
t
o
l
a
n
o
 
atlas. 

(
M
u
s
e
o
 Civico, 

Venezia). 

時
代

決
定

に
対

す
る

J
o
a
n

M
a
r
t
i
n
e
s

の
作

品
の

重
要

性

10
.
 A
n
o
n
y
m
.
,
 n

.
 d. 

P
o
r
t
o
l
a
n
o
 
atlas

.
 (Bibl. 

Angelica, 

R
o
m
a
)
.
 

11. 
J
U
A
N
 G

O
N
Z
A
L
E
Z
 D

E
 M
E
N
D
O
Z
A
,
 
1589

.
 Il 

g
r
a
n
 r
e
g
n
o
 

della 
China・・・・・・ 

Bologna. 

uz 

M
a
p
s
 of 

J
a
p
a
n
 m

a
d
e
 b

y
 
the 

P
o
r
t
u
g
u
e
s
e
 
before 

the 

closure 
of 

Japan, 
b
y
 Hiroshi 

N
a
k
a
m
u
r
a
 



〇
「
漢
籍
分
類
目
録
集
部
東
洋
文
庫
之
部
」

0
「東
洋
文
庫
洋
書
目
録
定
期
刊
行
物
」

0
「
近
代
中
国
研
究
第
七
輯」

0
「
解
放
日
報
記
事
目
録

I
」

0
「清
末
の
秘
密
結
社
資
料
編
」

0
「
中
国
社
会
経
済
史
語
彙
」

B
5
判

近
代
中
国
研
究
セ
ン
タ
ー
編

四
二
五
頁

近
代
中
国
研
究
セ
ン
タ
ー
編

佐
々
木
正
哉
編

星
斌
夫
編

B
5
判

三

0
0頁

B

5
判 一

九
六
六
年
―
二
月

A
5
判

一
九
六
七
年
三
月

R
e
s
u
m
e
e
.
 

P
a
r
t
 I
 

T
a
b
l
e
 of 
c
o
n
t
e
n
t
s
 

P
a
r
t
 II 

C
a
r
t
o
g
r
a
p
h
i
c
a
l
 
m
a
t
e
r
i
a
l
s
 
f
r
e
q
u
e
n
t
l
y
 
cited 
i
n
 

P
a
r
t
 I
 

類
II
（
寺
院
文
書
）
」
東
洋
文
庫
敦
焼
文
献
研
究
委
員
会
編

二
0
七
頁

し
、
こ
れ
に
従
来
研
究
文
献
に
引
用
紹
介
せ
ら
れ
た
る
敦
燒

．
吐
魯
番
地
域
を
中
心
と
す
る
中
央
ア
ジ
ア
各
地
出
土
の
漢
文
古
文
書

（
木
簡
、
碑
刻
を
除
く
紙
文
書
の
み
）
を
加
え
、
内
容
別
に
分
類
し
て
検
索
に
便
な
ら
し
め
た
も
の
で
あ
る
。
本
分
冊
に
は
、
先
に
刊

行
せ
る
「
古
文
書
類
I
（
公
文
書）
」
に
続
い
て
、
寺
院
関
係
古
文
書
を
収
録
し
た
。
執
筆
は
、
中
央
大
学
大
学
院
学
生
土
肥
義
和
氏

東
洋
学
文
献
セ
ン
タ
ー
連
絡
協
議
会
編

国
立
国
会
図
書
館
支
部
東
洋
文
庫
刊

四
二
三
頁

ニ
四
三
頁

一
九
六
七
年
一
月

一
九
六
六
年
―
二
月

B

5
判

一
三
五
頁

B

5
判

一
九
六
七
年
三
月

．
 

一
五

一
頁
索
引
四
二
頁

一
九
六
七
年
三
月

が
担
当
し
た
。

本
目
録
は
、
東
洋
文
庫
所
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
基
き
、

B
r
i
t
i
s
h

M
u
s
e
u
m

蔵

S
t
e
i
n

卿
収
集
敦
燒
漢
文
文
献
を
主
体
と

B

5
判

索
引
七
頁

P
a
r
t
日

0
「
ス
タ
イ
ン
敦
燒
文
献
ー
及
び
研
究
文
献
に
引
用
紹
介
せ
ら
れ
た
る

西
域
出
土
漢
文
文
献
ー
分
類
目
録
初
稿

非
仏
教
文
献
之
部

油
印
、
昭
和
四
二
年
三
月
三
一
日

古
文
書

6
9
 
c
o
l
l
o
t
y
p
e
 
a
n
d
 
1
 

p
o
l
y
c
h
r
o
m
i
c
 
r
e
p
r
o
d
u
c
t
i
o
n
s
 

of 
o
l
d
 
m
a
p
s
,
 mo

s
t
 v
a
l
u
a
b
l
e
 
a
n
d
 m
o
s
t
 i
m
p
o
r
t
a
n
t
 

s
o
u
r
c
e
s
 f
o
r
 
t
h
e
 r
e
d
a
c
t
i
o
n
 
of 
this 
b
o
o
k
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六
月
一
日

「
中
国
芸
術
の
六
朝
か
ら
唐
代
へ
の
展
開
序
説
」

春

期

2

講

演

会

0
宇
野
円
空
著
「
マ
ラ
イ
シ
ア
に
於
け
る
稲
米
儀
礼
」

0
宮
良
当
壮
編
「
八
重
山
語
彙
」

B

5
判

六
五
三
頁

複
刊
図
書

0
「
近
代
中
国
研
究
セ
ン
タ
ー
彙
報
」

7

0
「
近
代
中
国
研
究
セ
ン
タ
ー
彙
報
」

8

0
「
東
洋
文
庫
年
報
（
昭
和
四

0
年
度
）
」

0
石
田
茂
作
著
「
写
経
よ
り
見
た
る
奈
良
朝
仏
教
の
研
究
」

〇
常
盤
大
定
著
「
支
那
に
於
け
る
仏
教
と
儒
教

・
道
教
」

第
一
九
七
回

第
一
九
八
回

第
一
九
九
回

五
月
十
八
日

五
月
二
十
五
日

（
昭
和
四
十
一
年
度
東
洋
学
講
座
）

「
楷
書
の
成
立
ー
楼
蘭

・
吐
魯
番
文
書
に
よ
る
四
し
六
世
紀
の
解
明
ー
」

會

A

5
判

B

5
判

B

5
判

B

5
判
七
四
八
頁

B

5
判
八
一
八
頁

三
二
頁

三
二
頁

B

5
判

―
―
四
頁

昭
和
四
一
年
―
二
月

五
二
四
頁

昭
和
四
一
年
八
月

一
九
六
六
年
九
月

一
九
六
六
年
六
月

昭
和
四
一
年
七
月

昭
和
四
一
年
八
月

昭
和
四
一
年
―
一
月

日
本
学
士
院
会
員

慶
応
義
塾
大
学
講
師

西

川

寧

原

田

淑

人
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「
史
記
抄
に
つ
い
て
」

第
二

0
六
回
十
一
月
十
六
日

「
+
-

．
十
二
世
紀
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ル
部
族
社
会
の
構
造
」

十
月
二
十
六
日

第
二

0
0
回

第
二

0
一
回

第
二

0
二
回

十
月
十
二
日

「
高
昌
国
と
そ

の
周
辺
」

第
二

0
三
回

十
月
十
九
日

「
律
令
学
に
お
け
る
私
の
立
場
」

第
二

0
四
回

第
二

0
五
回

十
一
月
九
日

「
南
朝
梁
の
官
僚
層
」

秋

期 「
六
朝
か
ら
唐
代
ヘ
ー
中
国
文
学
史
の
移
り
変
り
ー
」

六
月
十
五
日

「顔
氏
家
訓
に
つ
い
て
」

六
月
八
日

「
敦
燒
絵
画
に
お
け
る
説
話
表
現
の
展
開
」

九

州

大

学

助

教

授

越

智

重

明

大
阪
大
学
教
授

名
古
屋
大
学
教
授

中
央
大
学
教
授

東
京
都
立
大
学
助
教
授

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
所
長

禾
机 ＜

鹿

村

上

正

東

北

大

学

名

誉

教

授

曽

我

部

静

雄

嶋

崎

昌

入

矢

義

高

守

屋

美

都

雄

東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
第

一
研

究

室

長

秋

山

光

和
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る
。
漢
代
に
入
る
と
、

講

演

要

旨

そ
も
そ
も
中
国
芸
術
の
進
展
の
跡
を
顧
る
と
、
新
石
器
時
代
の
仰
詔
文
化
期
の
彩
陶
や
、
竜
山
文
化
期
の
黒
陶
に
於
い
て
そ
の
片
鱗
を

あ
ら
わ
し
、
殷
周
時
代
に
及
ん
で
そ
の
芸
術
を
代
表
す
る
青
銅
祭
器
に
於
い
て
殻
異
的
発
達
を
見
せ
て
い
る
。
併
し
こ
の
種
の
青
銅
器

は
、
外
面
的
に
は
古
代
世
界
の
芸
術
中
卓
越
せ
る
地
位
を
占
め
て
＞
る
も
の
の
、
内
面
的
に
は
そ
の
図
紋
や
形
態
に
今
日
な
お
太
平
洋
岸

未
開
民
族
の
間
に
低
迷
せ
る
原
始
文
化
の
範
疇
を
脱
し
て
い
な
い
。
然
る
に
戦
国
時
代
に
な
る
と
、
強
烈
な
周
王
朝
の
封
建
的
拘
束
が
弛

緩
し
、
諸
侯
王

の
日
常
生
活
が
向
上
す
る
ま
ま
に
、
工
芸
品
の
如
き
従
来
の
宗
教
的
臭
味
を
払
拭
し
て
開
放
的
実
用
的
傾
向
を
生
じ
た
こ

と
は
、
周
官
考
工
記
に
見
え
る
各
エ
人
の
技
法
や
、
当
時
の
貴
族
の
墳
墓
力
ら
出
土
す
る
華
麗
な
遺
品
の
雄
弁
に
物
語
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
こ
の
頃
す
で
に
東
西
文
化
の
交
流
の
萌
芽
が
見
え
、
西
域
の
流
沙
を
渡
り
、
南
海
の
怒
溺
を
冒
し
て
西
方
の
文
物
が
次
第
に
中
国
へ

入
っ
て
来
た
。
か
の
夜
光
の
璧
と
称
せ
ら
れ
た
ガ
ラ
ス
製
璧
が
、

玉
璧
を
凌
い
で
戦
国
諸
侯
の
愛
好
の
的
と
な
っ
た
の
は
そ
の
一
例
で
あ

一
世
を
風
靡
し
た
儒
教
及
び
神
仙
思
想
を
背
景
と
し
、
芸
術
は
教
訓
的
民
俗
的
と
な
り
、
絵
画
に
は
歴
史
的
人
物

や
神
仙
竜
鳳
な
ど
を
題
材
と
す
る
も
の
が
多
く
な
り
、

ヽ

そ
し
て
そ
の
描
写
手
法
は
大
に
古
拙
的
妙
趣
を
示
し
た
。
次
い
で
六
朝
に
至
る

と
、
仏
教
の
隆
盛
に
伴
い
、
西
方
芸
術
の
浸
潤
を
来
た
し
、
仏
像
の
如
き
山
西
の
雲
刷
や
河
南
の
竜
門
諸
石
窟
に
見
る
が
如
き
世
界
的
大

「
中
国
芸
術
の
六
朝
よ
り
唐
へ
の
展
開
序
説
」

原

田

淑

人
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拡
が
り
、

が．

芸
術
を
出
現
し
、
中
国
の
芸
術
は
漸
く
完
成
の
域
に
達
し
、
遂
に
唐
代
の
黄
金
時
代
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。

次
に
中
国
の
芸
術
品
殊
に
絵
画
の
如
き
は
宋
元
以
降
は
別
と
し
て
少
数
の
伝
世
品
、
若
干
の
画
象
石
な
ど
を
見
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

尤
も
古
墳
墓
か
ら
発
掘
さ
れ
た
遺
物
は
恐
ら
く
万
を
以
つ
て
数
う
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
多
く
は
骨
蓋
商
の
手
を
経
て
徒
ら
に
愛
玩
の
具
に

供
さ
れ
、
も
ち
ろ
ん
型
式
手
法
の
い
か
ん
に
よ
っ
て
そ
の
年
代
な
ど
あ
る
程
度
の
推
定
は
可
能
で
あ
る
に
し

て
も
、
偶
然
の
発
掘
や
盗
掘

の
結
果
出
土
し
た
も
の
で
あ
る
限
り
、
学
術
的
価
値
の
減
殺
さ
れ
る
こ
と
甚
し
い
の
で
あ
る
。
然
る
に
近
年
中
国
考
古
学
の
進
展
に
随

い
、
学
術
的
発
掘
が
中
国
全
土
に
行
わ
れ
、
学
者
の
手
に
よ
っ
て
出
土
し
た
遺
物
は
年
々
増
大
し
、
漢
画
象
石
の
如
き
、
従
来
山
東
省
肥

城
・

嘉
祥
両
県
そ
の
他
に
於
け
る
少
数
の
も
の
に
限
ら
れ
て
い
た
が
、
現
在
で
は
映
西

・

河
南
・
安
徽
・
江
蘇
・
湖
南
•
四
川
等
各
省
に

そ
の
発
見
数
は
恐
ら
く
千
を
も
越
え
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
絵
画
と
し
て
は
、
こ
の
種
石
面
に
彫
刻
さ
れ
た
も
の
に
止
ま
ら

ず
、
河
北
省
望
都
県
浮
陽
公
墓
の
壁
画
の
如
く
肉
筆
彩
画
も
増
加
し
、
精
確
に
漢
代
絵
画
の
手
法
を
認
識
し
得
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た

従
来
製
作
年
代
の
兎
角
精
密
さ
を
欠
い
て
い
た
陶
涌
の
類
も
、
こ
れ
に
伴
う
墓
誌
銘
に
よ
っ

て
そ
の
年
代
を
、
的
確
に
知
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
あ
る
。
こ
の
講
演
に
於
い
て
私
の
課
せ
ら
れ
た
題
目
は
中
国
の
芸
術
の
六
朝
か
ら
唐
代
へ
の
展
開
で
あ
る
が
、
上
叙
の
よ
う
に
近

来
各
時
代
を
通
じ
て
中
国
芸
術
作
品
の
確
実
な
資
料
が
増
加
し
た
機
会
に
、
時
代
を
遡
ら
せ
、
戦
国
頃
か
ら
漢
代
に
亘
る
芸
術
の
新
資
料

に
拠
つ
て
六
朝
に
到
達
す
る
ま
で
の
趨
勢
に
つ

い
て
一
言
す
る
と
、
戦
国
時
代
の
絵
画
・
彫
刻
・
工
芸
品
の
類
は
近
年
湖
南
省
長
沙
市
付

近
や
河
南
省
洛
陽
付
近
の
戦
国
時
代
墳
墓
か
ら
の
出
土
品
に
よ
っ
て
そ
の
特
質
が
把
握
さ
れ
、
そ
の
結
果
戦
国
の
文
物
が
漢
代
の
そ
れ
の

前
駆
を
な
し
、
漢
代
の
文
物
は
こ
れ
を
承
け
て
更
ら
に
六
朝
か
ら
唐
代
へ
と
展
開
し
た
こ
と
を
確
認
し
得
る
の
で
あ
る
。
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挿 図

が
感
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
竹
林
七
賢
に
関
係
の
あ
る
図
は
東
晋
顧
憬

高
士
栄
啓
期
を
加
え
て
両
壁
面
と
も
四
人
づ
つ
に
整
備
し
て
い
る
の

さ
て
私
は
幻
燈
に
よ
っ
て
1

本
講
演
の
要
旨
に
は
紙
~
に
限
り
が

あ
る
の
で
、
幻
燈
（
挿
図
）
は
少
数
に
止
め
た
こ
と
を
諒
承
さ
れ
た
い
。

|
—
中
国
芸
術
の
縮
図
と
も
い
う
べ
き
陶
個
を
主
と
し
こ
れ
に
関
連
す

る
資
料
の
若
干
を
選
ん
で
説
明
し
よ
う
。

察
し
て
い
た
が
、
こ
こ
に
南
京
西
善
橋
東
晋
墓
内
の
竹
林
七
賢
碍
刻
画

に
列
置
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
配
列
が
一
面
に
は
四
人
、
他
の

一
面
に
は
三
人
と
な
る
の
で
、
後
者
に
は
七
賢
の
外
に
、
春
秋
時
代
の

は
、
六
朝
の
絵
画
が
一
種
鑑
賞
的
美
術
的
の
進
歩
を
見
せ
て
い
る
こ
と

之
箪
に
成
る
も
の
の
あ
っ
た
こ
と
が
歴
代
名
画
記
に
見
え
て
い
る
か

の
時
代
を
明
示
し
て
い
る
。
竹
林
七
賢
の
碑
刻
画
は
墓
室
東
西
両
壁
面

は
、
こ
れ
を
構
成
す
る
碍
面
に
年
号
銘
を
刻
す
る
も
の
が
あ
っ
て
、
そ

の
新
資
料
を
得
た
の
で
あ
る
。
凡
そ
こ
の
種
南
京
付
近
発
掘
の
碑
墓
に

伝
顧
憬
之
筆
女
史
歳
図
巻
に
よ
っ
て
い
わ
ゆ
る
気
韻
生
動
的
筆
致
を
推

近
時
江
蘇
省
南
京
付
近
の
南
朝
碑
墓
の
発
掘
が
屡
々
行
わ
れ
、
従
来
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ら
ず
、
す
な
わ
ち
ま
ず
木
及
び
龍
の
上
に
於
い
て
こ
れ
を
装
い
、
名
づ
け
て
仮
髯
と
い
い
、
或
は
仮
頭
と
い
う
。

と
あ
る
風
俗
に

一
致
し
、
当
時
大
に
流
行
し
た
こ
と
が
推
知
さ
れ
る
。

北
朝
の
芸
術
と
し
て
は
絵
画
に
は
直
接
適
切
な
資
料
は
無
い
が
、
南
満
州
輯
安
県
や
朝
鮮
平
壌
府
外
所
在
の
高
句
麗
古
墳
の
壁
画
が
そ

の
実
例
と
な
り
、
彫
刻
に
は
前
に
触
れ
た
よ
う
に
雲
岡
や
竜
門
の
石
仏
が
存
在
す
る
。
ま
た
陶
偏
と
し
て
は
カ
ナ
ダ

・
ト
ロ
ン
ト
市
の
オ

つ
ら
）
を
用
ゆ
る
こ
と
す
で
に
多
く
、
恒
に
戴
く
可
か

髯
（
ま
げ
）
を
傾
け
、
以
っ
て
盛
飾
と
な
す
。

髪

（か

太
元
中
、
公
主
（
皇
女
）
婦
女
必
ず
竪
を
緩
や
か
に
し

捐
れ
る
も
の
で
、
晋
書
五
行
志
に

図

こ
の
種
の
立
女
涌
は
南
京
付
近
の
砕
墓
か
ら
屡
々
発
見
さ

ね
た
磐
（
ま
げ
）
を
戴
＞
て
い
る
も
の
が
あ
る
（
挿
図
二）
。

土
し
た
立
女
涌
に
、
懇
を
膨
ら
ま
せ
、
頭
上
に
両
輪
に
束

山
門
外
百
荷
園
東
晋
墓
、
太
元
九
年
在
銘
の
碑
墓
か
ら
出

作
手
法
も
古
拙
で
漢
涌
に
酷
似
し
て
い
る
。
ま
た
南
京
中

思
潮
を
現
実
的
に
指
示
し
て

い
る

（
挿
図
一
）
。

ら
、
東
晋
頃
か
ら
流
行
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
図
に
描
か
れ
た
七
賢
は
放
逸
耽
酒
の
情
景
を
あ
ら
わ
し
、
い
か
に
も
こ
の
時
代
の

次
に
南
京
付
近
の
東
晋
並
び
に
南
朝
墓
か
ら
出
土
す
る
陶
涌
は
男
子
も
長
裳
を
曳
き
、
漢
族
の
風
俗
を
継
承
す
る
観
が
あ
り
、
そ
の
製
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＞
る
か
の
観
が
あ
る
。

れ
、
女
子
に
あ
っ
て
は
男
子
同
様
窄
袖
の
衣
を
被
り
、
狭
小
な
袴
を
穿
が
つ
も
の
が
目
立

ち
、
南
朝
人
の
な
お
漢
民
族
の
旧
俗
を
墨
守
す
る
傾
の
あ
る
の
と
は
お
の
ず
か
ら
趣
を
異

こ
し
、

,
9
 

ま
た
そ
の
製
作
技
術
の
面
に
於
い
て
も
、
南
朝
の
そ
れ
が
漢
個
の
素
撲
な
型
式
を

迎
存
し
て
い
る
の
に
比
べ
て
、
す
こ
ぶ
る
造
形
的
技
術
の
進
歩
の
痕
を
示
し
て
い
る
。

そ

し
て
そ
の
形
体
に
つ
い
て
概
言
す
れ
ば
、
北
朝
の
人
物
像
は
面
長
で
、
痩
饂
の
姿
を
表
わ

し
、
い
わ
ゆ
る
ア
ー
ケ
イ
ク

・
ス
マ
イ
ル
を
漂
わ
し

て
い
て
、

の
仏
像
に
吻
合
す
る
も
の
が
あ
り
、

そ
の
間
お
の
ず
か
ら
当
時

そ
の
描
写
は
す
で
に
写
実
的
生
動
的
境
地
に
達
し
て

ら
変
化
し
た

い
わ
ゆ
る
袴
摺
を
着
し
、
膝
の
辺
り
で
袴
を
縛
す
る
も
の
が
多
で
、
認
め
ら

ン
タ
リ
オ
博
物
館
に
珍
蔵
さ
れ
る
後
魏
の
孝
昌
九
年
（
五
三
三
年
）
中
山
王
熙
の
墓
誌
と

伴
出
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
一
群
の
陶
個
が
有
名
で
あ
る
。
近
年
河
北
省
景
県
か
ら
封
氏
一

族
の
碑
墓
が
発
見
さ
れ
、
墓
誌
銘
に
よ
っ
て
年
代
的
確
な
、
北
魏
か
ら
隋
代
に
か
け
て
の

資
料
を
得
た
。
ま
た
山
西
省
大
原
県
隋
の
張
粛
俗
墓
出
土
の
陶
倫
も
北
朝
式
陶
悟
の
好
資

料
で
あ
る
。
な
お
河
南
省
郷
県
発
見
の
碍
墓
に
は
、
こ
れ
を
構
築
す
る
碑
面
に
も
北
朝
式

陶
涌
と
そ
の
規
を
一
に
す
る
風
俗
を
あ
ら
わ
す
人
物
像
の
浮
彫
が
あ
っ
て
（
挿
図
一
―
-
）
、

当
代
の
陶
涌
と
併
観
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
の
種
の
陶
涌
は
男
子
に
あ
っ
て
は
胡
服
ヵ
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唐
代
の
芸
術
は
わ
が
国
奈
良
朝
の
寺
院
に
伝
世
遺
存
す
る
も
の
が
多
く
、
仏
像
彫
刻
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
絵
画
・
建
築
す
ら
そ
の
実

物
を
留
め
、

工
芸
品
に
至
っ
て
は
、

わ
が
東
大
寺
正
倉
院
を
始
め
、
各
所
に
遺
存
し
、
し
か
も
そ
の
保
存
の
完
好
で
あ
る
こ
と
は
改
め
て

言
う
要
は
あ
る
ま
い
。
ま
た
新
濫
省
（
中
央
ア
ジ
ア
）
の
沙
中
に
千
古
の
眠
を
続
け
て
い
た
諸
芸
術
品
が
欧
州
学
者
並
に
わ
が
西
本
願
寺

調
査
隊
の
手
に
よ
っ
て
再
び
天
日
の
下
に
出
現
し
た
こ
と
も
、
前
代
に
比
し
て
唐
代
芸
術
の
研
究
資
料
は
決
し
て
乏
し
い
と
は
い
わ
れ
な

い
。
併
し
中
国
国
土
に
あ
っ
て
は
、
従
来
骨
蓋
愛
玩
の
具
と
し
て
売
買
の
対
象
と
な
っ
た
も
の
が
多
数
を
占
め
、
時
に
は
巧
妙
な
贋
物
す

ら
横
行
し
、
学
術
研
究
に
支
障
を
来
た
す
嫌
が
あ
っ
た
が
、
近
年
中
国
考
古
学
者
の
奮
起
に
よ
り
、
唐
代
遺
跡
の
学
術
的
発
掘
が
漸
く
盛

ん
と
な
り
、
肉
筆
に
よ
る
壁
画
や
、
墓
誌
銘
を
伴
う
唐
墓
出
土
の
陶
個
は
そ
の
数
量
頓
に
増
加
し
て
、

唐
一

代
を
通
じ
、
少
く
と
も
初
期

・
盛
期
・
晩
期
の
時
代
順
を
逐
つ
て
細
密
な
検
討
を
可
能
な
ら
し
め
る
の
で
あ
る
。
以
下
そ
の
若
干
の
例
を
選
ん
で
観
察
し
て
み
よ
う
。

近
時
新
た
に
発
見
さ
れ
た
壁
画
の
二
三
の
例
を
見
る
と
、
映
西
省
乾
県
で
発
掘
さ
れ
た
唐
中
宗
神
竜
元
年
（
七

0
五
年
）
に
造
営
さ
れ

た
永
泰
公
主
墳
墓
は
そ
の
尤
た
る
も
の
で
あ
っ
て
、

悼
み
、

そ
の
随
所
の
壁
面
に
男
女
人
物
の
彩
画
が
描
が
か
れ
、

ま
た
石
櫛
に
は
同
じ
く
男
女

の
画
像
が
細
刻
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
種
の
画
像
は
写
実
の
妙
を
つ
く
し
、
当
代
画
匠
の
手
腕
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
唐
代
に
は
石

櫛
に
被
葬
者
関
係
の
人
物
像
を
彫
刻
す
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
遺
例
の
発
見
さ
れ
て
い

る
も
の
が
少
く
な
い
。

唐
の
玄
宗
が
梅
妃
の
死
を

石
工
に
命
じ
て
そ
の
肖
像
を
石
に
刻
し
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
も
こ
の
類
の
絵
画
で
あ
ろ
う
。
陳
西
省
長
安
県
南
里
王
村

発
見
の
中
宗
の
景
竜
二
年
（
七

0
八
年
）
の
墓
誌
を
伴
う
尊
洞
墓
に
も
豊
満
の
容
姿
を
そ
な
え
た
男
女
人
物
を
描
い
て
お
り
（
挿
図
四
）
、

な
お
同
省
咸
陽
県
張
底
湾
発
見
の
容
宗
景
雲
二
年

（
七
―
一
年
）
辞
氏
墓
に
も
男
女
人
物
を
彩
画
し
て
い
る
。
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抑 図 四

挿 図 五

陶
個
の
数
例
を
挙
げ
る
と
、
映
西
省
咸
陽
県
張
底
湾
発
見
の
唐
太
宗
貞
観
十
六

年
（
六
四
二
年
）
独
孤
開
廷
墓
出
土
の
も
の
や
映
西
省
西
安
市
郊
外
韓
林
塞
出
土

の
高
宗
乾
封
二
年

（六
六
七
年
）
段
伯
陽
妻
高
氏
墓
出
土
の
初
唐
に
属
す
る
も
の

か
ら
、
映
西
省
西
安
市
郊
外
南
何
村
発
見
の
唐
玄
宗
開
元
十
一
年
（
七
二
三
年
）

鮮
干
庭
誨
墓
出
土
の
も
の

に
至
る
陶
伺
の
如
き
そ
の
間
に
製
作
法
の
漸
進
的
変
化

を
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
初
唐
の
陶
面
は
な
お
南
北
朝
の
余
風
を
残
し
、
痩
艦
の
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．
 男

女
像
が
多
い
が
、
開
元
天
宝
の
盛
時
に
及
ぶ
と
、
人
物
の
表
現
は
益
々
豊
満
と
な
り
、
鮮
干
庭
誨
墓
出
土
の
女
子
個
の
如
き
、

倉
院
の
樹
下
美
人
屏
風
絵
を
思
わ
し
め
る
。

西
安
市
郊
外
の
唐
墓
か
ら
発
見
さ
れ
た
陶
涌
に
は
こ
の
種
の
豊
艶
な
女
子
像
が
多
く
、

仏
像
の
体
饂
と
規
を
一
に
し
、
時
代
的
芸
術
の
趨
勢
に
由
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
他
の
一
面
に
は
楊
貴
妃
姉
妹
を
代
表

と
す
る
豊
碩
濃
艶
の
美
人
を
理
想
と
す
る
当
時
の
嗜
好
に
投
じ
た
も
の
で
も
あ
ろ
う
か
。
鮮
干
庭
誨
墓
出
土
の
陶
桶
中
に
は
五
彩
釉
を
施

し
た
賂
駄
背
上
胡
人
奏
楽
像

（
挿
図
五
）

が
あ
り
、
胡
人
涌
中
白
眉
の
作
品
た
る
を
失
わ
な
い
。

以
上
私
は
中
国
芸
術
の
変
遷
に
つ
い
て
概
観
し
、
殊
に
六
朝
か
ら
唐
へ
の
展
開
に
つ
い
て
、
陶
個
を
主
と
し

て
考
察
を
試
み
た
の
で
あ

る
が
、
こ
の
発
展
の
情
況
は
恐
ら
く
他
の
芸
術
の
面
に
於
い
て
も
こ
れ
に
類
す
る
傾
向
を
示
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
ヵ
°

a
・
書
体
と
し
て

の
第
三
典
型

漢
字
の
書
体
の
基
本
的
な
も
の
に
裟

．
隷

．
楷
・
行
・
草
の
五
つ
が
あ
る
。
中
で
鋲

．
隷

．
楷
の
三
体
が
標
準
と
な
り
、
行
・

草
は
補

助
体
と
な
る
。
簗
書
は
書
体
の
第
一
典
型
と
し
て
前
三
世
紀
に
き
ま
り
、
隷
書
は
そ
の
後
二
百
年
を
経
て
前
一
世
紀
に
成
立
し
、
楷
書
は

ー
・
楷
書
成
立
の
意
義

に
は
八
世
紀
頃

ー
敦
燒

・

楼
闇
・

吐
魯
番
出
土
文
書
に
よ
る
四
し
六
世
紀
の
解
明
ー
—

「楷

書

の

成
立
」

西

川

寧

一
面

わ
が
正
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さ
ら
に
四
百
年
お
く
れ
て
四
し
五
世
紀
に
第
三
の
典
型
と
し
て
生
ま
れ
る
。
楷
書
の
地
位
は
そ
の
後
今
日
ま
で
変
ら
な
い
。
今
日
の
新
聞

雑
誌
に
常
用
さ
れ
る
活
字
も
ま
た
楷
書
体
で
あ
る
。
漢
字
は
楷
書
以
上
に
発
展
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

楷
書
に
先
だ
つ
隷
書
で
は
、
横
画
は
簗
書
同
様
水
平
に
位
置
し
な
が
ら
、
筆
勢
に
は

II
波
勢
II

が
あ
ら
わ
れ
、
従
っ
て
力
動
感
が
加
っ

b
．
楷
書
体
の
成
立
と
そ
の
意
義

一
部
は
左
向

一
筆
の
構
造
に
ユ
ニ
過
折
II

が
あ
ら
わ
れ
、
自
然
、
横
画
の
右
肩
が
引
き
あ
げ
ら
れ
る
に
従

一
字
は
左
向
き
前
の
め
り
の
構
成
を
と
り
、
全
体
的
に
力
の
均
衡
を
基
盤
と
す
る
有
機
的
構
造
を
も
つ
。

楷
書
は
、
漢
字
表
現
の
第
三
の
典
型
と
し
て
、
成
立
以
来
今
日
ま
で
千
五
百
年
を
経
た
。
楷
書
の
根
に
は
知
性
の
支
え
が
あ
る
。
こ
こ

に
字
画
の
明
確
性
と
合
理
性
が
う
ま
れ
、

の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。

Il
．
楷
書
体
の
発
生
と
展
開

そ
の
た
め
に
書
写
上
の
機
能
性
が
あ
る
。
実
用
文
字
の
標
準
体
と
し
て
の
長
い
生
命
を
も
っ
た

芸
術
書
道
の
面
か
ら
い
う
と
、
ま
ず
五
世
紀
に
お
こ
っ
た
古
典
主
義
的
審
美
観
の
自
覚
は
楷
書
体
を
標
準
と
し
た
。
北
派
書
道
と
し
て

後
世
に
う
た
わ
れ
た
魏
斉
代
の
め
ざ
ま
し
い
発
展
は
楷
書
を
主
な
舞
台
と
す
る
。
隋
唐
間
の
書
の
。
ヒ
ー
ク
も
楷
書
を
舞
台
と
す
る
。
こ

の

敦
燒
・
楼
蘭
・
吐
魯
番
出
土
の
文
書
は
楷
書
体
の
発
生
、
完
成
、
そ
の
後
の
発
展
を
最
も
よ
く
示
す
。
楷
書
の
荊
芽
は
三
世
紀
に
さ
か

面
で
も
楷
書
の
意
義
は
大
き
い
。

っ
て
一
字
の
右
肩
が
上
り
、

き
と
な
る
。
楷
書
は
こ
れ
と
全
く
ち
が
い
、

て
簗
書
の
左
右
相
称
が
破
ら
れ
、
装
飾
性
と
動
性
が
加
わ
り
、

一
字
の
構
成
で
は
一
部
は
簗
書
の
よ
う
に
正
面
向
き
だ
が
、
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の
ぼ
り
、
完
成
は
四
し
五
世
紀
と
な
る
。
以
下
楷
書
体
の
崩
芽
か
ら
跡
づ
け
る
。

隷
書
は
典
礼
的
に
用
い
ら
れ
、
通
用
体
は
行
押
書
で
あ
る
。

[
C
h
a
v
a
n
n
e
s
:

D
o
c
u
m
e
n
t
s
 Chinois
,
 Pl

・
X
X
I
I
]
な
ど
。
行
押
書

は
後
の
行
書
の
原
形
だ
が
、
筆
の
リ
ズ
ム
は
ま
だ
全
く
隷
書
的
波
勢
に
支
配
さ
れ
、

に
ま
か
せ
る
た
め
、
粗
放
で
ど
ん
よ
り
と
し
た
感
情
が
印
象
づ
け
ら
れ
る
。

且
つ
一
点
一
画
の
自
律
性
が
弱
く
て
、
情
趣
の
流
れ

中
で
〔
C
o
n
r
a
d
y
:
 Ch
i
n
e
s
i
s
c
h
e
n
 
H
a
n
d
s
c
h
r
i
f
t
e
n
,
 Ta

f
e
l
 V•No

. 
5

`

1

〕
な
ど
に
、
横
画
の
筆
の
起
止
に
楷
書
的
な
も
の
が
見

え
、
〔
ibid
.
T
.
 
XVIII•No

. 
1
4,
 1,....,2

〕
は
速
写
性
が
少
く
、
隷
書
的
要
素
の
多
い
中
に
、

過
折
的
骨
法
や
縦
画
の
は
ね
（
耀
勢
）
が
見
え
る
。
楷
書
技
法
の
部
分
的
発
生
で
あ
る
。
石
刻
で
は
呉
・
谷
朗
碑
（
二
七

0
)
が
隷
書
の

一
字
を
四
角
に
ま
と
め
よ
う
と
す
る
所
に
楷
書
へ
の
指
向
が
見
え
る
。

同
じ
く
行
押
書
が
通
行
体
で
あ
り
、
草
書
が
の
び
る
が
、
性
格
は
変
っ
て
く
る
。

一
字
の
構
成
に
緊
登
性
が
見
え
る
。
知
性
が
は
た
ら
き
出
し
、
印
象
は
明
快
と
な
る
。

〔C
o
n
.
ibid
.
 T.
 

XXIII•No

. 
2
0
,
 1;
 
C
h
.
 

N
o
.
 
9
1
0
,
 9

1
2
;
 M
a
s
p
e
r
o
 :
 Do
c
u
m
e
n
t
s
 Chinois
.
 No
.
 

2
4
9
〕
な
ど
。

中
で
諸
仏
要
集
経
（
二
九
六
、
西
域
考
古
図
譜
・
下
•
仏
典

m
2
)は
隷
書
系
統
に
属
す
る
が
、
趨
勢
が
見
え
、
右
肩
を
ま
げ

る
所

に
、
楷
書
に
見
る
三
折
の
骨
法
（
後
の
転
折
）
に
近
い
も
の
が
あ
ら
わ
れ
、
〔
C
o
n
.
T
.
 
VIII•No

. 
8
,
 1

-
-
3
〕
で
横
画
の
起
止
、
転
折
、

お
よ
び
右
下
へ
払
い
出
す
筆
盆
波
発
）
が
見
え
る
。
隷
書
的
波
勢
の
吸
収
に
と
も
な
う
、
こ
う
し
た
部
分
の
自
律
的
形
成
が
注

目
さ
れ

し
だ
い
に
吸
収
さ
れ
、
直
線
的
な
傾
向
が
増
し

b
・
元
康
ー
永
嘉
期
（
二
九
六
し
三
―
二
）

一
体
で
あ
る
が
、

a
．
泰
始
期
（
遺
物
的
に
二
六
三
ー
ニ
七

0
)

一
点
一
画
の
自
律
性
が
出
て
来
て
、
隷
書
的
波
勢
は

一
字
を
四
角
に
ま
と
め
よ
う
と
し
、
ま
た
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①
 

ス
タ
イ
ン
発
掘
の
建
興
十
八
年
木
簡
（
三
三
0
年
、
C
h
•
N
o.

8
8
6
)
や
大
谷
隊
橘
瑞
超
氏
発
見
の
李
柏
書
稿
（
三
四
六
年
、

下
・
史
料
P
L
1
)
で
は
、

巻
の
筆
勢
が
の
び
る
。
泰
始
の
情
懐
と
永
嘉
の
知
性
が
融
合
し
た
所
に
あ
ら
わ
れ
た
豊
朕
と
蕪
洒
で
あ
る
。

②
 

こ
う
し
た
中
で
、
焉
者
書
派
〔
C
h
.
N
o
.
 93

0
~
9
3
8
 
etc
〕
は
漢
人
派
で
は
な
い
と
し
て
も
、

角
に
ま
と
め
よ
う
と
す
る
所
は
、
三
三

0
年
代
の
段
階
を
示
す
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
漢
人
派
で
は
張
超
済
と
い
う
人
の
書
翰
の
一

類〔
C
o
n
.
T
.
 

X
X
X
I
V
 N
o
.
 31
,
 1---6; 

i
b
i
d
.
 T
.
 

X
X
X
V
I
I
I
 N
o
.
 35; 

C
h
.
 N

o
.
 

9
0
6
 etc
〕
が
あ
る
。
①
行
書
風
の
連
綿
が
な
く
て
点
画

が
独
立
し
、
③
三
過
折
、
③
趨
勢
、
④
波
発
な
ど
が
確
実
さ
を
増
し
、
力
の
均
衡
の
極
限
ま
で
は
ま
だ
程
遠
い
が
、
従
来
見
な
か
っ
た
楷

し
く
す
れ
ば
、

ま
だ
隷
書
的
波
勢
を
脱
却
し
な
い
が
、
行
書
と
し
て
の
技
法
が
進
歩
し
、
前
の
め
り
の
構
成
、
右
ま
わ
り
の
渦

ほ
と
ん
ど
楷
書
に
近
づ
く
形
で
あ
る
。
こ
の
一
類
は
最
も
波
勢
を
脱
却
し
、
最
も
楷
書
に
近
づ
い
た
も
の
で
、
今
あ
る
限

り
楷
書
の
崩
芽
で
あ
る
。
こ
の
一
類
は
李
柏
尺
讀
と
同
じ
三
四
六
年
頃
の
書
写
で
あ
る
こ
と
を
特
に
注
意
し
た
い
。

d
•

永
和
以
後

こ
の
後
、

五
世
紀
半
ま
で
の
漢
人
書
派
の
第
一
資
料
が
欠
け
て
い
る
。
前
秦
・
昏
喩
経
（
三
五
九
・
書
道
博
物
館
）
は
焉
者
の
系
統

で
、
情
趣
的
な
も
の
を
排
斥
し
て
奇
矯
で
あ
る
が
、
点
画
の
独
立
と
直
線
性
、

③
 

比
丘
戒
本
（
四

0
五
年

・
ス
タ
イ
ン

N
o
.
7
9
7.
)
も
同
じ
系
譜
に
属
す
る
。
西
涼
・
建
初
十
二
年
戸
籍
（
四
一
六
・
ス
タ
イ
ン

N
o
.
1
1
3
)

書
へ
の
指
向
を
示
す
。
楼
蘭
で
全
く
同
じ
場
所
か
ら
出
土
し
た

C

・
建
興
ー
永
和
期
（
三
三
〇
し
三
五
六
）

る。

→ 

〔

C
o
n
,
T
.
 IX
,
 

N
o
.
 

9
.〕

西
域
譜
．

一
点
一
画
を
独
立
さ
せ
て
一
字
を
四

も
同
筆
と
思
わ
れ
る
が
、
少
し
骨
法
を
は
げ

一
字
の
四
角
な
構
成
は
楷
書
段
階
を
示
す
。
西
涼
・
十
誦
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III
・
楷
書
成
立
の
背
景

... 

或
る
時
期
に
あ
っ
た
と
考
え
て
さ
し
支
え
な
い
。

は
構
成
が
さ
ら
に
楷
書
に
傾
く
。
漢
人
系
で
は
晋
・
楊
陽
神
道
（
三
九
九
）
は
四
川
の
石
刻
で
、

．
趨
勢
な
ど
に
楷
書
要
素
が
見
え
る
。
晋
の
年
号
を
も
つ
器
宝
子
碑
（
四

0
五
）
は
雲
南
の
器
族
の
紀
念
碑
で
あ
る
と
い
う
特
殊
条
件
に

e
．
宋
・
持
世
経

む
し
ろ
隷
書
で
あ
る
が
、

乙
脚
・
波
発

・
元
嘉
廿
六
年
（
四
四
九
）
、
丹
陽
郡
人
張
休
祖
に
よ

っ
て
書
か
れ
た
持
世
経
第
一
跛
盆
吐
魯
番
出
土
・
書
道
博
物
館
）
が
あ
ら
わ
れ
る
。

こ
れ
は
今
ま
で
に
見
な
か
っ
た
純
然
た
る
、

し
か
も
完
成
し
た
楷
書
で
あ
る。

①
横
画
の
三
過
折
、
⑫
波
発
、
③
耀
勢
、
④
転
折
等
の
完

備
、
固
美
事
な
力
の
均
衡
に
よ
っ
て
、
右
肩
上
り
前
の
め
り
に
き
づ
か
れ
た
構
成
は
間
然
す
る
所
な
き
楷
書
で
あ
る
。

張
超
済
の
原
始
楷
書
は
あ
ま
り
に
幼
稚
だ
が
、
こ
の
経
の
完
成
度
は
ま
た
あ
ま
り
に
高
い
。
し
か
し
漢
人
以
外
の
秦
涼
の
進
歩
を
考
え

れ
ば
、
張
文
書
に
見
る
技
術
が
、
百
年
の
間
に
、
こ
の
経
の
水
準
に
達
し
得
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
楷
書
の
成
立
は
こ
の
百
年
の

こ
の
後
、
斉
・
観
普
賢
経
（
四
八
三
・
書
道
博
物
館
）
、
梁
．
摩
阿
般
若
波
羅
蜜
経
（
五
―
ニ
・
同
上
）
、
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
（
五
三

五
・
同
上
）
な
ど
に
よ

っ
て
斉
・
梁
間
の
楷
書
の
進
歩
を
見
る
こ
と
が
出
来
る。

楷
書
成
立
の
背
景
と
し
て
、
四
し
五
世
紀
の
書
道
思
潮
に
お
け
る
知
性
の
優
位
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
。
王
義
之
父
子
に
関
す
る
史

漢
人
系
の
墨
書
で
は
三
四
六
年
頃
の
張
超
済
文
書
を
最
後
と
し
て

か
か
わ
ら
ず
、
同
じ
段
階
に
あ
る
。

一
世
紀
の
空
白
時
代
が
あ
ら
わ
れ
る
。
こ
の
空
白
を
破
っ
て
、
宋
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実
、
お
よ
び
書
論
の
傾
向
の
二
面
を
あ
げ
よ
う
と
思
う
。

a
．
二
王
の
相
違
と
そ
の
流
行

晋

・
王
義
之
（
三

0
七
し
三
六
五
、
魯
一
同
年
譜
）
と
そ
の
子
献
之
（
三
四
四
し
三
八
八
）
は
四
世
紀
後
半
の
書
道
界
最
高
の
水
準
で

④
 

あ
る
。
毅
之
の
迎
作
中
、
晩
年
期
と
考
え
ら
れ
る
喪
乱
帖
お
よ
び
孔
侍
中
帖
に
よ
れ
ば
、
洗
練
さ
れ
た
、
感
覚
的
な
鋭
い
箪
に
、
吹
き
あ

け
る
情
懐
を
強
く
は
た
ら
ヵ
せ
て
、
文
字
構
成
に
お
け
る
建
築
的
な
均
衡
を
無
視
し
て
い
る
。
献
之
の
書
は
、

堅
い
行
書
で
は
、
明
快
な
筆
の
転
換
に
、

さ
を
強
く
出
す
。

理
知
的
な
構
成
力
を
示
し
、
連
綿
勢
の
多
い
鴨
頭
丸
帖
で
は
、
骨
法
的
な
も
の
を
沈
め
て
流
暢

献
之
の
書
に
つ
い
て
宋

・
明
帝
の
文
章
志
に
「
変
右
年
法
為
今
体
、
字
画
秀
媚
、
妙
絶
時
倫
」
と
い
う
。
父
と
ち
が
う
「
今
体
」
と

は
、
廿
九
日
帖
に
お
け
る
知
性
的
傾
向
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
唐

・
張
懐
瑚
の
書
佑
に

た
と
え
ば
廿
九
日
帖
の
手

「
峻
険
高
深
、
起
自
此
子、
」

意
味
で
、
峻
険
高
深
と
は
さ
わ
や
か
な
筆
の
転
換
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
文
章
志
に
字
画
秀
媚
と
い
う
が
、
宋

・
羊
欣
の
古
来

能
書
人
名
に
は
「
骨
剪
不
及
父
、
而
媚
趣
過
之
」
と
い
う
。
秀
媚
は
技
法
の
洗
錬
に
伴
う
も
の
で
、
鴨
頭
丸
の
聯
綿
性
す
な
わ
ち
こ
れ
で

あ
ろ
う
。

こ
の
献
之
の
父
と
ち
が
う
新
ら
し
い
様
式
は
、
晋
宋
の
間
し
だ
い
に
世
に
む
か
え
ら
れ
て
、
宋
の
羊
欣
以
後
、
旅
之
で
な
く
献
之
を
学

ん
だ
と
い
う
能
書
家
は
十
数
人
に
上
り
、
宋
斉
の
間
は
義
之
は
喜
ば
れ
ず
、
献
之
が
重
ん
ぜ
ら
れ
た
と
い
う
事
実
が
あ
る
。
楷
書
成
立
の

背
景
の
一
面
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

b
．
宋
斉
梁
の
書
論
の
発
生
と
特
質

．
 

• J 

と
い
う
の
も
同
じ
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曾▼

i ≪ 

神
の
展
開
が
、
楷
書
成
立
の
背
景
に
は
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

二
年
撰
）
は
漢
ー
六
朝
の
二
十
五
人
を
あ
げ

（五

今
に
伝
わ
る
書
論
に
は
秦
か
ら
東
晋
に
わ
た
る
著
作
と
い
う
も
の
が
あ
る
が
、
多
く
は
偽
託
で
あ
る
。
多
く
の
書
論
は
宋
に
始
ま
り
、

斉
梁
と
盛
ん
に
な
る
。
書
論
の
発
生
自
体
、
批
判
精
神
の
興
起
を
示
す
。
も
う
少
し
具
体
的
に
説
明
し
よ
う
。

宋

・
羊
欣
（
三
七

0
l
四
四
二
）
の

II

古
来
能
書
人
名
II

は
秦
ー
晋
の
七
十
人
を
あ
げ
、
籍
貫
・
氏
名

・
官
職

・
得
意
の
書
を
あ
げ
、

時
に
そ
の
系
統
や
侠
事
を
記
し
、
う
ち
十
五
人
に
評
語
を
加
え
る
。
宋

・
王
惜
の

II

古
今
文
字
志
II

に
は
、
書
体
三
十
六
種
の
名
と
、
秦

ー
晋
の
一
―
七
人
の
名
を
あ
げ
る
。
唐
時
、
張
彦
遠
の
法
書
要
録
編
纂
時
に
は
本
文
は
逸
し
た
と
い
う
が
、
世
説
新
語
の
棲
逸
篇
注
に
ひ

く
文
字
志
の
李
阪
伝
を
見
る
と
、
や
は
り
評
語
が
つ
＞
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
斉

・
王
僧
虔

（
四
二
六
し
四
八
五
）
の

II

論
書
II

に
は
漢

ー
六
朝
の
三
十
六
人
を
あ
げ
、
人
名

・
事
歴
侠
事

・
品
評
が
列
記
さ
れ
る
。
梁

・
衷
昂
（
四
六
一
ー
五
四
0
)
の
II

古
今
得
評
II

一
々
品
評
を
加
え
て
い
る
。
梁
・

庚
肩
吾
（
四
八
七
ー
五
五

一
）
の

I
I書
品
I
Iは
漢
—
六

朝
の
―
二
三
人
を
、
上
中
下
の
三
等
、
各
等
ま
た
上
中
下
の
三
類
、
す
べ
て
九
等
に
分
類
し
、
下
等
（
上
中
下
）
を
除
く
六
類
六
十
五
人

に
は
各
人
に
短
評
を
加
え
る
。
書
論
の
発
生
自
体
が
新
ら
し
い
事
件
だ
が
、
そ
の
上
こ
う
し
た
評
語
ま
で
加
え
る
と
い
う
、
こ
の
批
評
精

神
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
彼
と
同
時
の
梁

・
武
帝
（
四
六
四
し
五
四
九
）
と
陶
宏
景
（
四
五
ニ
ー
五
三
六
）
と
の
間
に
交
わ
さ
れ

た
書
を
中
心
と
す
る
問
答
が
あ
る
が
、
中
で
武
帝
の
第
二
書
は
、
書
の
表
現
と
技
法
と
の
関
係
を
こ
ま
か
く
説
い

て
、
技
の
極
、
11

生
気
fl

の
表
現
を
完
成
す
る
こ
と
を
理
想
と
す
る
。
こ
れ
は
中
国
の
書
道
思
想
史
上
は
じ
め
て
の
古
典
主
義
の
自
覚
で
あ
る
。
こ
う
し
た
批
評
精

当
時
の
こ
の
傾
向
は
書
道
の
み
で
は
な
か
っ
た
。
絵
画
に
は
、
斉

・
謝
赫
の
古
画
品
録
が
あ
ら
わ
れ
て
、
六
法
を
説
き
、
廿
七
人
を
六

等
に
分
け
て
品
評
し
、
文
字
で
は
、
声
韻
に
斉
・
周
顕
（
l
四
八
五
）

の
四
声
切
韻
、
梁
・
沈
約
（
四
四
一
し
五
ニ
―
-
）
の
四
声
譜
が
あ
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ら
わ
れ
、
詩
評
に
梁
．
鍾
礫
（
四
六
九
し
五
一
八
）
の
詩
品
が
あ
り
、

文
論
に
梁

．
劉
鋸
（
四
六
五
？
し
五
二
0
?
)
の
文
心
彫
竜
が
あ

り
、
詩
文
集
に
梁
．

煎
統
（
五

0
1
~
五
三
一
）
の
文
選
が
あ
る
。
四
ー
六
甘
紀
に
お
け
る
新
ら
し
い
知
性
の
発
展
は
文
化
史
上
の
大
き

な
事
実
で
あ

っ
た
。

ー

注

ー

①
西
川
・
李
柏
書
稲
年
代
考

（
昭
和
三
八
年
三
月
）

②
西
川
・
焉
者
の
書

派

書

品

一
七
二
号
（
昭
和
四
一

年
七
月
）

弟
は
、

東
京
教
育
大
学
教
育
学
部
紀
要
第
八
巻

「
高
昌
国
と
そ
の
周
辺
」

ト
ゥ
ル
フ
ァ

ン
盆
地
に
は
漢
代
よ
り
車
師
前
王
国
で
あ
り
、

消
し
、
前
王
国
の
み
が
車
師
国
と
し
て
存
続
す
る
。
や
が
て
、

涼
、
さ
ら
に
前
涼
を
滅
ぼ
し
て
河
西
を
占
め
た
前
秦
が
、

（
昭
和
四

0
年

田
山
方
南
還
暦
記
念
論
集
（
昭
和
三
八
年

そ
の
北
方
に
は
車
師
後
王
国
が
あ
っ
た
が
、
菩

I

ご
ろ
か
ら
後
王
国
は
姿
を

五
胡
十
六
国
の
騒
乱
期
に
、
河
西
に
お
こ

っ
た
前
涼
・
後
涼
・
西
涼
・
北

い
ず
れ
も
ト
ゥ
ル
フ
ァ

ン
盆
地
に
高
昌
郡
を
経
営
し
た
。

そ
の
郡
治
は
盆
地
の

や
や
東
北
よ
り
に
位
す
る
、
漢
代
の
高
昌
壁
の
後
身
で
あ
る
高
昌
城
に
お
か
れ
、
盆
地
西
北
の
交
河
城
を
都
と
す
る
車
師
国
は
、
高
昌
郡

に
圧
迫
を
こ
う
む
り
な
が
ら
な
お
も
余
喘
を
た
も
っ
て
い
た
。
こ
の
間
、
高
昌
郡
に
は
し
だ
い
に
河
西
方
面
よ
り
漢
人
の
流
入
者
を
加
え

る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
る
と
こ
ろ
、
匈
奴
出
身
の
北
涼
が
北
魏
の
滅
ぼ
す
と
こ
ろ
と
な
り
、
こ
の
国
の
残
党
、
氾
渠
無
緯
・
安
周
の
兄

四
四
二
年
高
昌
城
に
拠
り
、
河
西
政
権
を
つ
ぎ
、
四
五

0
年
祖
渠
安
周
は
車
師
国
を
滅
ぼ
し
、
盆
地
一
円
を
支
配
す
る
。
こ
れ
が

③
西
川
・
西
涼
写
十
誦
比
丘
戒
本

五
月
）

④
西
川
・

喪
乱
帖
年
代
考

-
0
月）

嶋

崎

昌

書
品
一
六

0
号
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氾
渠
氏
の
高
昌
国
で
あ
る
が
、
こ
の
国
は
当
初
か
ら
嬬
鱈
の
支
配
を
強
く
こ
う
む
り
、
四
六

0
年
に
は
嬬
嬬
は
安
周
を
殺
し
、
漢
人
の
閾

氏
を
王
と
し
た
。
こ
れ
か
ら
高
昌
国
に
は
漢
人
王
が
相
つ
ぐ
こ
と
に
な
る
。

を
及
ぼ
す
に
至
り
、
敦
燒
人
の
張
孟
明
を
立
て
て
高
昌
王
と
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
が
国
人
に
殺
さ
れ
た
の
で
馬
儒
を
王
と
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
馬
儒
の
時
、

鱈
嬬
が
再
び
支
配
力
を
高
昌
に
及
ぼ
し
、

に
至
っ
て
、
南
北
朝
を
統
一
し
た
隋
が
西
方
に
進
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
麹
伯
雅
は
、
西
突
蕨
に
代
っ
て
、

そ
の
立
場
が
苦
し
く
な

っ
た
ら
し
く
、
北
魏
に
内
徒
を
求
め
た
が
成
功
せ

ず
、
国
内
に
は
ク
ー
デ
タ
が
お
こ
り
、
馬
儒
の
右
長
史
麹
嘉
が
立
っ
て
王
と
な
っ
た
（
四
九
八
）
。
こ
れ
よ
り
麹
氏
高
昌
国
が
お
こ
り
、
凡

そ
百
四
十
年
存
続
す
る
こ
と
に
な
る
。
麹
氏
の
王
統
は
、

ー
②
光

ー
④
玄
喜
（
嘉

)
I⑤
-
？
＿

’

①
嘉
ー

ー
③
堅
ー
⑥
宝
茂
ー
⑦
乾
固
ー
⑧
伯
雅
ー
⑨
文
泰

と
見
ら
れ
、
侠
名
王
を
加
え
九
代
と
な
る
。
嘉
は
は
じ
め
嬬
鱈
に
臣
属
し
た
が
、
や
が
て
再
び
高
車
が
高
昌
に
勢
を
加
え
る
に
至
り
、
去

就
に
迷
い
、
北
魏
に
内
付
を
乞
う
こ
と
再
三
に
及
ん
だ
。
し
か
し
、
北
魏
の
い
れ
る
と
こ
ろ
と
な
ら
ず
に
終
っ
た
が
、
や
が
て
嬬
嬬
の
配

下
に
あ
っ
た
突
蕨
が
、
五
四
六
年
高
車
を
支
配
し
て
独
立
す
る
や
、
直
ち
に
高
昌
に
勢
力
を
伸
ば
し
た
。
こ
れ
は
第
三
代
王
堅
の
治
世
の

末
期
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
麹
堅
は
は
じ
め
北
魏
に
通
じ
た
が
、
北
魏
が
東
西
両
魏
に
分
裂
し
て
華
北
が
混
乱
す
る
と
、
南
朝
の
梁
に

通
ず
る
。
そ
の
後
、
北
周
の
初
期
に
第
六
代
王
宝
茂
が
こ
れ
に
通
じ
て
以
来
、
中
国
と
の
交
渉
は
全
く
と
だ
え
、
突
厭
西
面
可
汗
さ
ら
に

西
突
欺
の
勢
下
に
没
入
し
、
第
七
代
王
乾
固
の
名
さ
え
中
国
史
書
に
は
伝
わ
ら
な
い
。
中
国
と
再
び
交
渉
を
も
つ
の
は
、
第
八
代
王
伯
雅

一
時
優
勢
と

な
っ
た
鉄
勒
の
支
配
下
に
あ
っ
た
が
、
燭
帝
治
下
の
附
に
入
朝
し
、
高
句
屈
遠
征
に
も
従
軍
し
て
そ
の
勢
威
に
接
し
、
さ
ら
に
公
主
に
尚

一
方
、
嬬
皓
の
配
下
に
あ

っ
た
高
車
が
独
立
し
て
高
昌
に
勢
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補
い
う
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

つ
ぎ
の
麹
文
泰
も
こ
れ
に
従
っ
て
い
た
。

せ
ら
れ
、
隋
を
景
仰
し
て
や
ま
ず
、
帰
国
後
国
内
に
一
般
化
し
て
い
た
弁
髪
左
柾
の
チ
ュ
ル

ク
風
俗
を
一
掃
す
る
漢
化
運
動
を
展
開
す

つ
い
に
そ
の
運
動
は
実
を
結
ば
ず
に
終
っ
た
。
麹
氏
高
昌
国
の
最
後
の
王
麹
文
泰
は
、

鉄
勒
を
し
り
ぞ
け
勢
を
回
復
し
た
西
突
厭
に
服
し
、
新
興
の
唐
に
対
抗
し
、
六
四

0
年
唐
の
征
討
を
こ
う
む
り
滅
亡
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
高
昌
国
は
国
初
以
来
、
北
方
民
族
の
間
断
な
き
支
配
を
う
け
、
こ
と
に
高
車

・
突
厭

・
鉄
勒
な
ど
の
チ
ュ
ル
ク
系
民
族

の
配
下
に
あ
る
こ
と
が
久
し
き
に
及
ん
だ
の
で
、
こ
の
国
の
支
配
層
を
形
成
し
て
い
た
漢
人
の
間
に
も
チ
ュ
ル
ク
風
俗
が
一
般
化
し
、
約

伯
雅
は
突
厭
風
俗
た
る
媛
婚
制
を
強
制
さ
れ
、

と
は
い
え
、
こ
の
国
の
支
配
者
は
、
涅
渠
氏
を
除
い
て
す
べ
て
漢
人
で
あ
り
、
匈
奴
出
身
の
祖
渠
氏
と
て
も
河
西
に
拠
る
こ
と
久
し

く
、
準
漢
人
で
あ
っ
た
し
、
こ
の
国
の
支
配
層
は
流
入
漢
人
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
儒
学
を
は
じ
め
中
国

文
化
が
行
な
わ
れ
、
中
国
式
の
年
号
が
称
せ
ら
れ
、
中
国
的
官
制
が
施
行
さ
れ
、
漢
人
植
民
王
国
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
国
の
中
国

式
官
制
は
ま
た
そ
れ
な
り
に
独
自
の
面
が
あ
り
、
そ
れ
が
こ
の
国
の
性
格
を
極
め
て
よ
く
反
映
し
て
い
る
と
い
え
る
。

麹
氏
以
前
の
高
昌
国
の
官
制
は
余
り
明
か
で
は
な
い
が
、
麹
氏
高
昌
国
の
官
制
は
大
略
判
明
し
て
い
る
。
こ
の
国
の
官
制
に
つ
い
て

は
、
史
書
の
中
、
周
書
高
昌
伝
が
最
も
詳
し
い
が
、
こ
れ
と
て
も
極
め
て
不
備
で
到
底
そ
の
全
貌
を
伝
え
る
も
の
で
は
な
い
。

に
、
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
盆
地
か
ら
は
近
年
各
種
の
新
資
料
が
出
土
し
、

そ
の
中
、

し
か
る

は
か
ら
ず
も
官
制
一
般
に
対
す
る
示
唆
を
受
け
る
記
事
の

あ
る
寧
朔
将
軍
麹
斌
造
寺
碑
（
五
五
五
年
の
年
紀
を
も
つ
）
や
死
者
生
前
の
官
歴
の
見
え
る
墓
表
類
な
ど
に
よ
り
史
書
の
不
備
を
大
巾
に

麹
氏
高
昌
国
の
中
央
官
制
は
、
令
手
（
宰
相
）

る
。
し
ヵ
し
、
支
配
勢
力
の
鉄
勒
を
は
ば
か
り

（
世
子
が
任
ず
る
）
の
下
に
舘
曹
郎
中
が
あ
り
、
兵・
庫

・

民
・

倉
・

祀
•

主
客
・

都
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官
の
七
部
を
統
べ
、
各
部
に
は
長
史
・
司
馬
・
参
軍
・
主
簿
が
置
か
れ
た
。
地
方
に
は
郡
県
制
が
施
か
れ
（
高
昌
郡
以
来
の
も
の
）
、

守

・
令
以
下
が
配
置
さ
れ
た
ほ
か
、

王
子
に
授
け
ら
れ
る
二
爵
、
交
河
公
・
田
地
公
が
あ
り
、
交
河
•
田
地
両
城
に
そ
の
府
が
開
か
れ
て

こ
う
し
た
官
制
は
第
三
代
王
堅
の
こ
ろ

さ
て
、
漢
代
以
来
、
州
官
系
の
行
政
官
と
は
別
系
統
の
府
官
が
存
在
し
た
。
こ
れ
は
王

・
公

・
将
軍
ら
の
開
く
府
の
官
で
、
長
史

・
司

馬
以
下
の
幕
僚
で
あ
り
、
い
わ
ば
家
子
郎
党
的
存
在
で
あ
っ
た
。
府
官
は
魏
晋
南
北
朝
を
通
じ
て
発
達
の
一
途
を
辿
り
、

ん
で
州
官
に
と
っ
て
代
る
に
至
る
。
ま
た
将
軍
号
は
西
晋
か
ら
単
に
名
誉
の
称
号
と
し
て
加
官
さ
れ
る
こ
と
が
お
こ
り
、
東
晋
以
後
は
郡

の
太
守
も
こ
れ
を
帯
び
、
将
軍
号
の
乱
発
が
お
こ
り
、
雑
号
・
小
号
と
い
わ
れ
る
も
の
ま
で
多
数
の
将
軍
号
が
あ
ら
わ
れ
た
。

麹
氏
高
昌
国
の
中
央
官
制
に
お
け
る
各
部
の
長
史
以
下
は
府
官
系
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
府
の
長
官
た
る
長
史
は
一
人
か
二
人
を

通
例
と
し
、

七
部
に
長
史
以
下
を
置
く
の
は
異
例
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
府
官
系
の
官
制
で
あ
り
な
が
ら
、
こ
れ
を
拡
大
し
て
独
立
国

の
政
務
を
管
掌
す
る
形
を
も
た
し
め
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
府
官
系
官
制
は
馬
儒
時
代
に
す
で
に
見
ら
れ
、
左
右
長
史
が
あ
り
（
麹
嘉
は

そ
の
右
長
史
）
、
司
馬
が
存
し
た
こ
と
が
分
っ
て
い
る
が
、
あ
る
い
は
こ
れ
は
俎
渠
氏
以
来
の
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

ま
た
、

に
あ
ら
わ
れ
た
傾
向
で
あ
る
将
軍
号
の
乱
発
が
見
ら
れ
、
県
の
小
官
も
こ
れ
を
帯
び
、
本
官
な
く
将
軍
号
の
み
の
も
の
も
存
す
る
。
麹
氏

高
昌
国
の
将
軍
号
は
少
数
の
も
の
を
除
き
、
北
魏
の
将
軍
号
に
含
ま
れ
、

そ
の
序
列
は
北
魏
将
軍
号
の
官
品
順
に
一
致
し
、
麹
氏
高
昌
の

将
軍
号
は
北
魏
の
そ
れ
に
由
来
し
、
北
魏
の
将
軍
号
に
含
ま
れ
て
い
な
い
も
の
は
、
後
世
設
け
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
麹
氏
高
昌
の
王
は
、
第
七
代
乾
固
に
至
る
ま
で
北
魏
の
官
爵
を
帯
び
て
い
た
。
第
三
代
王
堅
は
、
前
二
代
の
官
爵

「平
西
将

ま
で
に
成
立
し
、
暫
時
存
続
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

い
た
（
両
城
に
は
交
河
郡

・
田
地
郡
の
郡
治
も
存
在
し
た
）
。

以
上
は
官
制
の
中
核
で
あ
る
が
、

中
国
内
地

つ
い
に
隋
に
及 太
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軍
、
開
国
伯
（
正
三
品
）
」
よ
り
進
め
ら
れ
て
「
縣
騎
大
将
軍
（
従
一
品
）
、
開
国
公
（
正
一
品
）
」

代
の
麹
嘉
は
嬬
嬬
に
従
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
高
車
の
勢
力
を
こ
う
む
り
、
苦
境
に
立
ち
、
北
魏
に
内
徒
を
乞
う
こ
と
再
三
に
及
ん
で
い
る

が
、
そ
の
後
も
高
車
の
高
圧
下
に
お
か
れ
、
麹
堅
の
時
代
に
北
魏
が
東
西
に
分
裂
す
る
ま
で
北
魏
依
存
の
姿
剪
は
と
ら
れ
続
け
た
も
の
と

察
せ
ら
れ
、
高
昌
が
北
魏
対
策
に
な
み
な
み
な
ら
ぬ
考
慮
を
払
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

る
体
制
を
示
す
必
要
が
あ
り
、

そ
の
故
に
高
昌
は
北
魏
の
秩
序
下
に
あ

そ
の
官
制
は
嘉
時
代
か
ら
し
だ
い
に
形
成
さ
れ
た
も
の
ら
し
い
が
、
北
魏
授
与
の
高
昌
王
の
官
爵
に
準
じ

て
調
整
さ
れ
、
堅
の
「
縣
騎
大
将
軍
、
開
国
公
」
の
府
の
格
式
を
逸
脱
し
な
い
形
が
と
ら
れ
る
に
至
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

昌
の
将
軍
号
も
王
の
認
騎
大
将
軍
以
下
の
北
魏
将
軍
号
を
用
い
る
こ
と
に
な
っ
た
と
察
せ
ら
れ
る
。
こ
の
官
制
は
、
北
魏
が
史
上
よ
り
姿

を
消
し
た
後
も
、
第
七
代
王
乾
固
が
堅
以
来
の
北
魏
官
爵
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
時
代
ま
で
存
続
し
た
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。
し
か
し
、
麹
氏
高
昌
の
官
制
は
少
な
く
と
も
一
度
は
大
改
革
を
加
え
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
従
来
存
在
し
な
か
っ
た
吏
部

が
設
け
ら
れ
、
中
央
の
各
部
の
長
史
は
郎
中
に
、
司
馬
は
侍
郎
に
代
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
の
如
く
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
隋
に
入
朝
し
て

「
左
光
禄
大
夫
、

車
師
太
守
、
弁
国
公
」
に
封
ぜ
ら
れ
、

漢
化
運
動
を
お
こ
し
た
第
八
代
王
伯
雅
の
改
革
か
と
思
わ
れ
る
。

吏
部
は
官
吏
の
任
命
・
進
退
を
司
る
も
の
で
中
国
官
制
上
不
可
欠
の
も
の
で
あ
る
が
、
従
来
の
高
昌
官
制
に
こ
れ
が
存
在
し
な
い
こ
と

は
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
周
書
高
昌
伝
に
見
え
る
「
大
事
は
王
に
決
し
、
小
事
は
世
子
及
び
二
公
（
交
河

公
・
田
地
公
）
状
に
随
い
断
決
す
。
平
章
録
記
し
、
事
詑
れ
ば
即
ち
除
く
。
籍
書
の
外
、
久
し
く
文
按
を
掌
る
こ
と
無
し
。
官
人
列
位
有

り
と
雖
も
、
並
び
に
曹
府
無
し
。
唯
毎
旦
牙
門
に
集
り
、
衆
事
を
評
議
す
」
と
い
う
記
事
で
あ
る
。
こ
の
記
事
は
一
見
不
可
解
の
如
く
で

も
あ
る
が
、
高
昌
の
政
治
は
か
く
の
如
き
も
の
で
あ
っ
て
、
麹
氏
王
家
が
独
裁
し
、
官
制
は
あ
れ
ど
も
名
目
的
乃
至
は
装
飾
的
な
も
の
で

:. 

か
く
て
高

を
授
け
ら
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

初
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れ
る
。

「
律
令
学
に
お
け
る
私
の
立
場
」

け
、
そ
の
名
誉
心
を
満
足
せ
し
め
て
い
た
に
過
ぎ
ず
、
吏
部
の
要
も
な
か
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
高
昌
国
は
南
北
朝
の
門
閥
繁
栄
時
代
に
国
を
な
し
、
中
国
内
地
の
影
帯
は
こ
の
漢
人

植
民
王
国
に
も
直
接
及
び
、
世
族
・
閥
族
が
王
家
を
と
り
ま
い
て
い
た
が
、
王
家
は
こ
れ
ら
に
対
し
家
格
に
応
じ
て
官
位
や
将
軍
号
を
授

こ
の
麹
氏
王
家
独
裁
制
を
支
え
て
い
た
も
の
は
、
こ
の
国
を
支
配
す
る
北
方
民
族
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
高
昌
国
は
当
初
政
権
が
め

ま
ぐ
る
し
く
変
転
し
た
が
、
こ
れ
は
入
れ
か
わ
り
こ
の
国
に
勢
力
を
及
ぼ
し
た
北
方
民
族
が
そ
の
支
配
に
好
都
合
な
政
権
を
欲
し
た
が
ら

で
あ
る
。
北
方
民
族
が
こ
の
国
を
常
に
支
配
し
た
の
は
、
主
と
し
て
こ
の
国
を
通
る
西
域
商
胡
に
課
税
し
て
得
ら
れ
る
莫
大
な
収
益
を
目

的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、

そ
の
目
的
を
効
果
的
に
且
つ
簡
便
に
達
成
す
る
方
法
は
王
家
を
し
て
国
内
に
対
し
独
裁
権
を
振
わ
し
め
、
彼

ら
の
収
奪
の
代
行
者
た
ら
し
め
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
目
的
に
そ
う
限
り
に
お
い
て
王
家
は
彼
ら
か
ら
庇
護
を
う
け
た
の
で
あ
る
。
麹
氏

王
家
は
こ
う
し
た
北
方
支
配
勢
力
の
意
向
に
忠
実
に
従
い
、

そ
の
庇
護
を
え
て
百
四
十
年
の
王
統
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
ら

律
令
は
中
国
に
生
れ
た
国
家
統
治
の
基
本
法
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
律
と
令
と
に
分
け
る
の
が
、

曾

我

部

静

雄

そ
の
特
徴
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
律

が
刑
罰
典
で
あ
る
に
対
し
て
、
令
は
非
刑
罰
的
な
行
政
法
典
を
な
し
て
い
た
。
こ
れ
等
律
令
は
法
家
の
手
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
が
、
そ
の
律
令
の
中
で
も
、
律
の
方
が
先
に
生
れ
、
令
が
後
か
ら
生
れ
た
。
律
令
と
い
う
名
称
も
、
周
の
戦
国
時
代
に
既
に
出
来
上
っ
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て
い
た
。
し
か
し
そ
の
頃
は
ま
だ
令
は
独
立
し
て
居
ら
ず
、
律
の
従
属
的
な
存
在
で
あ

っ
て
、
必
要
な
時
に
出
さ
れ
る
単
行

法

に
過
ぎ

ず
、
そ
の
内
容
も
刑
罰
的
の
も
の
も
あ
り
、

適
合
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
非
刑
罰
的
の
も
の
も
あ

っ
て、

至
っ
て
、
儒
教
を
以
て
国
教
と
定
め
た
こ
と
か
ら
、

そ
の
影
幣
を
う
け
て
、
律
と
令
と
の
分
離
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
律
令
の

既
に
述
べ
た
如
く
、
律
令
は
法
家
の
手
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
内
容
が
法
家
的
で
あ
る
は
、
論
を
侯
た
な
い
。

ま
た
春
秋

・
戦
国
及
び
秦
の
時
代
は
、
戦
乱
覇
道
的
な
時
代
で
あ
っ
た
か
ら
、
法
家
的
な
律
令
が
こ
の
よ
う
な
時
代
及
び
国
家
に
は
よ
く

し
か
し
漢
が
建
国
さ
れ
て
か
ら
は
、
世
は
太
平
と
な
り
、

第
五
代
武
帝
の
頃
に
な
る
と
、
漢
と
し
て
の
国
是
を
定

め
る
必
要
を
感
ず
る
よ
う
に
な

っ
て
、
こ
こ
に
武
帝
は
葦
仲
舒
の
献
議
を
納
れ
て
、
儒
教
を
以
て
国
教
と
定
め
た
の
で
あ
る
。
儒
教
を
国

教
と
し
た
以
上
は
、
国
家
の
諸
政
策
は
、
悉
く
儒
教
に
立
脚
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
の
で
あ
る
が
、
小
島
祐
馬
先
生
は
、
こ
の
間
の

情
剪
を
ば
、

そ
の
著
『
古
代
支
那
研
究
』
に
収
め
て
あ
る
論
文
「
支
那
の
学
問
の
固
定
性
と
漢
代
以
後
の
社
会
」
に
お
い
て
、

経
典
は
漢
の
武
帝
の
時
に
然
り
し
如
く
、

そ
れ
以
後
に
お
い
て
も
依
然
と
し
て
支
那
社
会
の
政
治
上
の
根
本
法
典
で
あ

っ
た
。
す
べ

て
国

家
の
制
度
法
規
は
、
此
の
根
本
法
典
か
ら
流
出
す
る
の
で
あ
る
」
と
論
ぜ
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
小
島
先
生
の
諭
断
の
如
く
、
前
漢
の
武
帝

の
時
か
ら
、
中
国
の
制
度
法
規
は
、
儒
教
よ
り
流
れ
出
ず
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ

て
、
国
家
の
制
度
法
規
が
、
急
激
に
変
化

し
た
か
と
い
う
に
、

そ
こ
は
保
守
主
義
の
国
で
あ
る
か
ら
、
徐
々
に
儒
教
へ
と
変
化
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。

を
経
て
晋
に
至
っ

て、

こ
こ
に
儒
教
化
が
完
全
に
実
現
し
た
の
で
あ
る
。
晋
の
律
令
の
編
纂
者
で
あ
り
、
晋
の
律
令
の
註
解
を
も
造
っ
た

人
で
あ
る
杜
預
の
奏
事
の
一
節
が
、
我
が
養
老
の
官
位
令
の
集
解
の

「或
云
」
に
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、

性
格
に
も
変
化
が
起
っ
て
来
た
。

か
く
し
て
後
漢
及
び
三
国

そ
れ
は

「
儒
家
の

一
定
し

て
は
い
な
か

っ
た
。
そ
れ
が
漢
の
武
帝
の
時
に
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雖
祠
後
異
晶
時
、
並
以
レ
仁
為
レ
旨
也
、

古
之
刑
書
、
銘
1一
之
鍾
鼎
「
鋳-
l之
金
石
「
斯
所
下
—
以
塞
二
異
端
砿
記
異
理
上
也
、
凡
令
以

1
1教
喩
玉
ジ
宗

、

律
以
1一
懲
正
一
為
レ
本

、

と
い
う
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
晋
の
律
令
の
性
格
を
、

そ
の
律
令
の
編
纂
者
自
身
が
明
ら
か
に
し
た
言
葉
で
あ
る
。
最
後
の
所
の
「
此

二
法
雖
1

ー
前
後
異
丘
時
、
並
以
レ
仁
為
レ
旨
也
」
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
っ
て
、
二
法
即
ち
律
と
令
の
二
つ
の
法
は
、

そ
の
成
立
年
代
が
異
る

が
、
二
つ
と
も
に
儒
教
の
最
高
道
徳
で
あ
り
、
儒
教
の
根
本
原
理
で
あ
る
仁
を
以
て
本
旨
と
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
晋
の

律
令
と
い
う
も
の
は
、
儒
教
に
拠
っ
て
造
ら
れ
て
い
る
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
も
の
に
他
な
ら
ず
、
晋
の
律
令
に
至
っ
て
こ
こ
に
完
全
に

僑
教
的
に
な
り
了
っ
た
こ
と
を
示
し

て
い

る
に
他
な
ら
な
い
。
然
ら
ば
儒
教
の
経
典
の
中
で
法
制
的
な
も
の
は
何
力
と
言
え
ば
、

周
礼
で
あ
り
、
礼
記
の
王
制
篇
で
あ
る
。
道
徳
上
の
礼
も
、
国
家
の
法
律
制
度
も
、
共
に
人
間
の
行
動
を
束
縛
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

儒
教
の
経
典
で
は
、
こ
れ
を
一
緒
に
し
て
礼
の
範
疇
に
入
れ
て
い
た
。
市
村
嘲
次
郎
先
生
が
、

「
周
初
の
礼
は
社
会
の
秩
序
を
整
へ
る
機
関
を
総
称
し
た
も
の
で
、

の
中
に
含
ま
れ
て
居
っ
た
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
至
言
で
あ
る
。

此
二
法

そ
れ
は

そ
の
著
『
東
洋
史
統
』
巻
一
に
お
い
て
、

そ
の
範
囲
は
極
め
て
広
く
、
普
通
の
礼
儀
は
勿
論
、
制
度
法
律
も
そ

周
礼
は
周
の
制
度
を
伝
え
て
い
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
が
、
恐
ら
く
戦
国
の
頃
に
儒
家
の
手
に
よ
っ
て
、
周
の
時
に
行
わ
れ
て
い
た
制

度
に
、
彼
等
の
理
想
と
す
る
制
度
を
加
え
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
天
・
地
・

春

・
夏

・
秋
・
冬
の
六
官
篇
か
ら
出
来
て

い

る
が
、

そ
の
秋
官
篇
が
刑
罰
典
で
あ
る
以
外
の
残
り
の
五
官
篇
は
、
全
て
非
刑
罰
的
な
民
政
法
典
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
刑
罰
典
と
非
刑

罰
典
と
が
赦
然
と
分
れ
て
い
る
法
典
に
準
拠
し
て
、
晋
の
律
令
は
編
纂
さ
れ
た
の
で
あ
る
ヵ
ら
、
晋
の
律
令
は
従

っ
て
周
礼
と
同
様
に
、

刑
罰
と
非
刑
罰
の
部
分
が
戟
然
と
区
別
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

っ
て
、
こ
こ
に
刑
罰
的
な
律
と
非
刑
罰
的
な
令
と
の
区
別
が
、
晋
の
律
令
に
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こ
の
最
後
の
所
に

大
抵
前
賢
の
未
だ
発
っ
せ
ざ
る
と
こ
ろ
な
り
」

お
い
て
初
め
て
出
来
上
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
上
掲
の
杜
預
の
奏
事
に
も
「
凡
令
以
二
教
喩
砿
〖
に
示
、
律
以1

1懲
正
砿
ジ
本
」
と
言
っ
て
、
律

と
令
の
相
違
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、
中
田
葉
先
生
が
法
制
史
研
究
第
三
冊
に
載
せ
た
論
文
「
律
令
法
系
の
発
達
に
つ
＞
て
の
補
考
」

「
漢
の
令
典
は
律
典
の
補
助
的
副
法
で
あ
る
。

離
独
立
せ
し
め
て
、
非
刑
罰
的
純
行
政
法
規
に
改
造
し
た
も
の
は
実
に
晋
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
事
情
を

論
断
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

晋
以
後
に
お
い
て
も
、

と
評
し
て
い
る
よ
う

（
中
略
）
律
を
純
然
た
る
刑
書
に
還
元
し
、
律
の
副
法
た
る
令
を
律
よ
り
分

＞
ず
れ
の
国
家
も
術
教
を
以
て
国
是
と
し
た
こ
と
に
は
変
り
は
な
く
、
従
っ
て
律
令
も
亦
晋
の
律
令
を
継
承
し

た
も
の
で
あ
っ
て
、
晋
の
律
令
は
北
朝
で
は
北
魏
が
こ
れ
を
承
け
て
、
東
魏
・
北
斉
と
西
魏
・
北
周
と
に
及
ぼ
し
、
次
の
隋
は
主
と
し
て

北
斉
の
律
令
を
承
け
て
唐
に
及
ぼ
し
、

そ
の
唐
に
お
い
て
中
国
の
律
令
は
完
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
来
る
な
ら
ば
、
中
国
の
漢
以
後
の
律
令
は
、
周
礼
を
離
れ
て
は
論
ず
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
礼
記
の
王
制

篇
も
律
令
に
は
採
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
の
量
は
周
礼
に
比
す
る
と
非
常
に
少
な
い
。
私
は
こ
の
よ
う
な
理
由
で
、
私
の
律
令
に
つ

い
て
の
研
究
に
は
、
常
に
周
礼
を
座
右
に
置
い
て
離
さ
ず
、
周
礼
の
本
文
、
並
び
に
そ
の
註
及
び
疏
の
意
味
を
汲
ん
で
、
律
令
を
説
い
て

い
る
の
で
あ
る
。
律
令
の
研
究
が
周
礼
を
離
れ
て
出
来
な
い
こ
と
は
、
私
は
昭
和
四
年
頃
に
狩
野
直
喜
先
生
か
ら
教
え
ら
れ
て
い
た
の
で

あ
る
が
、
周
礼
に
よ
っ
て
日
中
の
律
令
を
研
究
し
た
人
に
、
水
戸
の
学
者
・
藤
田
幽
谷
が
あ
る
。
彼
の
律
令
に
つ
い
て
の
学
説
は
、

そ
の

著
『
勧
農
或
問
』
に
よ
っ
て
窺
う
こ
と
が
出
来
る
が
、
彼
が
周
礼
を
好
ん
だ
こ
と
は
、
彼
の
弟
子
の
会
沢
正
志
斉
の
『
幽
谷
遺
範
』
に
、

「
先
生
好
読
二
周
官
「
謂
、
聖
人
経
二
緯
天
地
f

綱↓
1

紀
国
家
f

悉
備
一
一
於
此
書
↓
其
所
1

一
発
明
「
大
抵
前
賢
所
レ
未
レ
発
」
と
あ
る
に
よ
っ
て
判

る
の
で
あ
る
。

に
お
い
て

「
そ
の
発
明
す
る
と
こ
ろ
は
、
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+
．
―
二
世
紀
す
な
わ
ち
チ
ン
ギ
ス
汗
勃
興
以
前
の
モ
ン
ゴ
ル
部
族
社
会
の
構
造
は
、

興
し
て
く
る
チ
ン
ギ
ス
汗
帝
国
の
成
立
の
秘
密
を
さ
ぐ
る
―
つ
の
手
だ
て
と
し
て
、

こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
と
思
う
。
ま
ず
、

当
時
の
モ
ン
ゴ
ル
高
原
に
お
け
る
一
般
的
情
勢
を
み
る
と
、
高
原
内
の
良
好
な
草
原
地
帯
に
は
、
固
有
の
名
称
を
も
ち
、
強
力
な
統
率
者
の

下
に
そ
れ
ぞ
れ
一
定
の
領
域
を
占
拠
し
て
、
高
原
全
域
の
政
治
的
ヘ
ゲ
モ
ニ

ー
を
め
ぐ
っ
て
対
立
抗
争
し
、

団
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
集
団
を
当
時
の
モ
ン
ゴ
ル
語
の
文
献
で
は
、
II
イ
ル
ゲ
ン
1
1
(
I
r
g
e
n
)

と
呼
び
、
西
方
の
イ
ス
ラ
ム
文
献
で
は
、

II

カ
ウ
ム
“
(
Q
a
u
m
)
と
か
、

ル
ゲ
ン
を
始
め
と
し
て
、

グ
ト

・
イ
ル
ゲ
ン
な
ど
と
み
え
、
ラ
シ
ィ
ー
ド
・
ウ
ッ
デ
ィ
ー
ン
の

”集
史
II

に
、
カ
ウ

ム
・
タ
タ
ー
ル
、
カ
ウ

ム
・
メ
ル
キ
ト
な
ど
と

み
え
る
も
の
が
、

と
こ
ろ
で
、
こ
の
諸
集
団
の
内
部
構
造
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
こ
れ
ま
た

11

イ
ル
ゲ
ン
II
と
か

II
カ
ウ
ム
II

と
呼
ば
れ
て
、
同
様
に
固

有
の
名
を
も
ち
、
各
統
率
者
の
下
に
一
定
の
領
域
を
占
拠
支
配
す
る
諸
分
族
集
団
に
わ
か
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、

「+

タ
タ
ー
ル
・
イ
ル
ゲ
ン
、

そ
れ
で
あ
る
。 ー

そ
の
複
数
形
の

II
ア
ク
ワ
ー
ム
II
(
a
q
w
a
m
)
と
い
う
ふ
う
に
呼
ん
だ
。
元
朝
秘
史
に
、

メ
ル
キ
ト
・
イ
ル
ゲ
ン
、

・
ニ
世
紀
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ル
部
族
社
会
の
構
造
」

に
、
幽
谷
の
律
令
に
つ
い
て
の
学
説
は
、
徳
川
時
代
の
学
者
達
の
説
と
は
、
大
い
に
異
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、

ケ
レ
イ
ト

・
イ
ル
ゲ
ン
、

そ
の
の
ち
勃

い
く
つ
か
の
遊
牧
民
の
諸
集

ナ
イ
マ
ン

・
イ
ル
ゲ
ン
、

タ
タ
ー
ル

・
イ

ル
ゲ
ン

村

上

正

モ
ン
ゴ
ル

・
イ

オ
ン
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を
な
し
て
い
た
も
の
と
い
っ
て
も
よ
か
ろ
う
と
思
う
。

た
場
合
も
あ
っ
た
。
か
よ
う
に
イ
ル
ゲ
ン
に
よ
っ
て
多
少
の
差
は
あ
っ
た
も
の
の
、
こ
れ
を
一
般
的
に
い
う
な
ら
、
当
時
の
モ
ン
ゴ
ル
高

原
の
諸
部
族
集
団
は
、
分
族
1
1
イ
ル
ゲ
ン
が
構
成
す
る
政
治
組
織
体
と
し
て
の
諸
ウ
ル
ス
か
ら
な
る
、
そ
の
ゆ
る
や
か
な
政
治
的
連
合
体

つ
ぎ
に
、
こ
の
よ
う
な
遊
牧
民
イ
ル
ゲ
ン
集
団
内
部
の
社
会
組
織
面
は
ど
う
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
主
と
し
た
豊
富
な
史

料
を
伝
え
る
モ
ン
ゴ
ル

・
イ
ル
ゲ
ン
の
場
合
に
つ
い
て
説
い
て
み
る
こ
と
と
す
る
。
周
知
の
如
く
、

圧
倒
的
に
強
く
、
そ
の
イ
ル
ゲ
ン
全
体
の
支
配
権
を
独
占
し
、
世
襲
し
て
い
て
、

一
種
、
部
族
王
国
と
で
も
い
う
べ
き
体
制
を
と

っ
て
い

は
ア
ル
チ

・
タ
タ
ー
ル
と
か
チ
ャ
ガ
ン

・タ
タ
ー
ル
な
ど
と
い
う
六
つ
の
分
族
1
1
イ
ル
ゲ
ン
に
、

メ
ル
キ
ト
と
か
ウ
ハ
ス

・
メ
ル
キ
ト
な
ど
と
い
う
三
つ
の
分
族
1
1
イ
ル
ゲ
ン
に
、

1
1
イ
ル
ゲ
ン
は
右
の
例
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

互
に
区
別
し
合

っ
て
い
た
が
、

ら
察
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、

そ
の
所
属
す
る
大
き
い
イ
ル
ゲ
ン
集
団
の
名
を
自
己

の
固
有
の
名
の
下
に
加
え
て
、
相

し
か
も
同
じ
く
自
己
の
集
団
を

II

イ
ル
ゲ
ン
II

あ
る
い
は

II

カ
ウ
ム
11
と
そ
れ
ぞ
れ
呼
ん
で
い
た
こ
と
か

そ
れ
自
体
が
一
箇
の
独
立
し
た

”
ウ
ル
ス
II

と
い
う
政
治
的
組
織
体
を
つ
く
っ

て、

全
体
に
自
己
の
支
配
権
を
推
し
及
ぼ
そ
う
と
互
い
に
競
い
合
っ
て
い
た
。

の
長
11(
U
l
u
s
u
n
ejen
)
は
い
ず
れ
も

”
汗
II

を
称
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
汗
の
う
ち
、
絶
対
的
に
優
越
す
る
者

が
出
な
い
と
き
は
、
比
較
的
人
望
の
あ
る
汗
が
推
戴
さ
れ
て
そ
の
全
体
の
統
轄
者
に
な
っ
た
よ
う
で
、

ン
の
場
合
が
そ
う
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
ケ
レ
イ
ト
、

メ
ル
キ
ト

・
イ
ル
ゲ
ン
は
、
ウ
ド
イ
ト

・

そ
れ
ぞ
れ
わ
か
れ
て
い

た
。
そ
の
場
合
、
こ
れ
ら
分
族

そ
の
所
属
す
る
イ
ル
ゲ
ン

そ
し
て
、
こ
れ
ら
分
族
1
1
イ
ル
ゲ
ン
の
長
す
な
わ
ち
ti
ウ
ル
ス

タ
タ
ー
ル
、
メ
ル
キ
ト

・
イ
ル
ゲ

ナ
イ
マ
ン
・
イ
ル
ゲ
ン
の
よ
う
に
、
す
で
に
特
定
の
分
族
1
1
イ
ル
ゲ
ン
の
勢
力
が

モ
ン
ゴ
ル
・
イ
ル
ゲ
ン
は
II
斉
い
狼
II
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と
”
白
い
牝
鹿
II

と
い
う
ト
ー
テ
ム
的
野
獣
を
族
祖
と
す
る
も
の
で
、
こ
の
イ
ル
ゲ
ン
に
属
す
る
成
員
は
何
ら
か
の
意
味
で
、

の
父
系
子
孫
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
系
譜
上
、

組
み
込
ま
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
っ
た
。

そ
の
い
ず
れ
力
の
節
目
か
ら
出
た
人
物
の
血
統
に
属
す
る
と
い
う
信
念
を
い
だ
い
て

つ
ね
に
族
祖
か
ら
チ
ン
ギ
ス
汗
時
代
に
い
た
る
ま
で
の
長
い
詳
し
い
系
譜
が
つ
く
ら
れ
、
伝
え
ら
れ
て
来

た
の
で
あ
っ
て
、
す
べ
て
の
成
員
な
ら
び
に
そ
の
成
員
を
包
む
父
系
血
縁
集
団
は
、

い
い
か
え
る
な
ら
ば
、

モ
ン
ゴ
ル
・
イ
ン
ゲ
ル
の
社
会
的
構
造
の
発
展
の
歴
史
は
、
こ
の
系
譜
体

モ
ン
ゴ
ル

・
イ
ル
ゲ
ン
全
体
の
系
譜
的
体
系
は
大
き
く
二
つ
の
部
分
に
わ
か
れ
る
。

い
う
族
祖
か
ら
直
接
誕
生
し
た
と
さ
れ
る
父
系
子
孫
の
系
譜
と
そ
の
の
ち
移
住
地
に
お
い
て
＂
天
の
光

II

を
う
け
て
妊
娠
し
た
女
性
か
ら

出
た
と
さ
れ
る
も
の
の
子
孫
の
系
譜
と
で
あ
る
。
前
者
は
恐
ら
く
原
住
地
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ル
・
イ
ル
ゲ
ン
の
古
い
諸
分
族
の
歴
史
を
物

語
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
詳
細
な
こ
と
は
遺
憾
な
が
ら
不
明
で
あ
る
。
後
者
の
系
譜
こ
そ
は
、
移
住
地
に
来
た
の
ち
の
諸
分
族
の
歴
史
を

物
語
る
の
で
、

そ
れ
ら
は
秘
史
や
ラ
シ
ィ
ー
ド
に
み
え
る
多
く
の
挿
話
と
も
相
侯
っ
て
、
あ
る
程
度
は
そ
の
歴
史
的
過
程
を
追
求
す
る
こ

ト、

ボ
ド
ン
チ
ャ
ル
で
、

＂
天
の
光

II

を
う
け
て
生
ま
れ
た
と
い
う
三
人
の
兄
弟
の
名
は
、

そ
れ
ぞ
れ
そ
の
名
を
と
っ
た
＂
オ
ボ
フ

I
I
(
O
b
o
x
)

縁
集
団
が
分
岐
独
立
し
た
際
に
よ
る
、
そ
の

II

固
有
の
名
II

を
い
う
も
の
で
、

ボ
ド
ン
チ
ャ
ル
の
ボ
ル
ジ
ギ
ン
・
オ
ボ
フ
の
系
譜
を
詳
細
に
辿
っ
て
、

と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

系
の
な
か
に
凝
集
し
て
い
た
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

い
た
。
従
っ
て
、
そ
こ
に
は
、

そ
の
危
大
で
複
雑
な
系
譜
的
体
系
の
ど
こ
か
に
必
ず

日
本
語
で
い
う
な
ら
、

の
創
設
者
と
な
っ
た
と
い
う
。

ヤ
タ
ギ
ン
、

そ
の
族
祖

サ
ル
ジ
ュ
ウ

II

オ
ボ
フ
II

と
は
父
系
血

さ
し
ず
め

II

氏
II

に
当
る
も
の
で

も
あ
ろ
う
か
。
こ
の
三
つ
の
兄
弟
の
子
孫
の
う
ち
、
当
時
の
文
献
は
、
も
っ
ぱ
ら
チ
ン
ギ
ス
汗
の
系
統
の
始
祖
と
な
っ
た
と
す
る
末
子
の

そ
れ
か
ら
各
時
代
た
え
ず
分
岐
独
立
し
て
行
っ
た
多
く
の

II

オ
ボ

―
つ
は
原
住
地
に
生
じ
た
と
い
う
II

狼
と
鹿
II

と
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て
く
れ
る
。

上
っ
て
い
る
。
ま
た
、
殆
ど
、
詳
し
い
こ
と
の
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
カ
タ
ギ
ン
、
サ
ル
ジ
ュ
ウ
ト
の
子
孫
か
ら
分
岐
発
展
し
た

Ii

オ
ボ
フ
11

で
に
、

そ
の
分
岐
し
た

II

オ
ボ
フ
11

か
ら
再
分
岐
し
て
生
じ
た

II

オ
ボ
フ
11

の
名
称
の
由
来
や
歴
史
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
伝
え

そ
れ
ら
を
調
べ
て
み
る
と
、
チ
ン
ギ
ス
汗
の
当
時
、
名
の
知
ら
れ
て
い
る

II

オ
ボ
フ
11

の
数
だ
け
で
も
、
三
十
か
ら
四
十
に

も
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
か
な
り
の
数
に
上
っ
た
こ
と
も
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
、
モ
ン
ゴ
ル

・
イ
ル
ゲ
ン
は
チ
ン
ギ
ス
汗
勃
興
当
初
す

そ
れ
ぞ
れ
固
有
の

fl

氏
II

を
も
つ
、
き
わ
め
て
多
く
の
|
'|
全
体
で
恐
ら
く
百
以
上
に
も
上
っ
た
ろ
う
か
ー
|
'
小
さ
い
父
系
血
縁

こ
の
よ
う
な
数
多
く
の
父
系
血
縁
集
団
は
、
当
時
は
そ
の
創
設
者
を
祖
と
し
て
せ
い
ぜ
い
二
三
世
代
か
ら
四
五
世
代
ま
で
の
核
家
族
を

含
む
拡
大
家
族

(
E
x
t
e
n
d
e
d
F
a
m
i
l
y
)
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
七
世
代
以
上
の
も
の
は
き
わ
め
て
稀
で
あ
り
、

れ
ば
、

そ
の
大
き
く
な
っ
た
血
縁
集
団
は
、
遊
牧
経
営
の
諸
条
件
か
ら
み
て
も
不
利
益
と
な
る
の
で
、
自
然
遠
縁
の
部
分
か
ら
分
裂
し

て
、
新
し
い
血
縁
集
団
を
つ
く
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
際
、
新
し
い
血
縁
集
団
は
旧
い
集
団
か
ら
一
定
の
牧
地
と
畜
群
と
を
分
与
さ
れ
る
の

が
つ
ね
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
、
新
し
い
血
縁
集
団
は
、

た
＞
と
思
う
。

そ
れ
自
体
ま
た
新
し
い
遊
牧
経
営
の
単
位
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

II

オ
ボ
フ
11

は
父
系
血
縁
集
団
で
あ
る
と
同
時
に
、
遊
牧
社
会
に
お
け
る
生
産
消
費
の
基
礎
単
位
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
意
し

と
こ
ろ
で
、
新
し
く
分
岐
独
立
し
た
オ
ボ
フ
集
団
は
、
自
己
が
直
接
に
分
岐
し
た
、

熟
知
し
て
い
た
し
、

そ
う
し
た
関
係
を
通
じ
て
、
同
一
の
集
団
か
ら
分
か
れ
出
た
親
近
の
オ
ボ
フ
集
団
と
の
間
に
お
の
ず
か
ら
親
密
な
同

族
的
関
係
も
生
じ
て
い
た
。

そ
の
よ
う
な
個
々
の
系
譜
関
係
を
お
し
す
す
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
小
さ
い
父
系
血
縁
集
団
は
、

集
団
に
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

フ
II

さ
ら
に
、

か

よ

う

に
、

ふ
つ
う
五
世
代
以
上
と
な

い
わ
ば
親
オ
ボ
フ
集
団
と
の
間
の
系
譜
的
関
係
を

旧
い
モ
ン
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ゴ
ル
族
を
構
成
し
て
い
た
と
い
う
伝
承
上
の
各
血
縁
集
団
に
ま
で
結
び
つ
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
り
、
そ
し
て
ま
た
、

ル
ゲ
ン
の
族
祖
た
る

II
蒼
い
狼
II

や

II
白
い
牝
鹿
II

に
ま
で
も
結
び
つ
く
こ
と
が
で
き
る
と
観
念
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

モ
ン
ゴ
ル
・
イ

か
よ
う
な
遊
牧
社
会
の
基
礎
的
血
縁
集
団
と
し
て
の
＂
オ
ボ
フ

II

集
団
を
い
く
つ
か
の
大
き
い
、
も
と
の
族
集
団
に
ま
で
結
び
つ
け
る

系
譜
的
関
係
お
よ
び
そ
れ
に
よ
っ
て
辿
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
父
系
子
孫
全
体
を
含
め
て
、
そ
れ
ら
を
モ
ン
ゴ
ル
語
で
は

II

ウ
ル
フ
I
I
(
U

r
u
x

)

と
呼
ん
だ
。
こ
れ
に
は
系
譜
の
辿
ら
せ
方
に
よ

っ
て
大
小
の
差
が
生
ず
る
が
、
現
実
的
に
も
っ
と
も
有
効
で
強
力
な

II
ウ
ル
フ
11

の
関
係

は
最
終
的
に
分
岐
し
た
オ
ボ
フ
相
互
間
の
も
の
で
、
こ
れ
ら
の
集
団
が
、

基
礎
的
生
産
の
単
位
と
し
て
、

さ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
緊
密
で
強
力
な
協
力
関
係
を
取
り
結
ん
で
、
政
治
的

II

ウ
ル
フ
11

的
関
係
は
、
当
時
の
モ
ン
ゴ
ル
遊
牧
社
会
の
基
礎
的
血
縁
集
団
で
あ
り
、

か

っ

そ
れ
自
体
小
さ
く
わ
か
れ
、
従
っ
て
微
弱
な
社
会
単
位
で
も
あ
っ
た
オ
ボ
フ
集
団
を
ば
政
治
的
に
大
き
く

結
束
さ
せ
る
も
の
と
し
て
働
い
た
の
で
あ
る
。
か
よ
う
に
し
て
、
当
時
の
モ
ン
ゴ
ル
社
会
に
は
、

そ
の
大
小
強
弱
を
問
わ
ず
、
各
オ
ボ
フ

間
に
は
、
自
己
保
存
の
た
め
に
も
そ
れ
ら
を
相
互
に
結
び
つ
け
合
う
ウ
ル
フ
的
関
係
が
随
処
に
見
受
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
ウ

ル
フ
結
合
体
の
分
離
結
合
こ
そ
が
、
当
時
の
モ
ン
ゴ
ル
遊
牧
社
会
の
政
治
の
実
際
を
動
か
し
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
と
推
論
さ
れ
る
。

チ
ン
ギ
ス
汗
勃
興
直
前
の
モ
ン
ゴ
ル
・
ウ
ル
ス
の
政
治
的
組
織
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
、
こ
れ
を
右
の
社
会
組
織
に
関
す
る
説
明

に
結
び
つ
け
て
、
多
少
の
結
論
を
見
出
し
て
み
た
い
。
チ
ン
ギ
ス
汗
勃
興
以
前
の
モ
ン
ゴ
ル
・
イ
ル
ゲ
ン
内
の
政
治
的
組
織
に
つ
い
て

は
、
ラ
シ
ィ

ー
ド
・
ウ
ッ
デ
ィ
ー
ン
の
記
事
が
、
不
完
全
な
が
ら
も
あ
る
程
度
の
解
明
を
与
え
て
く
れ
る
。

ン
ゴ
ル
・
ウ
ル
ス
は
、

左
襄
と
中
翼
と
右
翼
の
三
翼
に
わ
か
れ
て
お
り
、

4
 

に
活
躍
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

つ
ま
り
、

そ
れ
に
よ
る
と
、
当
時
の
モ

左
翼
は
タ
イ
チ
ウ
ト
と
い
う
強
力
な
オ
ボ
フ
集
団
の
長
老
カ
ダ
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て
、
こ
の

fl

ウ
ル
フ
11

の
構
造
こ
そ
、
当
時
の
モ
ン
ゴ
ル
部
族
制
社
会
の
性
格
を
解
明
す
る
鍵
を
握
る
も
の
と
し
て
、

っ
て
結
束
し
た

II

ウ
ル
フ
II

的
結
合
体
は

伝
承
を
共
通
に
す
る
族
集
団
と
し
て
、

ン

・
タ
イ
シ
を
統
率
者
と
仰
ぐ
タ
イ
チ
ウ
ト

・
ウ
ル
フ
の
結
合
体
で
あ
り
、
中
翼
は
キ
ャ
ト
と
い
う
、
こ
れ
ま
た
タ
イ
チ
ウ
ト
の
親
族

で
、
こ
れ
と
拮
抗
し
合
う
勢
力
を
も
つ
オ
ボ
フ
集
団
の
長
老
ク
ト
ラ
汗
を
統
率
者
と
仰
ぐ
キ
ャ
ト
・
ウ
ル
フ
の
結
合
体
で
あ
り
、
右
翼
は

推
定
す
る
と
こ
ろ
、
恐
ら
く
は
オ
ン
ギ
ラ
ッ
ト

・
オ
ボ
フ
出
身
の
ア
ダ
ル
汗
を
統
率
者
と
仰
ぐ
オ
ン
ギ
ラ
ッ
ト

・
ウ
ル
ス
の
結
合
体
で
あ

っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
各
認
に
お
い
て
は
、
各
自
の
指
溝
者
の
下
に
、

II

ク
リ
ル
タ
イ
II

と
い
う
政
治
的
集
会
の
制
が
あ
っ
て
、
各
粟
に
関
す
る
政
治
的
重
要
事
は
、
す
べ
て
こ
の

II

ク
リ
ル
タ
イ
11

で
決
定
さ

れ
て
い
た
。
に
も
拘
わ
ず
、

と
仰
い
で
、
そ
の
指
溝
の
下
に
一
致
行
動
し
た
も
の
と
察
せ
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、
各
翼
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
の
政
治
的
組
織
体
す
な
わ
ち

前
述
の

II

ウ
ル
ス
11

を
な
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
、
こ
れ
ら
が
例
え
ば
タ
タ
ー
ル

・
イ
ル
ゲ
ン
で
は
マ
ル
チ

・
タ
タ
ー
ル、

ン

・
タ
タ
ー
ル
な
ど
の
六
つ
の
分
族
1
1
イ
ル
ゲ
ン
の
つ
く
る
諸
ウ
ル
ス
か
ら
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
と
同
じ
く
、

も
ま
た
、
こ
れ
ら
分
族
1
1
イ
ル
ゲ
ン
の
つ
く
る
三
つ
の

II

ウ
ル
ス
II

の
連
合
体
に
外
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

カ
ょ
う
に
し
て
、

基
礎
単
位
と
し
て
、

一
層
の
究
明
を
加

そ
の
配
下
の
オ
ボ
フ
の
長
た
ち
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
る

モ
ン
ゴ
ル

・
イ
ル
ゲ
ン
全
体
の
運
命
に
カ
カ
わ
る
重
大
な
戦
争
の
際
に
は
、
中
翼
の
ク
ト
ラ
汗
を
全
体
の
汗

チ
ャ
ガ

モ
ン
ゴ
ル

・
イ
ル
ゲ
ン

モ
ン
ゴ
ル
と
か
タ
タ
ー
ル
と
か
ナ
イ
マ
ン
な
ど
と
い
わ
れ
た
イ
ル
ゲ
ン
集
団
は
、
大
体
に
お
い
て
族
祖
伝
承
や
移
住

”
部
族
II

な
ど
と
呼
ん
で
も
よ
い
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
ら
の
部
族
の
族
祖
か
ら
系
譜
的
に
細

か
く
わ
か
れ
出
た
小
さ
い
父
系
血
縁
集
団
は
、
こ
の
部
族
集
団
内
部
の
最
小
の
基
礎
的
血
縁
集
団
で
あ
る
と
と
も
に
、
ま
た
遊
牧
生
産
の

い
わ
ば

II

氏
II

集
団
を
な
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
れ
ら

II

氏
II

集
団
を
そ
れ
ぞ
れ
の
細
か
い
系
学
呻
関
係
を
辿

II

姓
II

的
存
在
と
い
っ
て
も
よ
い
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
、
著
者
は
思
料
す
る
。
そ
し
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梁
の
武
帝
爾
初
は
即
位
後
し
ば
ら
く
た
っ
た
天
監
七
年
（
西
紀
五

0
八
年
）
に
い
わ
ゆ
る
天
監
の
改
革
を
断
行
し
た
。
こ
の
改
革
の
目

的
は
大
き
く
分
け
る
と
二
つ
あ
っ
た
が
、

そ
の
一
っ
と
し
て
官
僚
層
の
体
質
改
善
が
あ
げ
ら
れ
る
。
本
日
と
り
あ
げ
る
の
は
そ
う
し
た
官

ま
ず
、
武
帝
が
改
革
に
お
い
て
旧
来
最
下
級
官
僚
層
で
あ
っ
た
後
門
層
を
官
僚
層
か
ら
お
し
出
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
る

が
、
お
そ
く
と
も
西
晋
の
末
ご
ろ
ま
で
に
族
門
制
と
も
い
う
べ
き
も
の
が
生
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
全
国
の
人
々
を
そ
の
政
治
社
会
身
分
に

よ
っ
て
上
下
四
つ
の
階
層
に
分
け
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
第
一
位
が
甲
族
層
で
あ
り
、
第
二
位
が
次
門
層
で
あ
り
、
第
三
位
が
後
門
層
で

あ
り
、
第
四
位
が
（
庶
民
た
る
）
三
五
門
層
で
あ
る
。
族
門
制
成
立
時
に
は
後
門
層
も
亦
一
応
仲
間
意
識
を
も
っ
て
結
ば
れ
る
士
人
層
に

入
っ
て
い
た
。
し
ヵ
し
す
で
に
東
晋
時
代
後
門
層
は
士
人
層
か
ら
お
し
出
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
東
晋
宋
斉
時
代
最
下
級
官
僚

祖
以
来
の
政
治
的
社
会
的
優
越
性
に
基
い
て
い
る
。
こ
う
し
た
も
の
で
あ
る
だ
け
に
対
内
的
に
見
た
際
士
人
間
の
仲
間
意
識
は
甲
族
層
と

し
て
の
そ
れ
と
次
門
層
と
し
て
の
そ
れ
と
に
分
れ
て
い
た
と
＞
う
こ
と
が
で
き
る
。
）

梁
の
武
帝
は
改
革
の
と
き
新
た
に
流
内
十
八
班
、
流
外
七
班
と
い
う
官
品
制
（
文
官
系
統
の
場
合
）
を
設
け
、
以
後
こ
れ
を
官
品
制
の

層
た
る
後
門
層
が
士
人
層
で
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
＞
た
の
を
意
味
す
る
。

（
東
晋
宋
斉
時
代
士
人
の
間
に
あ
る
仲
間
意
識
は
各
人
の
父

僚
層
の
体
質
改
善
の
実
態
と
そ
の
も
つ
歴
史
的
背
景
と
に
つ
い
て
で
あ
る
。

「南

朝

梁

の

官

僚

層

」

う
べ
き
問
題
と
心
得
え
る
次
第
で
あ
る
。

越

智

重

明
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（
こ
の
や
り
か
た
は
新
ら
し
い
戸
籍
偽
濫
対
策
た
る
一
面
を
も
つ
。
） （

二
品
勲
位
以
下
の
品
官
に
就
い
た
り
、
就
い し

基
本
的
な
も
の
と
し
て
い
る
。
こ
の
流
内
十
八
班
、
流
外
七
班
に
は
士
人
だ
け
が
就
く
べ
く
定
め
ら
れ
て
い
る
。
流
外
七
班
よ
り
下
に
役

目
と
し
て
の
三
品
蘊
位
以
下
が
列
し
て
い

る
が
、
こ
れ
は
後
門
陪
の
就
く
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
武
帝
は
改
革
に

お
い
て
士
人
層
だ
け
を
官
僚
庖
、
唯
一
の
政
治
的
支
配
者
層
と
し
た
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
は
必
ら
ず
し
も
武
帝
が

士
人
層
の
も
っ
「
伝
統
」
の
力
に
屈
服
し
た
か
ら
で
あ
る
、
と
＞

っ
た
よ
う
に
単
純
に
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
改
革
は
や
は
り

当
時
の
国
政
運
営
上
の
一
っ
の
必
要
性
と
結
び
つ
＞
て
い
た
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
の
必
要
性
と
い
う
の
は
結
局
国
家
の
把
握
す
る

役
人
（
役
を
負
担
す
べ
き
人
々
）
の
増
加
を
期
待
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
武
帝
は
即
位
す
る
と
直
ち
に
減
少
し
て
い
た
役
人
を
増
加

と
と
戸
籍
偽
濫
を
摘
発
す
る
こ
と
と
の
二
つ
で
あ
る
。

し
国
家
の
把
握
す
る
役
拡
を
増
加
す
る
必
要
に
せ
ま
ら
れ
た
。
こ
の
際
武
帝
が
と
る
べ
く
予
想
さ
れ
る
方
策
は
一
応
土
断
を
断
行
す
る
こ心

（
当
時
三
五
門
層
は
役
を
免
か
れ
る
た
め
に
、
盛
ん
に
後
門
層
の
就
く
べ
き
二
品

勲
位
以
下
の
品
官
に
就
い
た
り
、
就
い
た
と
偽

っ
た
り
し
て
い
た
が
、
後
者
が
当
時
の
戸
籍
偽
濫
の
大
き
い
部
分
を
占
め
て
い
た
。
）

か
し
当
時
の
政
治
社
会
情
勢
な
り
武
帝
の
即
位
の
事
情
な
り
は
、、
武
帝
が
こ
れ
ら
の
方
策
を
旧
来
通
り
の
や
り
か
た
で
強
力
か
つ
大
規
模

に
推
進
す
る
の
を
許
さ
な
か
っ
た
。

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
故
に
武
帝
は
後
門
層
の
就
く
べ
き
品
官
で
あ
っ
た
二
品
勲
位
以
下
を
改
め
て
役
目
と
し
て
の
三

品
敷
位
以
下
に
切
り
さ
げ
、
以
て
後
門
層
を
（
広
義
の
）
就
役
者
層
と
す
る
と
同
時
に
、

た
と
偽
っ
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
）
役
を
免
か
れ
て
い
た
多
数
の
三
五
門
層
出
身
者
を
自
動
的
に
役
の
対
象
者
と
す
る
や
り
か
た
を
と

つ
ぎ
に
、
武
帝
が
改
革
に
お
い
て
上
層
の
次
門
層
を
甲
族
層
と
同
質
的
な
政
治
的
支
配
者
層
に
指
定
し
た
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

改
革
以
前
二
品
と
い
う
言
葉
は
（
最
高
の
）
政
治
的
支
配
者
層
と
し
て
の
甲
族
層
な
り
そ
の
就
く
べ
き
官
な
り
を
指
し
て
い
た
。
改
革
以

東
祥
文
固

i

,
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背
景
と
し
て
は
、

荊
州
州
鎮
の
そ
う
し
た
動
向
を
事
実

後
二
品

(11
流
内
十
八
班
）
の
語
は
甲
族
層
と
上
層
の
次
門
層
の
就
く
べ
き
官
を
指
す
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
れ
は
武
帝
が
上
層
の
次
門
層

を
中
族
層
と
同
質
的
な
（
最
高
の
）
政
治
的
支
配
者
層
と
し
よ
う
と
し
た
の
を
示
し
て
い
る
。

武
帝
が
改
革
に
あ
た

っ
て
と
く
に
上
層
の
次
門
層
を
重
視
し
そ
れ
に
（
最
高
の
）
政
治
的
支
配
者
層
と
し
て
の
地
位
を
与
え
た
歴
史
的

つ
ぎ
の
三
つ
の
点
が
考
え
ら
れ
る
。
第
一
は
、
甲
族
層
が
政
治
身
分
の
固
定
化
に
安
ん
じ
官
僚
と
し
て
無
能
化
し
て
い

た
け
れ
ど
も
、
次
門
層
と
く
に
そ
の
上
層
部
が
そ
れ
に
比
べ
た
際
政
治
担
当
カ
・
事
務
処
理
能
力
を
も
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
第
二

は
、
そ
の
即
位
ま
で
の
過
程
に
お
い
て
武
帝
と
一
部
上
層
の
次
門
層
と
の
間
に
特
殊
な
結
び
つ
き
が
あ
り
、

か
つ
そ
う
し
た
人
々
が
改
革

ご
ろ
の
武
帝
政
権
に
お
い
て
枢
要
な
地
位
を
占
め
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
武
帝
は
も
と
も
と
苑
州
州
鎮
の
長
官
と
し
て
の
実
力
に
よ
っ
て

梁
王
朝
を
建
て
た
人
物
で
あ
る
。
彼
は
薙
州
に
赴
任
し
て
以
来
虎
視
眈
々
と
し
て
挙
兵
の
機
を
ね
ら
っ
て
い
た
が
、

そ
う
し
た
彼
を
た
す

け
、
本
来
州
鎮
の
も

っ
て
い
る
自
律
的
独
立
的
性
格
を
充
実
し
た
の
は
、
ご
く
僅
か
の
例
外
を
除
く
と
薙
州
な
ど
の
上
層
の
次
門
層
出
身

の
人
々
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
官
僚
と
し
て
概
ね
有
能
で
あ
り
、
彼
の
挙
兵
時
に
あ

っ
て
も
梁
王
朝
の
前
期
に
あ
っ
て
も
そ
の
権
力
の
中
枢

に
あ

っ
て
大
い
に
活
躍
し
て
い
る
。
な
お
、
薙
州
在
任
中
彼
は
軍
事
面
で
荊
州
州
鎮
の
長
官
の
支
配
を
受
け
て
い
た
が
、

州
州
鎮
の
長
官
は
か
え

っ
て
彼
に
従
い
、

に
入
る
ま
で
の
彼
の
軍
事
力
の
基
幹
は
薙
州
の
軍
事
力
を
主
と
し
荊
州
の
軍
事
力
を
副
と
す
る
。）

そ
の
挙
兵
時
荊

そ
れ
に
つ
れ
て
荊
州
州
鎮
の
も
つ
軍
事
力
が
彼
の
傘
下
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
首
都
建
康

上
決
定
し
た
荊
州
要
官
の
殆
ん
ど
す
べ
て
は
苑
州
な
ど
の
上
層
の
次
門
層
出
身
者
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
首
都
建
康
に
入
っ
た
彼
を
迎
え
て

受
禅
の
実
現
に
努
力
し
た
の
は
沈
約
、
苑
雲
の
両
名
で
あ
り
、
改
革
に
人
事
を
掌
る
吏
部
尚
書
と
し
て
大
き
い
役
割
を
果
し
た
の
は
徐
勉

で
あ
る
が
、
こ
の
三
名
も
亦
上
層
の
次
門
層
出
身
者
で
あ
る
。
ま
た
、
武
帝
の
家
も
も
と
も
と
上
層
の
次
門
の
出
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
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会
に
も
っ
力
に
た
よ
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

府
で
活
躍
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
も
と
も
と
彼
ら
は
地
方
官
界
に
大
き
い
勢
力
を
も
ち
か
つ
郷
村
社
会
の
動
向
に
主
導
性
を
も
っ
て
い
た

が
、
か
く
て
そ
の
傾
向
は
一
段
と
強
化
さ
れ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
後
門
層
、

往
々
地
方
官
界
、
郷
村
社
会
の
有
力
者
層
で
あ
っ
た
。
改
革
に
あ
っ
て
は
そ
れ
ら
の
抵
抗
を
お
さ
え
る
必
要
が
あ
る
が
、

地
方
官
界
、
郷
村
社
会
に
お
い
て
そ
れ
よ
り
も
大
き
い
力
を
も
つ
階
層
の
協
力
を
必
要
と
す
る
。
し
か
し
（
一
部
の
特
別
な
も
の
を
除
く

と
）
甲
族
層
は
そ
の
期
待
に
応
え
る
力
を
も
っ
て
い
な
い
。

に
含
め
た
だ
け
で
な
く
、

さ
て
、
武
帝
は
改
革
に
あ
た
り
上
層
の
次
門
層
の
就
く
べ
き
官
を
（
起
家
の
官
か
ら
極
官
に
至
る
ま
で
）
す
べ
て
二
品
11
流
内
十
八
班

さ
ら
に
進
ん
で
彼
ら
を
盛
ん
に
制
度
面
で
甲
族
と
し
、
し
か
も
そ
の
甲
族
た
る
こ
と
が
そ
の
子
孫
に
及
ぶ
よ
う

な
配
慮
を
し
て
い
る
。
こ
れ
は
そ
れ
ら
が
旧
来
の
甲
族
層
に
よ
っ
て
そ
の
仲
間
入
り
を
認
め
ら
れ
る
の
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う

し
た
こ
と
は
武
帝
が
長
い
時
間
を
か
け
て
甲
族
層
そ
の
も
の
の
体
質
を
改
善
し
、

も
つ
と
い
っ
た
こ
と
は
殆
ん
ど
な
か
っ
た
。

る
。
第
三
は
、
改
革
時
う
ち
だ
さ
れ
た
役
人
増
加
策
に
対
す
る
後
門
層
、

く
に
上
層
の
次
門
層
に
し
か
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
九
品
官
人
法
が
始
め
て
設
け
ら
れ
た
こ
ろ
甲
族
層
の
前
身
で
あ
る
上
級
の
士
人
層

は
い
わ
ゆ
る
在
地
豪
族
的
性
格
を
強
く
も
っ
て
お
り
、
本
貫
に
あ
る
郷
党
、
宗
人
と
の
連
繋
も
強
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
魏
中

期
州
大
中
正
の
制
が
設
け
ら
れ
て
か
ら
上
級
の
士
人
層
1
1
甲
族
層
は
次
第
に
そ
の
本
貫
を
か
け
て
い
る
郷
村
社
会
と
無
縁
と
な
っ
た
。
と

く
に
南
朝
に
入
っ
て
か
ら
甲
族
層
は
中
央
要
官
を
独
占
す
る
こ
と
に
満
足
し
、
地
方
官
界
、
郷
村
社
会
を
お
さ
え
そ
の
動
き
に
主
動
性
を

一
方
、
次
門
層
は
甲
族
層
が
中
央
官
界
の
要
官
を
独
占
す
る
に
つ
れ
、
専
ら
地
方
官
界
や
軍

そ
の
た
め
に
は

そ
れ
だ
け
に
武
帝
は
次
門
層
と
く
に
上
層
の
次
門
層
が
地
方
官
界
、
郷
村
社

そ
れ
を
若
返
ら
せ
よ
う
と
し
た
の
を
意
味
す
る
。

（
富
裕
な
）
三
五
門
層
も
亦
そ
れ
な
り
に

（
富
裕
な
）
三
五
門
層
の
抵
抗
を
お
さ
え
得
る
力
が
次
門
層
と

- 63 -



「
侯
家
荘
の
殷
の
台
墓
に
つ

い
て」

3

研
究
会

（
東
洋
文
庫
談
話
会
）

）
と
は
つ

い
に
完
成
し
な
か
っ
た
と
す
べ
き
で
あ
る
。

間
入
り
を
認
め
ら
れ
な
い
。
）
武
帝
の
改
革
に
お
け
る
措
置
は
、

京

都

大

学

名

誉

教

授

梅

原

末

治

一
面
で
右
の
よ
う
な
天
子
の
族
門
支
配
権
を

一
段
と
強
化
し
た
も
の
と
い

（
後
者
の
際
「
新
甲
族
」
は
通
常
旧
来
の
甲
族
層
か
ら
仲

と
こ
ろ
で
、
族
門
制
成
立
期
に
あ
っ
て
は
、
各
人
が
甲
族
・
次
門
・
後
門

・
三
五
門
の
ど
れ
に
属
す
る
か
と
い
う
こ
と
は
そ
れ
ぞ
れ
実

態
に
即
し
た
も
の
で
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。
し
か
し
一
旦
族
門
制
が
制
度
化
さ
れ
て
し
ま
う
と
、
各
族
、
各
門
は
彼
ら
の
生
活
感
情
、
仲
間

意
識
に
基
く
機
能
を
も
っ
と
同
時
に
制
度
自
体
か
ら
の
作
用
を
も
受
け
て
く
る
。
南
朝
に
入
る
と
天
子
に
よ
っ
て
制
度
的
に
甲
族
が
次
門

と
さ
れ
た
り
次
門
が
甲
族
と
さ
れ
た
り
す
る
が
、
こ
れ
は
そ
の
事
例
で
あ
る
。

え
る
。
し
か
し
そ
れ
に
し
て
も
、

昭
和
四
一
年
五
月
三

0
日

そ
れ
は
旧
来
の
甲
族
層
が

「新
甲
族
」
層
の
仲
間
入
り
も
認
め
る

こ
と
に
よ
っ
て
始
め

て
最
終
目
的
を

達
成
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
旧
来
の
甲
族
層
が
官
僚
と
し

て
無
能
で
あ
り

一
方
上
層
の
次
門
層
ー
「
新
甲
族
」
層
が
官
僚
と
し
て
有
能
で
あ

る
こ
と
、
旧
来
の
甲
族
層
が
一
種
の
寄
生
官
僚
的
性
格
を
も
つ
こ
と
、

は
梁
時
代
に
あ
っ
て
も
変
り
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
旧
来
の

甲
族
層
は
上
層
の
次
門
層
の
拾
頭
に

「階
層
」
と
し
て
内
心
大
き
い
脅
威
を
感
じ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
う
し
た
状
態
で
あ
る
だ
け
に

一
般
的
に

い
っ
て
旧
来
の
甲
族
層
が
「
新
甲
族
」
層
の
仲
間
入
り
を
容
認
す
る
こ
と
、
ひ
い

て
は
甲
族
層
そ
の
も
の
の
体
質
を
改
善
す
る

な
お
、
全
体
的
に
見
た
際
改
革
以
後
官
僚
層
は
次
第
に
安
定
性
を
欠
い
で
き
て
い
る
。
そ
れ
は
結
局
、
改
革
以
後
再
び
役
人
が
減
少
し

た
こ
と
と
、
後
門
層
の
広
義
の
庶
民
へ
の
切
り
下
げ
に
よ
っ
て
国
家
権
力
の
基
盤
が
不
安
定
に
な
っ
た
こ
と
と
に
よ
る
。
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「
欧
米
人
日
本
語
研
究
書
」

昭
和
四
一
年
九
月
一
七
日

昭
和
四
一
年
一

0
月
二
二
日

昭
和
四
二
年
二
月
四
日

第
五
十
二
回
展
示
会

「
チ
ベ
ッ
ト
古
代
王
朝
と
唐
朝
と
の
血
縁
関
係
」

昭
和
四
一
年
―
一
月
―
ニ
・
一
三
日

今
回
の
展
示
会
は
主
と
し
て
十
九
世
紀
以
前
に
我
が
国
と
接
触
し
た
欧
米
の
人
々
の
編
著
を
通
し
て
外
国
人
が
我
々
の
言
語
を
如
何
に

観
察
し
、
如
何
に
研
究
し
た
か、

学
的
と
は
云
い
が
た
い
け
れ
ど
も
、

的
に
記
憶
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
の
趣
旨
に
よ
り
、
例
え
ば
、
ド
イ
ツ
の
日
本
語
学
者
G
u
n
t
h
e
r
W
e
n
c
k
氏
の
大
著
J
a
p
a
n
i
s
c
h
e

4

展

示

会

そ
の
述
を
歴
史
的
に
回
顧
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
著
作
は
必
ず
し
も
、
真
に
言
語

そ
の
努
力
の
成
果
は
各
国
に
お
け
る
日
本
語
研
究
の
土
台
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
、

「
明
代
の
大
戸
に
つ
い
て
」

「満
文
原
橘
に
つ
い
て
」

消
代
史
研
究
委
員
会

於
東
洋
文
庫

神
戸
大
学
助
手
内
地
研
究
員

昭
和
四
一
年
七
月
一
六
日

「
ア
ジ
ア
近
代
化
と
比
較
社
会
構
造
ー
東
南
ア
ジ
ア
史
を
例
と
し
て
ー
」

中
央
ア
ジ
ア
・
イ
ス
ラ
ム
研
究
室

昭
和
四
一
年
六
月
一
八
日

「
ア
ジ
ア
諸
民
族
研
究
所
レ
ニ

ン
グ
ラ
ー
ド
支
所
に
つ
い
て
」

昭
和
四
一
年
五
月
三
一
日

i 

「
殷
代
の
彫
像
」

京
都
大
学
名
誉
教
授

南
方
史
研
究
室

神
田
信
夫
•
松
村

チ
ベ
ッ
ト
研
究
室

谷

口

規

矩

雄
い
ず
れ
も
歴
史

山

口

瑞

鳳

市

川

健

二

郎

護
澗
•
岡
田
英
弘

雅

夫

梅

原

末

治
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八
、
内
外
の
東
洋
学
に
関
す
る
情
報
提
供
、
通
信
連
絡

六
、
内
外
の
大
学
カ
レ
ン
ダ
ー
の
蒐
集

五
、
日
本
に
つ
い
て
の
外
国
語
文
献
書
誌
補
充
カ
ー
ド
の
作
成

P
h
o
n
e
t
i
k
 
四
巻
(
-
九
五
四
し
一
九
五
九
）
を
始
め
、
戦
後
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
言
語
学
者
た
ち
の
著
述
の
類
は
一
切
割
愛
し
た
。

展
示
し
た
書
籍
は
、
本
文
庫
所
蔵
の
原
型
な
い
し
写
真
五
三
点
で
あ
る
。
欲
を
い
え
ば
き
り
が
な
い
が
、
欧
米
人
日
本
語
研
究
史
の
鳥

諏
は
以
て
可
能
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
若
干
の
品
目
を
参
考
に
番
外
と
し
て
加
え
た
が
、
こ
れ
は
解
説
目
録
に
は
登
載
し
な
か
っ
た
。
展
示

本
年
度
事
業
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

一
、
現
存
外
国
東
洋
学
者
人
名
辞
典
の
編
纂

二
、
東
洋
史
研
究
論
文
目
録
編
集
委
員
会
編
「
日
本
に
お
け
る
東
洋
史
論
文
目
録
」
索
引
作
成
の
援
助

三
、
欧
米
各
国
に
お
け
る
ア
ジ
ア
言
語
の
研
究
と
教
授
と
に
関
す
る
実
態
調
査
結
果
の
整
理

四
、
中
国
考
古
学
研
究
論
文
カ
ー
ド
作
成
と
整
理
(
-
九
六
六
年
五
月
迄
、
六
月
以
降
関
係
刊
行
物
休
刊
）

七
、
東
洋
文
庫
刊
行
物
の
欧
文
要
旨
作
成

九
、
来
日
外
国
人
学
者
へ

の
便
宜
供
与

5

情

報

連

絡

書
籍
の
選
択
及
び
解
題
作
成
の
一
切
は
、
亀
井
孝
研
究
員
が
担
当
し
た
。

- 66 -



逐単

計次

刊 行

行

物本

区

分

資

料

交

換

逐単

計 干l行

行

物 本

区

分

資

料

購

入

選
択
図
書
カ
ー
ド

6
 

書

―
冊

一
、
九
六
九

一
、
八
九
一

三
、
八
六
〇

（
新
聞
十
種
）

一

和

漢

和

漢

図
書
の
収
集
と
閲
覧

一、

資
料
の
収
集
及
び
サ
ー
ビ

ス

一
、
0
0
0枚、

受
四一三
九四四 書
ー四七冊――

洋
--ヽ

七九八
四ニニ 書
六三 三冊

--1贈

洋

九五四
九 〇 八 書
七八九冊

五 ニニ、、、

六八七
〇 一九
六四二冊

|― 

計

珊

八
三
ナ

六
五
二

一
、
四
八
八

計

収
集
図
書
事
務
用
カ
ー
ド

国

内
一冊

六
二
三

八
五
一

一
、
四
七
四

二
、
一
四
四
枚
、

寄

国

ニミ
六ー五
仁 0二外
九三六冊

—l 贈

通
信
連
絡

四三て
一九一
〇 五四
＝ 四九冊

ニ
八

0
件。

計
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焼
付
枚
数

八
八
、
五
七
二
枚

リ
フ
ァ
レ
ン
ス

五
八
件

撮
影
鮪
数

八
九
、
九

0
六
鮪

ス
ラ
イ
ド

四
0
枚

申
込
件
数

四
三
六
件

写
真
複
写

資料複写サービス

そ 複 洋 和

写
の 漢

資

他 料 書 書

製 製 製 製

峡 本 峡 本

． 

璽
~ 

ーノ゚」‘ 
゜

兄
ノ＇‘ 

゜

製

本 b

洋
書
地
域
別
分
類
目
録

a 
閲
覧
用
目
録
カ
ー
ド
排
列

洋
書
著
者
名
目
録

特
別
事
業

ボ
ジ
択
数

一
五
、
一
七
五
呪
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b
 

a 

和
書

六
九
二
部

図
書
整
理
漢
籍

六
三
八
部

一
五
九
葉

ゼ
ロ
ッ
ク
ス
複
写

二
、
目
録
及
び
整
理

新
収
増
加
図
書

和
漢
書
目
録
室

あ
る。

で
、
と
り
あ
え
ず
シ
ナ
本
部
に
属
す
る
も
の
の
整
理
を
始
め
た
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
調
査

版
す
る
た
め
現
物
調
査
を
行
い
、
カ
ー
ド
目
録
を
作
成
し
た
。

P
e
r
i
o
d
i
c
a
l
s
 

の
調
査

洋
書
目
録

申
込
件
数

フ
ィ
ル
ム
蒐
集

分
類
目
録
カ
ー
ド

六
八
二
件
、

、E
、

ニ
ノ
音

＾
 
．
 

二
0
部。

一、

0
0
0
部

東
洋
文
庫
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
モ
リ
ソ
ン
蒐
集
の
雑
誌
類
百
二
十
種
と
、
其
後
に
購
入
し
た
千
三
百
余
種
と
の
綜
合
目
録
を
出

モ
リ
ソ
ン
は
百
頁
未
満
の
印
刷
物
を
。ハ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
し
て
特
殊
扱
い
を
し
た
が
、
此
の
カ
ー
ド
目
録
が
完
備
し
て

い
な
い
の

二
、
―
二
七
冊

一
、
一
八
三
冊

四
七
二
葉

枚
数

焼
付
蒐
集

二
六
、

二
軸

一
枚
の
紙
片
を
も
余
さ
ず
カ
ー
ド
を
取
り
始
め
目
下
続
行
中
で

八
九
五
枚
。
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c
 

考
査
件
数

登
録

d

整
理

2
 

ー

ア
ジ
ア
文
献
目
録

一
四
号

一
九
六
六
年
五
月
刊

-
、
―
ニ
―
枚

一
五
五
名
（
二
五
六
四
ー
ニ
七
一
八
）

六
一
件

「
西
ア
ジ
ア
地
域
総
合
研
究
」
の
為
、
蒐
集
せ
る
諸
文
献
中
の
ア
ラ
ビ
ア
語
文
献
約
八
九

0
部
の
目
録
カ
ー
ド
六
、

0
0
0

枚
、
及
び
オ
ス
マ

ン
・
ト
ル
コ
語
文
献
約
八

0
部
の
目
録
カ
ー
ド
五

0
0枚
を
謄
写
印
刷
に
よ
り
作
製
し
た
。

昭
和
四
十
一
年
度
譲
受
（
受
贈
及
購
入
）
等
図
書
三
三
九
冊
（
ニ
ニ
ケ
国
語
）
の
整
理
、
及
び
目
録
カ
ー
ド
約
二
、
三

0
0枚

を
謄
写
作
製
し
た。

和
・
漢
・
洋
単
行
本
及
逐
次
刊
行
物

目
録
カ
ー
ド
複
製

新
着
書
目
刊
行

新
着
図
書
目
録

洋
書
速
報
（
国
立
国
会
図
書
館
刊
）

三
、
図
書
の
閲
覧
及
び
考
査

閲
覧
票
発
行
者
数

書
庫
内
書
架
増
設

和
装
本
及
扶
題
箋

三
、
五
九
五
部

二
三
四
号
し
二
六
0
号
(
-
九
六
六
•
四
・
一
ー
一
九
六
七
・
三
·
一
五
）

ス
チ
ー
ル
棚

十
三
台

六
、
九
八

0
枚

六
、
三
三
二
冊

六
一
三
葉
四
軸
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月 開 閲党者数 扇晶 （昨△と年印の同は比減月〕閲党図書数 箪晶 C昨△と年印の同は月比減）

日
292人 13人

人 冊 冊 冊

4 24 45 4,003 167 2,546 

5 23 355 16 141 4,539 198 2,041 

6 25 323 13 39 5,940 234 1,444 

7 25 476 20 68 8,952 359 1,722 

8 26 587 23 114 14,395 554 2,065 

， 24 447 19 84 6,649 278 919 

10 24 441 19 17 8,603 359 3,095 

11 21 388 19 △ 113 7,781 372 △ 1,401 

12 22 442 21 106 6,118 280 △ 871 

1 22 285 13 43 3,467 158 10 

2 22 262 12 39 3,555 162 △ 1,208 

3 25 296 12 2 7,099 284 3,063 

計 |283 I 4,594 I I I s1, 099 I | 

和 書 漢 籍 洋 書 I合
計

月 部数冊数部数冊数部数冊数 1部数 1冊数

4 153 376 422 3,157 235 361 814 4,003 

5 225 740 428 3,385 217 414 870 4,539 

6 151 480 505 5,100 185 360 841 5,940 

7 163 428 999 7,880 282 644 1,444 8,952 

8 290 603 1,145 12,559 396 877 1,668 14,395 

， 172 261 655 5,013 316 879 1,154 6,649 

10 146 302 749 7,771 244 535 1,139 8,603 

11 372 821 720 6,452 320 508 1,412 7,781 

12 230 709 781 5,099 241 410 1,252 6,118 

1 186 564 323 2,476 243 407 572 3,467 

2 108 186 352 2,790 243 579 703 3,555 

3 116 341 510 6,082 507 656 1,133 7,079 

昭
和
四
一
年
度

図
書
閲
覧
状
況

＾
 
..
 

閲
覧
図
書
数

内
訳
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「
東
洋
文
庫
洋
書
目
録

「
漢
籍
分
類
目
録
集
部

「
漢
籍
分
類
目
録
史
部

四
、
特
別
事
業

定
期
刊
行
物
」

東
洋
文
庫
之
部
」

「
特
殊
文
庫
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
連
合
目
録
」

東
洋
文
庫
之
部
」

編
集 B

5
判

刊
行

刊
行

三
五

0
頁
（
予
定
）

印
刷
中
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• I 

議
事
昭
和
四
十
二
年
度
研
究
事
業
計
画
案
に
つ
い
て

報
告

秋
期
（
昭
和
四
二
年
三
月
二
五
日
）

昭
和
四
十
一
年
度
研
究
事
業
中
間
報
告

議
事
昭
和
四
十
一
年
度
研
究
事
業
計
画
に
つ
い
て

報
告

春
期
（
昭
和
四
一
年
五
月
二
四
日
）

昭
和
四
十
年
度
研
究
事
業
報
告

昭
和
四
十
一
年
度
の
委
員
会
は
左
の
如
く
行
わ
れ
た
。

財
団
法
人
東
洋
文
庫
は
、
戦
前
か
ら
そ
の
研
究
事
業
に
国
際
的
規
模
の
実
績
を
あ
げ
て
き
て
お
り
、
さ
ら
に
い
ま
、
東
洋
学
研
究
総
合

セ
ン
タ
ー
と
し
て
広
範
な
研
究
者
の
共
同
利
用
と
一
般
公
開
性
を
具
え
、
研
究
者
に
対
す
る
便
宜
供
与
を
行
い
、
専
門
分
野
に
於
け
る
国

内
及
び
国
際
的
連
絡
の
中
心
と
し
て
の
役
割
を
果
す
こ
と
を
広
く
期
待
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
そ
の
諸
事
業
を
、
広
く
全
国
的
組
織
に
よ

る
東
洋
学
者
の
総
意
を
反
映
し
て
運
営
す
る
た
め
、
昭
和
三
十
三
年
よ
り
、
東
洋
学
に
関
す
る
主
要
な
研
究
機
関
及
び
研
究
分
野
の
代
表

者
に
依
嘱
し
て
東
洋
学
連
絡
委
員
会
を
組
織
し
、
文
庫
の
事
業
計
画
に
関
す
る
助
言
を
う
け
て
い
る
。

ー

r. 

ノ‘

研

究

調

査

活

動

東
洋
学
連
絡
委
員
会

＋
 

ら

ヽ
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研
究
担
当
者

研
究
協
力
者

佐
々
木
正
哉

〔
研
究
目
的
〕

市
古
宙
三

岩
崎
富
久
男

衛
藤
藩
吉

坂
野
正
高

日
本
の
近
代
化
は
ア
ジ
ア
史
あ
る
い
は
世
界
史
上
か
ら
も
注
目
を
惹
く
現
象
と
さ
れ
る
が
、

そ
の
過
程
は
中
国
・
朝
鮮
を

は
じ
め
と
す
る
東
ア
ジ
ア
諸
国
の
近
代
化
過
程
と
不
可
分
の
か
か
わ
り
あ
い
を
も
つ
。
然
る
に
従
来
の
研
究
は
主
と
し
て
内
発
的
国
内
過

程
か
外
交
史
的
関
係
に
注
目
す
る
に
止
り
、
世
界
各
国
特
に
ア
ジ
ア
諸
国
の
近
代
化
と
の
構
造
的
相
互
連
関
に
お
い
て
理
解
し
よ
う
と
す

る
試
み
が
不
充
分
で
あ
っ
た
。
東
洋
文
庫
は
特
に
次
の
三
点
に
重
点
を
お
い
た
研
究
を
行
う
。
①
日
本
及
び
ア
ジ
ア
諸
国
の
近
代
化
の
契
機

は
、
十
六
世
紀
に
は
じ
ま
り
十
九
世
紀
に
特
に
顕
著
と
な

っ
た
欧
米
諸
国
の
ア
ジ
ア
ヘ
の
進
出
と
植
民
地
的
支
配
体
制
の
確
立
で
あ
る
。

ア
ジ
ア
諸
国
は
か
か
る
衝
撃
に
対
す
る
対
決
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
近
代
化
へ
の
契
機
を
つ
か
ん
だ
。
従
来
充
分
明
か
で
な

い
こ
の
欧
米
の
進
出
過
程
を
ア
ジ
ア
史
の
立
場
か
ら
具
体
的
に
究
明
す
る
。
③
ア
ジ
ア
諸
国
は
時
期
に
差
こ
そ
あ
れ
こ
の
欧
米
の
進
出
に

対
す
る
対
応
を
契
機
と
し
て
様
々
な
過
程
と
態
様
と
を
以
て
、
近
代
化
に
踏
み
出
し
た
。
日
本
近
代
化
の
独
自
性
と
特
殊
性
を
明
か
に
す

る
比
較
史
的
研
究
及
び
日
本
の
近
代
化
と
ア
ジ
ア
諸
国
の
近
代
化
と
の
構
造
的
関
連
を
究
明
す
る
。
⑲
日
本
の
近
代
化
に
対
し
て
加
え
ら

安
岡
昭
男
山
根
幸
夫
山
本
達
郎
箭
内
健
次

鈴

木

俊

田

川

孝

三

田

中

時

彦

田

中

正

俊

鳥

海

靖

沼

田

次

郎

松

村

潤

護

雅

夫

有

馬

成

甫

生

田

滋

榎

一
雄

2

特

定

研

究

岩
生
成

課
題

「
日
本
の
近
代
化
過
程
に
対
す
る
国
際
的
評
価
と
そ
の
背
景
」

神

田

信

夫

北

村

甫

河

野

六

郎
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3

機

関

研

究

れ
る
様
々
の
国
際
的
評
価
は
以
上
の
諸
点
を
照
ら
し
出
す
重
要
な
意
味
を
含
む
と
同
時
に
各
国
の
近
代
化
の
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
を
ふ
ま
え

て
い
る
。
従

っ
て
欧
米
諸
国

・
ア
ジ
ア
諸
国
の
評
価
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
は
各
国
と
我
国
と
の
段
階
的
質
的
相
違
の
把
握
に
有
効
な
作

業
で
あ
る
。

〔
研
究
経
過
の
概
要
〕

東
洋
文
庫
は
、
旧
開
国
百
年
記
念
事
業
会
収
集
資
料
と
戦
前
の
欧
文
日
本
研
究
書
の
蒐
集
を
擁
し
、

国
際
協
力
研
究

「東
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
西
洋
文
明
受
容
の
歴
史
的
背
景
」
を
担
当
し
、
諸
大
学
間
の
共
同
利
用
研
究
セ
ン
タ
ー
と
し

て
の
役
割
を
果
し

て
き
た
。

従
来
テ
ー
マ
に
連
関
し
て
東
洋
文
庫
に
お
い
て
出
さ
れ
た
成
果
に
次
の
如
き
も
の
が
あ
る
。

こ

(A
Select
e
d
 List 
of 
B
o
o
k
s
 
o
n
 J
a
p
a
n
 in
 W
e
st
e
r
n
 L
a
n
g
u
ag
es
 (1
9
4
5
~

'̀6
0
)

"
 
C
A
 studies a
n
 A
s
i
a
 A
bro
a
d
 I) 

T
h
e
 I
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n
 
C
e
n
t
re
 of 
A
s
i
a
n
 S
t
u
d
i
e
s
,
 19

6
4
.
 p
p
.
 

7
4
.
 T

o
y
o
 B
u
n
ko
.
 

「
東
洋
文
庫
所
蔵
近
代
日
本
関
係
文
献
分
類
目
録
ー
和
漢

・
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
部
ー」

第
一

し
第
三
分
冊
の
刊
行

三
八
年

本
特
定
研
究
の
初
年
度
（
昭
和
四
十
一
年
度
）
に
お
い
て
は
、
主
要
な
研
究
課
題
を
II

近
代
化
の
契
機
と
し
て
の
欧
米
諸
国
の
ア
ジ
ア

へ
の
進
出
II

と
し
、
そ
の
研
究
に
必
要
な
る
欧
文
の
資
料
お
よ
び
参
考
図
書
を
収
集
整
理
し
た
。

「
欧
文
日
本
研
究
書
目
」
（
一

九
四
五

t
一
九
六

0
)
の
刊
行

ぷ

ら

會

＊
 

昭
和
三
六
し

ユ
ネ
ス
コ
の
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4 悠

〔
研
究
目
的
〕

京
善
本
中
に
は
、

〔
本
年
度
の
経
過
〕

合

課
題
「
金
石
文
を
主
と
し
た
朝
鮮
史
の
基
礎
的
研
究
」

研

究

の
約
三

0
0
点
に
ひ
き
つ
づ
き
、
本
年
度
は
約
二
五

0
点
を
引
伸
ば
し
た
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
『
北
平
図
書
館
善
本
焼
付
目
録
二
』

を
刊
行
し
た
。
地
方
志
の
他
、
相
当
数
の
文
集
を
も
引
伸
ば
し
た
の
で
、

る
よ
う
に
す
る
。

そ
の
焼
付
目
録
も
漸
次
刊
行
す
る
予
定
で
あ
る
。

上
述
の
よ
う
に
マ
イ
ク
ロ
・
フ
ィ
ル
ム
を
購
入
し
て
引
伸
ば
し

度
の
地
方
的

・
歴
史
的
相
違
に
関
す
る
研
究
）
佐
伯

富

山

根

幸

夫

菊

池

英

夫

鶴

見

尚

弘

草

野

靖

疇

に
お
け
る
郷
村
支
配
層
の
存
在
形
態
に
関
す
る
研
究
）
市
古
宙

田
中
正
俊

神

田

信

夫

松

村

潤

（
税
役
制

研
究
代
表
者

研
究
分
担
者

（
書
誌
的
調
査
並
び
に
目
録
の
作
成
）

中
国
史
研
究
の
基
本
史
料
を
豊
富
に
含
ん
で
い
る
歴
代
地
方
志
を
体
系
的
に
蒐
集
・
整
理
し
、
こ
れ
を
基
礎
と
し
て
書
誌

・
社
会
•
財
政
三
班
を
組
織
し
、
近
世
中
国
社
会
の
基
礎
構
造
を
研
究
す
る
。

佐
々
木
正
哉

（
近
世
中
国

わ
が
国
に
も
多
数
の
地
方
志
が
存
在
す
る
が
、
旧
北
平
図

書
館
所
蔵
の
善
本
に
し
て
、
久
し
く
ア

メ
リ
カ
談
会
図
書
館
に
保
管

（
昭
和
四
十
一
年
台
湾
へ
返
還
）
さ
れ
て
い
た
、

い
わ
ゆ
る

L
C
北

わ
が
国
に
現
在
し
な
い
地
方
志
も
多
数
存
在
す
る
の
で
、
全
部
マ
イ
ク
ロ
・
フ
ィ
ル
ム
に
し
て
わ
が
国
で
も
利
用
で
き

一
応
製
本
を
完
了
し
た
も
の
は
、
昭
和
四
十
年
度

田
川
孝

課
題

「
地
方
志
に
も
と
づ
く
中
国
社
会
の
研
究
」

田

川

孝

三

榎

一

雄

青

山

定

雄

藤

枝

晃

宇

都

木

章
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る。

辻

直

四

郎

課
題
「
パ
ー
リ
語
辞
典
編
纂
の
た
め
の
基
礎
的
研
究
」

研
究
代
表
者

研
究
分
担
者

〔
研
究
経
過
の
概
要
〕

本
研
究
が
対
象
と
し
て
扱
う
朝
鮮
金
石
史
料
は
従
来
か
ら
朝
鮮
史
研
究
の
第
一
次
史
史
料
と
し
て
重
視
さ
れ
な
が

ら
、
基
本
的
な
調
査
研
究
が
不
十
分
で
あ
っ
た
た
め
、
十
分
に
史
料
的
価
値
を
発
揮
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
本
研

究
で
は
と
く
に
こ
の
点
に
留
意
し
、
昭
和
四
十
一
年
度
か
ら
三
ケ
年
の
計
画
で
国
の
内
外
に
わ
た
つ
て
金
石
史
料
と
く
に
拓
本
を
集
収

し
、
目
録
を
作
成
す
る
一
方
、

③
韓
国
史
料
の
集
収

（
蒙
古
文
）
岡
田
英
弘

杉
山
信
三

そ
の
う
ち
の
重
要
な
も
の
を
え
ら
ん
で
解
読
・
校
訂
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
四
十
一
年
度
中
に

行
っ
た
主
な
仕
事
は
つ
ぎ
の
ご
と
く
で
あ
る
。

「
真
興
王
巡
狩
碑
」
等
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
の
異
種
拓
本
の
調
査
に
重
点
を
お
い
た
。

「
奉
徳
寺
鐘
銘
」
を
は
じ
め
十
数
点
の
拓
本
を
購
入
調
査
し
た
。
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
戦
後
韓
国
で
新
た
に
採
訪
さ
れ
た
も
の
で
あ

研
究
代
表
者

と
く
に
「
広
開
土
王
陵
碑
」

①
国
内
の
各
種
拓
本
の
調
査
と
複
製
写
真
の
作
成

古
語
）
河
野
六
郎

（
満
州
文
）
松
村
潤

（
金
石
文
一
般
）
梱
本
亀
治
郎

（
新
羅
以
前
）
末
松
保
和
村
山
正
雄

末
松
保
和

（

高

麗

李

朝

）

田

川

孝

三

武

田

幸

男

森

岡

康

長

正

統

（
朝
鮮
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本
年
度
に
出
版
・
収
集
さ
れ
た
図
書
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

近
代
中
国
研
究
委
員
会

近
代
中
国
に
関
す
る
研
究
を
推
進
す
る
た
め
に
、
図
書
を
収
集
整
理
し
、
研
究
書
・
参
考
書
を
編
集
刊
行
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
一
部
近
代
現
代
ア
ジ
ア
研
究

5
 

著
書

水
野
弘
元

各
種
研
究
委
員
会

干
潟
龍
祥
舟
橋
一
哉

研
究
分
担
者

（
第
一
班
、

パ
ー
リ
語
辞
典
に
お
け
る
諸
原
則
の
解
明
）
辻
直
四
郎

〔
研
究
経
過
の
概
要
〕

見
と
し
て
こ
れ
を
提
示
し
た
。

（
第
二
班

K
の
部
の
研
究
）
雲
井
昭
善

水
野
弘
元

本
究
研
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
学
士
院
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。ハ

ー
リ
語
語
彙
に
関
す
る
資
料
に
も
と
ず
き
、
パ

ー
リ
語
辞
典
を
編
纂
す
る
た

め
に
す
る
基
礎
的
な
研
究
で
あ
る
。
従
来
そ
の
資
料
の
入
手
に
努
力
し
て
き
た
が
、
昭
和
四
十
年
度
か
ら
本
格
的
な
研
究
の
段
階
に
は
い

り
、
本
年
は
S
u
m
a
n
.
g
a
l
avilasini
か
ら
語
彙
を
ひ
ろ
い
、
デ
ン
マ

ー
ク
資
料
と
対
比
し
た
。

そ
の
結
果

A
Critical Pali D
i
c
t
i
o
n
a
r
y
,
 

b
e
g
u
n
 b
y
 V
.
 Tr

e
n
c
k
n
e
r
の
た
め
に
語
彙
を
輯
集
す
べ
き
文
献
の
範
囲
に
つ
い
て
リ
ス
ト
を
作
製
し
、
デ
ン

マ
ー
ク
に
日
本
側
の
意

桜
部
建
共
編
『
印
度
仏
教
固
有
名
詞
辞
典
』
補
正
表
、
法
蔵
館
、
昭
和
四
二
年
二
月

山

口

益

舟

橋

一

哉

足

利

惇

氏

桜

部

建

前

田

恵

学

中

村

元

金

倉

円

照

干

潟

龍

祥
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第
二
部

欧
米
に
お
け
る
日
本
研
究
論
著
の
調
査
研
究
を
行
な

っ
た。

洋
書

和

漢

書

中

国

文

近
代
中
国
研
究

解
放
日
報
記
事
目
録

清
末
の
秘
密
結
社

佐
々
木
正
哉
編

近
代
中
国
研
究
セ
ン

タ
ー
彙
報

近
代
中
国
研
究
セ

ン
タ
ー
彙
報

⑫
収
集
図
書

二
三
九
点

近
代
日
本
研
究
委
員
会

東
亜
考
古
学
研
究
室

一、

0
八
二
点
、

東
ア
ジ
ア
研
究

邦
文

二
九
二
点
、

一
九
六
六
年
九
月

B
5

漢
籍

一
九
点

8
 

三
二
頁

三
二
頁

7
 

一
九
六
六
年
六
月

B
5

資
料
篇

一
九
六
七
年
三
月

B
5

ー

一
九
六
七
年
一
月

B
5

ニ
四
三
頁

中
国
社
会
経
済
史
語
黛
星
斌
夫
編

一
九
六
六
年
―
二
月

B
5

①
出
版

第
七
輯

ー‘．
 

一
九
六
六
年
―
二
月

A
5

四
三
二
頁

四
二
五
頁

三
0
0頁
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本
年
度
に
は
、
先
に
原
稿
の
完
成
し
た
宋
代
史
年
表
が
、

梅
原
末
治
氏
の
寄
贈
に
か
か
る
「
梅
原
考
古
資
料
」
日
本
関
係
の
資
料
を
年
代
順
に
大
別
し
、
各
時
代
ご
と
に
遺
物
、
遺
跡
地
域
等
に

よ
り
検
索
出
来
る
様
に
整
理
分
類
を
行
っ
た
。
資
料
の
整
理
分
類
の
一
切
は
、
平
田
美
智
子
氏
が
担
当
し
た
。

古
代
史
研
究
会

西
周
金
文
（
西
周
金
文
辞
大
系
）
講
読
会
を
開
き
、
言
語
、
経
学
、
考
古
、
歴
史
等
の
諸
方
面
か
ら
す
る
解
読
研
究
を
行
っ

て
い
る
。

敦
煽
文
献
研
究
委
員
会

前
年
度
か
ら
の
継
続
事
業
と
し
て
、
国
内
国
外
に
現
存
す
る
西
域
出
土
古
文
書

・
古
文
献
の
所
在
調
査

・
収
集

・
整
理
及
び
内
外
の
諸

書
類
第
二
分
冊
寺
院
文
書
」

機
関
並
び
に
研
究
者
の
要
望
に
し
た
が
つ
て
収
集
資
料
の
公
開

・
複
写
サ
ー
ビ
ス
等
を
お

こ
な
っ
た
。
ま
た
本
年
度
は
前
年
度
に
引
き
続

き
『
ス
タ
イ
ン
敦
燒
文
献
|

|
碩
此
疇
繹
芦
疇
此
鱈
虹
謬

5応ー
—
分
類
目
録
初
稿
非
仏
教
文
献
之
部
』
の
編
纂
を
お
こ
な
い
、
「
古
文

（
油
印
）

を
刊
行
し
た
。
次
年
度
に
は

「
典
籍
類
」

の
中

「
言
語
文
献
」
、「
道
教
文
献
」
、「
文
学
（
変
文
）

文
献
」
の
最
終
原
稿
を
作
成
し
、

宋
史
提
要
編
纂
協
力
委
員
会

そ
の
刊
行
を
図
る
。

ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド

・エ

ン
チ
ン
研
究
所
の
好
意
に
よ
り
、
北
宋
部
分
の
出
版
費

を
供
給
さ
れ
た
の

で
、
そ
の
編
集
と
出
版
に
努
力
し
、
現
在
か
な
り
進
捗
し
て

い
る
。
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①
「
清
太
宗
実
録
校
訂
本
の
作
成
」

ま
た
前
年
度
に
引
き
つ
づ
き
、
文
部
省
科
学
研
究
費
に
よ
る
「
宋
代
以
降
中
国
農
村
社
会
経
済
語
彙
の
研
究
」
の
中
、
宋
代
班
と
し
て

「
宋
会
要
輯
稿
」
食
貨
の
語
彙
索
引
及
び
要
綱
の
作
成
に
従
事
し
た
。
そ
の
た
め
毎
月
一
回
研
究
会
を
開
い
て
作
成
し
た
カ
ー
ド
の
検
討

に
当
り
、
市
耀
根
草
、
経
総
制
銭
、
賦
税
雑
録
、
茶
法
雑
録
そ
の
他
の
語
彙
カ
ー
ド
と
要
綱
と
を
作
成
し
た
。
ま
た
宋
代
名
人
伝
記
索
引

は
、
宋
人
文
集
、
地
志
、
金
石
類
、
永
楽
大
典
な
ど
に
見
え
る
伝
記
の
索
引
カ
ー
ド
原
稿
が
ほ
ぼ
完
成
し
た
の
で
、
今
後
は
刊
行
を
目
標

と
し
た
い
。
宋
代
研
究
文
献
速
報
は
外
国
か
ら
も
好
評
を
得
て
い
る
の
で
引
き
つ
づ
き
作
成
し
て
便
に
供
し
て
い
る
。

明
代
史
研
究
委
員
会

前
年
度
か
ら
の
継
続
事
業
と
し
て
、
明
清
社
会
経
済
語
彙
の
語
彙
解
を
つ
く
る
作
業
を
つ
づ
け
て
い
る
。
分
担
者
は
田
中
正
俊
・
岩
見

宏
・
鶴
見
尚
弘
・
山
根
幸
夫
の
四
人
で
あ
る
。
昭
和
四
十
一
年
九
月
か
ら
は
神
戸
大
学
文
学
部
助
手
谷
口
規
矩
雄
氏
を
内
地
留
学
研
究
員

と
し
て
明
代
史
研
究
室
へ
迎
え
た
（
昭
和
四
十
二
年
二
月
ま
で
）
。

ま
た
、
明
初
の
基
本
史
料
で
あ
る
『
御
製
大
詰
』
の
輪
読
会
を
隔
週
に
も
ち
、
現
在
『
大
詰
続
編
』
を
読
了
し
た
。
そ
の
他
、
月
一
回

定
例
研
究
会
を
も
ち
、
同
じ
専
門
分
野
の
研
究
者
を
招
い
て
研
究
発
表
を
き
い
て
い
る
。

第
一
＿
一
部

満
蒙
•
朝
鮮
研
究

清
代
史
研
究
委
員
会

｀` 

清
朝
初
期
史
の
資
料
と
し
て
漉
文
老
楷
と
も
っ
と
も
密
接
な
関
係
を
も
つ
も
の
は
清
実
録
で
あ
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グ》

岡
田
）
を
行
い
、
満
州
語
の
話
し
手
で
あ
る
台
湾
大
学
教
授
広
禄
氏
な
ら
び
に
蒙
古
諸
方
言
に
つ
い
て
の
多
く
の
教
養
あ
る
話
し
手
と
接

触
す
る
機
会
を
得
、
将
来
に
お
け
る
本
格
的
調
査
が
き
わ
め
て
有
望
で
あ
る
こ
と
を
打
診
し
得
た
。

研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
多
数
の
明
清
橘
案
類
の
中
に
重
要
資
料
を
発
見
し
、

に
か
け
て
第
二
回
調
査
（
神
田
・
松
村
）
を
行
い
、
こ
れ
が
調
査
に
あ
た
っ
た
が
、

所
蔵
物
中
に
、

そ
の
所
在
が
不
明
で
あ
っ
た
満
文
原
橘
四
十
冊
の
存
在
が
確
認
さ
れ
、

一
九
六
六
年
八
月
三
日
よ
り
四
週
間
に
わ
た
る
第
三
回
の
調
査
（
神
田
•
松
村

•
岡
田
）
を
実
施
し
た
。
も
と
よ
り
同
資
料
は
六
千
頁
に
わ
た
る
危
大
な
も
の
で
、
今
次
の
調
査
に
お
い
て
は
、

得
る
に
と
ど
ま
っ

た
が
、

行
わ
れ
、

そ
の
資
料
的
価
値
に
つ
い
て
は
、
従
来
予
想
さ
れ
て

い
た
よ
り
は
、
遥
か
に
高
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
な
お
詳

そ
の
閲
覧
の
便
宜
を
得
る
に
い
た
っ
た
の
で
、

③
「
台
湾
に
お
け
る
満
蒙
の
言
語
及
び
文
献
の
実
地
調
査
」

参
照
し
て
校
異
の
作
成
に
あ
た
っ
た
。

り
、
老
楷
に
欠
落
し
て
い
る
箇
所
を
も
補
う
こ
と
が
出
来
る
。
と
く
に
太
宗
朝
の
場
合
は
老
橘
と
実
録
の
両
者
に
よ
っ
て
相
互
に
史
実
を

補
え
る
点
が
甚
だ
多
く
、
実
録
も
ま
た
老
楷
と
相
並
ぶ
重
要
な
根
本
史
料
で
あ
る
。

一
九
六
四
年
十
二
月
よ
り
翌
年
一
月

一
方
満
蒙
語
文
献
に
つ
い
て
は
中
央

し
か
し
通
行
の
乾
隆
重
修
の
太
宗
実
録
は
史
料
的
価

値
が
劣
る
の
で
、
史
料
と
し
て
使
用
す
る
に
は
順
治
初
修
本
や
康
熙
重
修
本
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
は
ま
だ
刊
本
が
な
い
が
、

幸
に
我
が
国
に
は
江
戸
時
代
に
舶
来
さ
れ
た
康
熙
本
三
種
が
現
存
す
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
文
字
の
誤
写
や
出
入
も
少
な
く
な
い
の
で
、

こ
れ
を
校
訂
し
て
出
版
す
る
こ
と
は
学
界
を
神
益
す
る
と
こ
ろ
が
多
大
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
本
年
度
に
お
い
て
は
ま
ず
こ
れ
ら
三
種
の

テ
キ
ス
ト
を
撮
影
焼
付
し
、
毎
週
東
洋
文
庫
に
お
い
て
校
合
を
行
う
と
と
も
に
、
乾
隆
本
実
録
、
満
文
老
橘
お
よ
び
各
種
の
文
書
集
等
を

一
九
六
二
年
十
月
よ
り
十
一
月
に
か
け
て
第
一
回
調
査
（
神
田
・
松
村
・

た
ま
た
ま
滞
在
中
に
お
い
て
台
中
の
故
宮
博
物
院
の

し
か
も
同
博
物
院
が
台
北
郊
外
士
林
へ
の
移
転
が

わ
ず
か
二
冊
を
検
訂
し
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中
央
ア
ジ
ア
・
イ
ス
ラ
ム
研
究
委
員
会

第
四
部
中
央
ア
ジ
ア
・
イ
ス
ラ
ム
・
チ
ベ
ッ
ト
研
究

細
に
つ
い
て
は
九
月
十
七
日
の
東
洋
文
庫
談
話
会
に
お
い
て
報
告
し
た
。

朝
鮮
研
究
委
員
会

①
朝
鮮
金
石
拓
本
お
よ
び
関
係
文
献
を
蒐
集
し
、
広
開
土
王
碑
そ
の
他
重
要
な
拓
本
数
点
の
写
真
複
製
を
お
こ
な
っ
て
そ
の
解
読
校
訂

の
作
業
に
着
手
し
た
。
こ
れ
は
総
合
研
究
「
金
石
文
を
主
と
し
た
朝
鮮
史
の
基
礎
的
研
究
」
の
一
環
と
し
て
お
こ
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

⑫
日
鮮
関
係
史
料
の
調
査
と
く
に
い
ま
ま
で
ほ
と
ん
ど
手
が
つ
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
釜
山
倭
館
関
係
記
録
の
調
査
を
行
な
っ
た
。
こ

れ
は
倭
館
駐
在
の
日
本
側
役
人
の
作
成
し
た
記
録
で
あ
る
が
、
こ

の
調
査
は
将
来
こ
の
史
料
に
対
応
す
る
朝
鮮
側
の
史
料
（
現
在
大
部
分

韓
国
に
あ
る
）
の
調
査
を
お
こ
な
う
た
め
の
基
礎
作
業
と
し
て
着
手
し
た
も
の
で
あ
る
。

③
李
朝
実
録
研
究
会
を
毎
週
開
い
て
世
宗
実
録
の
講
読
研
究
を
行
な
っ
た
。

特
定
研
究

「
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
地
域
研
究
」
の
一
環
と
し
て
、

り
八
年
間
、
我
が
国
に
は
殆
ど
将
来
さ
れ
て
い
な
い
、

が
、
昨
四
十
年
度
を
も
つ
て
本
地
域
研
究
も
一
応
打
切
と
な
っ
た
の
で
、
資
料
蒐
集
の
事
業
は
大
幅
に
縮
少
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の

で
、
本
年
度
は
今
ま
で
の
蒐
集
資
料
の
整
理
に
あ
た
っ
た
。

’-

「
イ
ス
ラ
ム
地
域
社
会
構
造
」
の
研
究
を
分
担
し
、
三
十
三
年
度
よ

イ
ス
ラ
ム
圏
地
域
刊
行
の
現
地
語
文
献
資
料
の
組
織
的
蒐
集
に
あ
た
っ

て
き
た

一
方
こ
の
地
域
研
究
の
総
括
的
し
め
く
く
り
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
日
本
に
お
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到
る
間
の
編
集
資
料
は
ほ
ぼ
整
備
さ
れ
た
。

パ
オ
・
ツ
ィ
ラ
ッ
・
テ
ン
ワ

担
当

チ
ベ
ッ
ト
歴
史
事
典
の
編
集

け
る
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
研
究
の
現
状
と
課
題
」
に
し
た
が
つ
て
、
西
ア
ジ
ア
部
門
の
う
ち
、

担
当
し
て
、
報
告
書
の
作
成
お
よ
び
、
研
究
文
献
解
題
目
録
の
編
集
刊
行
を
行
な
っ
た
。

チ
ベ
ッ
ト
研
究
委
員
会

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
、

史

・
社
会

・
文
化
の
総
合
的
研
究
」
を
開
始
し
た
が
、
昭
和
三
十
九
年
度
か
ら
は
文
部
省
補
助
金
に
よ
る
特
別
調
査
研
究
と
し
て
同
研
究

を
継
続
、
現
在
に
到
っ
た
。
こ
の
間
、
各
分
野
に
お
け
る
チ
ベ
ッ
ト
研
究
が
進
捗
し
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、

接
指
導
に
よ
り
、

し
て
、

イ
ン
ド
、

イ
ン
ド
か
ら
チ
ベ
ッ
ト
人
学
者
三
名
を
招
聘
し
て
、

チ
ベ
ッ
ト
語
を
話
し
、

山
口
瑞
鳳
、

ソ
ナ
ム
・
ギ
ャ
ー
ツ
ォ
、

チ
ベ
ッ
ト
研
究
委
員
会
は
、
昭
和
三
十
六
年
度
か
ら
、

mkき
a
s
P
a
'i
 d
g
a
'
s
t
o
n
 C
 

「
チ
ベ
ッ
ト
人
と
の
協
同
に
よ
る
チ
ベ
ッ
ト
の
言
語
・
歴

と
く
に
イ
ス
ラ
ム
以
降
十
八
世
紀
ま
で
を

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
補
助
金
に
よ
る
チ
ベ
ッ
ト
に
つ
い
て
の
国
際
協
力
研
究

チ
ベ
ッ
ト
文
献
を
正
確
に
解
読
で
き
る
若
い
研
究
者
が
育
ち
、

シ
ッ
キ
ム
な
ど
か
ら
チ
ベ
ッ
ト
文
献
・
資
料
を
入
手
、
整
備
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
後
さ
ら
に
研
究
を
発
展
さ
せ
る

た
め
の
基
盤
が
形
成
さ
れ
た
。
昭
和
四
十
一
年
度
に
お
け
る
研
究
の
進
行
状
況
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

ケ
ッ
ン

・
サ
ン
ボ

d
p
a
'o
 g
t
s
u
g
 l
a
g
 
p
h
r
e
n
g
 b
a
 
「
ケ
ー
ベ
ー
・
ガ
ト
ゥ
ン
」

ま
た
、

チ
ベ
ッ
ト
人
の
直

チ
ベ
ッ
ト
人
を
媒
介
と

五
六
四
年
）
を
調
査
し
、
同
書
に
よ
っ
て
事
典
の
項
目
、
記
載
事
項
を
補
訂
し
た
。
そ
の
結
果
、
十
一
世
紀
よ
り
十
八
世
紀
中
葉
に
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(2) (1) 

t
h
u
'u
 b
k
w
a
n
「
ト
ゥ
ム
タ
」
g
.
m
u
b
m
t
h
竺
の
研
究

多
田
等
観
、
山
口
瑞
鳳
、
川
崎
信
定
、
立
川
武
蔵
、
小
川
一
乗
、
二
瓶
幸
子
、
ソ
ナ
ム
・
ギ
ャ
ー
ツ
ォ
、
ケ
ッ
ン

・
サ
ン
ボ

「
カ
ギ
ュ
派
」

「
サ
キ
ャ
脈
」
の
章
の
訳
註
原
稿
の
作
成
を
終
り
、
「
カ
ー
ダ
ム
派
」

日
本
に
現
存
す
る
チ
ベ
ッ
ト
文
献
の
目
録
の
編
集

山
口
瑞
鳳
、

講
読
会
の
開
催

ケ
ッ
ン
・
サ
ン
ボ

「
ゲ
ル
ク
派
」
の
章
の
研
究
を
開
始
し
た
。

東
洋
文
庫
所
蔵
蔵
外
チ
ベ
ッ
ト
文
献
、
東
洋
文
庫
マ
イ
ク
ロ
・
フ
ィ
ル
ム
所
蔵
大
英
博
物
館
所
蔵
敦
煽
出
土
チ
ベ
ッ
ト
文
献
の
基

礎
目
録
カ
ー
ド
と
各
文
献
と
の
照
合
、

カ
ー
ド
の
補
訂
を
終
り
、
目
録
原
稿
の
作
成
を
開
始
し
た
。

北
村
甫
、
湯
川
恭
敏
、
星
実
千
代
、

次
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
毎
週
一
回
ず
つ
、

ツ
ェ
リ
ン
・
ド
ゥ
ー
マ
、

ソ
ナ
ム
・
ギ
ャ
ー
ツ
ォ
、

ラ
サ
方
言
の
文
法
研
究
、
録
音
資
料
（
会
話
、
物
語
）
の
文
字
化
と
分
析
を
進
め
、

ケ
ッ
ン
・
サ
ン
ボ

ヤ
ク
テ
ya
g
t
e
方
言
の
調
査
、
第
十
四
世

ダ
ラ
イ
ラ
マ
「
わ
が
国
土
と
人
民
」
涙
g
o
s
kyi y
u
l
 d
a
n
g
 n
g
o
s
 kyi m
i
 d
m
a
n
g
s
 C

一
九
六
三
年
）
な
ど
を
資
料
と
す
る
現
代

チ
ベ
ッ
ト
人
を
中
心
に
講
読
会
を
開
い
た
。

T
h
e
 C
o
u
n
c
i
l
 for 
T
i
b
e
t
a
n
 E
d
u
c
a
t
i
o
n
 :
 "P
r
i
m
a
r
y
 school 
R
e
a
d
e
r
 5." 
D
h
a
r
m
s
a
l
a
,
 

1
9
6
3
.
 

(
:
終
了
）

D
a
m
d
i
n
s
u
r
e
n
(
e
d
.)
 :
 "T
i
b
e
t
a
n
 
a
n
d
 M
o
n
g
o
l
i
a
n
 T
a
l
e
s
 o
f
 V
e
t
 ala
." 
U
l
a
n
 B
a
t
a
r,
 

1
9
6
4.
 

C

終
了
）

5
 文

語
の
研
究
を
開
始
し
た
。

担
当

4

現
代
チ
ベ
ッ
ト
語
の
記
述
的
研
究

担
当

3
 

担
当

2

土
観

ペ

““ 
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ノ

第
五
部
南
ア
ジ
ア
・
イ
ン
ド
研
究

と
が
で
き
た
。

学
な
ど
）
に
協
力
し
た
。
ま
た
、

チ
ベ
ッ
ト
人
の
媒
介
に
よ
り
、

「
サ
キ
ャ
派
全
書
集
成
」
複
製
出
版
の
準
備

ソ
ナ
ム
・
ギ
ャ
ー
ツ
ォ
師
将
来
の
「
サ
キ
ャ
派
全
書
集
成
」

s
a
s
k
y
a
 
b
k
a
:
bミ
m

す
な
わ
ち
、

6
 

ク
ン
ガ
・
ニ
ン
ボ
k
u
n
d
g
a

'
 

s
n
y
i
n
g
 p
0
か
ら
。ハク。ハ

'p
h
a
g
s
p
a
(
八
思
巴
）
に
到
る
サ
キ
ャ
派
五
大
師
の
全
集
に
、
同
派
の
。
コ
ル
チ
ェ
ン
・
ク
ン
ガ

・
サ
ン
ボ

N
g
o
r
 c
h
e
n
 k
u
n
 d
g
a
'
b
z
a
n
g
 p
0
な
ど
三
師
の
著
作
集
を
加
え
、
複
製
出
版
す
る
こ
と
を
計
画
、
目
次
・
索
引
の
原
稿
を
作
成
、

チ
ベ
ッ
ト
字
活
字
を
設
計
す
る
な
ど
、
準
備
を
完
了
し
た
。

チ
ベ
ッ
ト
人
協
力
者
は
、
以
上
の
諸
研
究
に
従
事
し
た
ほ
か
、
東
京
大
学
、
東
京
外
国
学
大
学
、
大
正
大
学
の
チ
ベ
ッ
ト
語
講
義
に
講

師
あ
る
い
は
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
と
し
て
参
加
し
、
東
京
大
学
、
高
野
山
大
学
な
ど
の
チ
ベ
ッ
ト
研
究
者
の
研
究
（
仏
教
学
、
民
族
音
楽

本
研
究
開
始
以
来
、
研
究
全
般
に
つ
い
て
指
導
に
あ
た
つ
て
来
ら
れ
た
多
田
等
観
師
が
、
昭
和
四
十
二
年
二
月
十
八
日
、
心
筋
梗
塞
に

よ
り
逝
去
さ
れ
た
。

担
当
北
村
甫
、
山
口
瑞
鳳
、
ソ
ナ
ム
・
ギ
ャ
ー
ツ
ォ

ニ
ン
マ
派
の
「
七
蔵
」

m
d
z
o
d
b
d
u
n
な
ど
貴
重
文
献
を
入
手
す
る
こ

③

D
e
b
 t
h
e
r
 
d
m
ミ、

p
o
g
s
a
r
 m
a
 C
昭
和
四
十
二
年
度
に
継
続
）
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西

義

郎

「
ビ
ル
マ
語
の
研
究
」

中

国

研

究

宋

代

史

丹

喬

中

国

研

究

宋

代

史

草

野

靖

従
来
、

わ
が
国
に
お
い
て
は
、
東
南
ア
ジ
ア
・
チ
ベ
ッ
ト
・
イ
ン
ド
・
イ
ス
ラ
ム
圏
及
び
中
央
ア
ジ
ア

・
満
蒙
な
ど
特
殊
な
言
語
・
文

字
の
修
得
を
前
提
と
す
る
研
究
分
野
は
、
基
礎
的
な
資
料
の
収
集
も
充
分
で
な
く
、

甚
だ
立
ち
遅
れ
て
い
た
。
東
洋
文
庫
は
、
戦
前
よ
り
こ
れ
ら
諸
地
域
の
現
地
語
資
料
の
収
集
に
つ
と
め
、
ま
た
こ
れ
ら
特
殊
分
野
の
次
代

を
担
う
専
門
研
究
者
を
養
成
す
る
た
め
に
研
究
生
の
制
度
を
設
け
て
い
た
が
、
戦
後
に
到
り
特
に
こ
う
し
た
末
開
拓
分
野
の
振
興
を
目
的

と
し
て
、
文
部
省
の
補
助
を
得
、
研
究
者
養
成
制
度
が
復
活
さ
れ
た
。
更
に
右
の
特
殊
分
野
以
外
に
つ
い
て
も
、

チ
ン
研
究
所
よ
り
の
援
助
金
を
得
て
大
学
院
博
士
課
程
修
了
程
度
の
人
材
に
引
続
き
数
年
間
の
研
究
の
機
会
を
与
え
、
後
継
研
究
者
の
養

成
が
行
わ
れ
て
き
た
。
文
部
省
及
び
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
・
エ
ン
チ
ン
研
究
所
補
助
金
等
に
よ
る
本
年
度
の
研
究
生
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

チ
ベ
ッ
ト
研
究

イ
ン
ド
研
究

ビ

ル

マ

研

究

山
崎
元
一

「
チ
ベ
ッ
ト
歴
史
辞
典
の
編
輯
及
び
チ
ベ
ッ
ト
暦
、
第
六
代
ダ
ラ
イ
ラ
マ
伝
の
研
究
」

「イ

ン
ド
古
代
史
の
研
究
」

「通
貨
問
題
よ
り
見
た
る
宋
代
財
政
史
の
研
究
」

「
宋
代
農
村
社
会
の
研
究
」

山
口
瑞
鳳

6
 
研

究

者

養

成

隔
週
金
曜
日
「
琉
球
歴
代
宝
案
」
の
講
読
研
究
会
を
開
い
て
い
る
。

南
方
史
研
究
委
員
会

ヽ

』

.

.

.
 

ハ
ー
ヴ
ァ

ー
ド
・
エ

ン

そ
の
研
究
の
持
つ
意
義
の
重
要
性
に
も
か
か
わ
ら
ず

- 87 -



〔論

文〕

〔

著

書

〕

市

川

健

二

郎

〔

雑

記

〕

〔翻

訳〕

生

田 〔
評
論
雑
記
〕

〔講 〔著

演〕 書〕

荒
〔

論

文

〕
7
 『

タ
イ
の
近
代
化
と
権
力
構
造
』

滋

↑
 

J
 

職
員
の
研
究
業
績

（
ア
ジ
ア
経
済
第
七
巻
四
号
、
昭
和
四
一
年
四
月
、

そ
の
三
」
（
「
中
央
大
学
紀
要
史
学
科
」

（
「
国
際
文
化
」
昭
和
四
一
年

―二
号）

（
東
大
東
洋
文
化

『
デ
リ
ー
諸
王
朝
時
代
の
建
物
の
研
究
第
一
巻
、
遺
跡
総
目
録
篇
』
（
山
本
達
郎
・
月
輪
時
両
氏
と
共
著
、
昭
和
四
二
年
三
月
）

「
パ
キ
ス
タ
ン
一
九
六
二
年
憲
法
に
つ
い
て
ー
イ
ス
ラ
ム
条
項
と
東
西
両
州
の
問
題
を
中
心
と
し
て
」

研
究
所
、
昭
和
四
二
年
二
月
）

「
回
教
ー
宗
教
と
政
治
・
社
会
ー
」

（
「
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
連
載
「
ア
ジ
ア
の
現
実
」
所
収
、
昭
和
四
二
年
八
月
）

「
ト
メ
・
ピ
レ
ス
著
『
東
方
諸
国
記
』
」
（
長
岡
新
治
郎
・
池
上
琴
夫
等
と
共
訳
、
岩
波
書
店
、
昭
和
四
一
年
一

0
月）

「
東
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
西
洋
文
化
の
摂
取
に
関
す
る
国
際
シ
ン
ボ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て
」

―
二
月
号
）

「東
南
ア
ジ
ア
社
会
研
究
の
方
向
」

松

雄

青

山

定

雄

（
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
昭
和
四
一
年

―
一
月
）

「
宋
代
に
お
け
る
華
北
官
僚
の
系
譜
に
つ
い
て

1
0
1
|
1
0
九
頁
）
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〔著

梅

原

末

治

〔論

宇

都

木

章

〔講 〔講 〔著 〔講

書
〕

文〕
演
〕

演〕 書
〕

岩

生

成

〔
学
界
動
向
〕 演

〕

『
朝
鮮
古
文
化
綜
鑑
第
四
巻
高
麗
』

岩

崎

富

久

男

「梁
啓
超
と
戊
戌
変
法
」

（
「
史
苑
」
二
六
巻
ニ
・
三
号
、

一
九
六
六
年
一
月
、

（
中
国
文
学
の
会
一

0
月
例
会
、
昭
和
四
一
年
一

0
月
八
日
）

「墨
子
尚
賢
論
の
一
側
面
」

（養
徳
社
刊
、
昭
和
四
一
年
五
月
）

「
独
医
ケ
ン

。ヘ
ル
の
日
本
史
と
そ
の
日
本
思
想
界
に
及
ぼ
し
た
影
堀
」

（
岩
波
書
店
、
昭
和
四
一
年
五
月
）

研
究
セ
ミ
ナ
ー
、
於
大
学
セ
ミ
ナ
ー
・
ハ
ウ
ス
、
昭
和
四
一
年
七
月
）

九
〇
し
九
八
頁
）

（
東
洋
学
報
第
四
九
巻
二
号
、

（
民
族
学
研
究
第
三
一
巻
四
号
、
昭
和
四
二
年
三
月
、
二
七
七
し
二
八
八
頁
）

（
東
洋
文
庫
談
話
会
、
昭
和
四
一
年
七
月
）

「
東
南
ア
ジ
ア
史
の
構
造
に
つ
い
て
の
一
般
討
論
ー
タ
イ
史
の
把
え
方
を
中
心
と
し
て
ー
」

「
海
外
研
究
情
報
」

（
東
南
ア
ジ
ア
史
学
会
会
報
第
二
号
、
昭
和
四
二
年
三
月
）

『
南
洋
日
本
町
の
研
究
』

「
ア
ジ
ア
近
代
化
と
比
較
社
会
構
造
」

「
タ
イ
華
僑
の
同
化
過
程
」

「
比
較
社
会
構
造
論
ー
ア
メ
リ
カ
か
ら
見
た
ア
ジ
ア
史
の
把
え
方
ー
」

ヘ

~
 
▲
 

（
東
京
大
学
東
南
ア
ジ
ア
史

（
日
本
学
士
院
例
会
、
昭
和
四
一
年
九
月
）

一
三
二
し
一
四
0
頁）

昭
和
四
一
年
九
月
、
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〔講 〔論

演〕 文〕

贔
夕

「
台
湾
史
前
文
化
観
」

.
 

▲
 

（
京
都
国
立
博
物
館
学
術
講
演
、
昭
和
四
一
年
九
月
）

『
殷
代
石
玉
骨
牙
文
物
展
観
解
説
』

「
故
宮
博
物
院
の
利
器
系
の
古
玉
三
種
」

「
中
国
出
土
の
破
璃
細
（
七
宝
）
の
遺
品
」

「
南
鮮
出
土
の
有
蓋
両
耳
銅
壺
」

「
福
岡
県
下
出
土
の
壺
鳳
鏡
片
」

「
殷
代
人
物
離
像
考
」

「
キ
刈
到
金
銅
冠
」

「
殷
代
人
物
彫
像
考
」

「
中
国
の
古
玉
」

「
殷
代
白
陶
孜
」

（
東
洋
文
庫
特
別
講
演
会
、
昭
和
四
一
年
五
月
三
0
•
三
一
日
）

（
故
宮
季
刊
一
ノ
一
、
昭
和
四
一
年
七
月
）

（
「
ミ
ュ
ジ
ア
ム
」
一
八
五
号
、
昭
和
四
一
年
八
月
）

（
韓
国
「
考
古
美
術
」
七
ノ
八
、
昭
和
四
一
年
八
月
）

（
「
炭
祝
李
済
博
士
七
十
歳
論
文
集
」
中
国
台
平
、
昭
和
四
二
年
一
月
）

（
韓
国
「
考
古
美
術
」
八
ノ
一
、
昭
和
四
二
年
一
月
）

（
同
上
八
ノ
ニ
、
昭
和
四
二
年
二
月
）

「
新
た
に
知
ら
れ
た
古
代
の
若
干
の
破
璃
容
器
」

（
中
華
民
国
故
宮
博
物
院
、
昭
和
四

一
年
四
月
九
日
）

（
中
華
民
国
国
立
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
、
昭
和
四
二
年
一
六
日
）

「
殷
代
の
彫
塑
芸
術
」

（
国
立
台
湾
大
学
人
類
考
古
学
系
学
術
講
演
会
、
昭
和
四
一
年
五
月
一

0
日）

「
侯
家
荘
殷
大
墓
群
と
其
の
文
物
」

「
殷
代
の
殷
大
墓
と
そ
の
文
物
」

（
黒
川
古
文
化
研
究
所
大
阪
第
一
回
公
開
講
演
会
、
昭
和
四
一
年
六
月
一
八
日
）

（
「
慶
祝
李
済
博
士
七
十
歳
論
文
集
」
下
冊
所
収
）

「
晋
率
善
穣
伯
長
銅
印
」

（
「
ミ
ュ
ジ
ア
ム
」
一
九
二
号
、
昭
和
四
二
年
三
月
）

（
「
九
州
考
古
学
」
二
八
号
、
昭
和
四
一
年
八
月
）

（
黒
川
古
文
化
研
究
所
、
昭
和
四
一
年
―
一
月
）
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＇` 

〔
評
論
雑
記
〕

〔書
〔
学
界
動
向
〕

〔講
〔著

榎

評〕
演〕

書〕

。'
『
邪
馬
台
国
（
増
補
版
）
』
（
「
日
本
歴
史
新
書
」
東
京
、
至
文
堂
、
昭
和
四
一
年
―
一
月
刊
、

B
6
判
、
二
六
四
頁
）

『
東
洋
史
』

「
シ
ル
ク
ロ

ー
ド
の
現
実
」

会
、
昭
和
四
二
年
一
月
三
一
日
）

「
ウ
ェ
ー
レ
ー
と
東
洋
学
」

「
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
活
勁
の
諸
問
題
」

「
石
井
良
助
•
井
上
光
貞
編
『
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
邪
馬
台
国
』
」

「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
現
実
（
一
、
二
）
」

ス
ト

（
月
刊
教
育
第
一
六
巻
四
号
一
し
三
頁
、
七
号
一
し
二
頁
、
昭
和
四
二
年
ニ
・
三
月
）

一
九
六
七
年
、
日
本
学
術
振
興
会
刊
、
七
九
し
八
八
頁
）

（
文
部
省
主
催
ド
キ
ュ
メ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
講
習
会
テ
キ

（
昭
和
四
一
年
一

0
月
二
九
日
、
東
洋
史
談
話
会
で
口
頭
発
表
）

（
国
際
文
化
一
四
七
号
二
四
ー
ニ
七
頁
、
昭
和
四
一
年
九
月
）

昭
和
四
一
年
五

・
六
月
）

「
北
京
図
書
館
所
蔵
敦
煽
文
書
の
影
印
に
よ
せ
て
（
上

・
下
）
」

（
学
鐙
第
六
三
巻
五
号
二
三
し
二
六
頁
、
六
号
―
二
し
一
六
頁

「ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
ド
キ
ュ

メ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
活
動
の
諸
問
題
」
（
文
部
省
主
催
第
六
回
ド
キ
ュ

メ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
講
習

「
邪
馬
台
国
に
つ
い
て
」

雄

索
引
）

「
同
上
」

•、

（
鎌
田
重
雄
博
士
と
分
担
執
筆
、

東
京
、
日
照
堂
、
昭
和
四
一
年
四
月
刊
、

（
立
教
大
学
史
学
会
大
会
、
昭
和
四
一
年
―
一
月
―
二
日
）

（
日
本
女
子
大
学
教
養
講
座
、
昭
和
四
一
年
―
二
月
七
日
）

（
黒
川
古
文
化
研
究
所
公
開
講
演
、
昭
和
四
一
年
―
一
月
一

三
日
）

A
5
判
、
本
文
二
三
五
頁
、
図
版

・
地
図
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〔
そ
の
他
〕

〔講 〔書 〔講

演
〕 評〕

〔
資
料
紹
介
〕 演

〕

〔

論

文

〕

「
満
文
原
楷
に
つ
い
て
」

（
東
洋
文
庫
談
話
会
、
昭
和
四
一
年
九
月
一
七
日
）

「
三
田
村
泰
助
著
『
清
朝
前
史
の
研
究
』
」

'̂L
i
f
e
 o
f
 
D
a
y
a
n
 Q
a
7
a
n
"
 A
c
t
a
 Asiatica 
11
,
 Oc

t
o
b
e
r,
 

1
9
6
6
.
 

〔学
界
動
向
・
報
告
〕

（
要
旨
は
国
際
東
方
学
者
会
議
紀
要
第
十
一
冊
に
掲
載
）

「
一
九
六
五
年
の
歴
史
学
界
ー
回
顧
と
展
望
ー
東
洋
史
（
満
州
・
蒙
古
）
」

一
年
五
月
）

「
第
三
回
若
手
ア
ル

タ
イ
学
、
中
央
ア
ジ
ア
学
研
究
者
集
会
」

「
浅
見
文
庫
本
備
辺
司
関
録
」

1
0
二
~
1
0七
頁
）

車

田

言

夫

J

，

↑

イ

已
f
e
o
f
 
D
a
y
a
n
 Q
a
r
a
n
"
 

「
ダ
ヤ
ン

・
ハ
ガ
ン
の
先
世
」

岡

田

英

弘

（
東
洋
史
研
究
二
五
巻

一
号
、
昭
和
四
一
年
六
月
、

（
東
洋
学
報
第
四
九
巻
一
号
、
昭
和
四
一
年
六
月
、

（
史
学
雑
誌
第
七
十
五
編
第
八
号
、
昭
和
四
一
年
八
月
）

M
a
y,
 

1
9
6
6
,
 at 

t
h
e
 
E
l
e
v
e
n
t
h
 International 
C
o
n
f
e
r
e
n
c
e
 of Orientalists in J
a
p
a
n
.
 

（
駿
台
史
学
一
九
号
、
昭
和
四
一
年
九
月
、

「
広
禄
・
李
学
智
著
『
清
太
祖
朝
老
満
文
原
楷
与
満
文
老
楷
之
比
較
』
」

「
国
際
ア
ル

タ
イ
学
者
会
議
」
（
「
明
治
大
学
新
聞
」
昭
和
四
一
年
七
月
二
八
日
）

「
ア
ジ
ア
の
文
化
交
流
（
一
、
二
）
」

（
国
際
文
化
一
五
二
号
二
し

（
史
学
雑
誌
第
七
五
編
第
五
号
、
昭
和
四

（
東
洋
学
報
第
四
十
九
巻
第
二
号
、
昭
和
四
一
年
九
月
）

―
二
七
し
一
三
八
頁
）

―
―
二
し
一
―
五
頁
）

一
五
三
号
六
し
八
頁
、
昭
和
四
二
年
二
、
三
月
）
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佐

伯
〔

書

評

〕

〔
学
界
動
向
〕

〔講

後

藤

均

平

〔論

河

野
〔雑

〔動 〔論

演〕 文〕 六 記〕
向〕 文〕

富

（
史
学
雑
誌
第
七
六
編
第
三
号
、
昭
和
四
二
年
三
月
）

「
一
九
六
三
年
の
歴
史
学
界
、
中
国

・
殷
周
の
部
」

「
朝
鮮
漢
字
音
の
研
究
＞
、
資
料
音
韻
表

I
」

「
朝
鮮
漢
字
音
の
研
究

VI
、
資
料
音
韻
表

II
」

「
後
漢
書
所
見
越
南
三
郡
叛
乱
記
事
」

「
東
洋
の
歴
史
一
・
ニ
」

（
朝
鮮
学
報
第
四
十
一
輯
一
し
七

0
頁
、
昭
和
四
一
年
一

0
月）

（
朝
鮮
学
報
第
四
十
二
輯
七
l
-

―
四
0
頁
、
昭
和
四
二
年
二
月
）

（
文
部
省
総
合
研
究
「
中
国
産
業
史
の
研
究
」
研
究
会
）

（
史
学
雑
誌
第
七
五
編
第
五
号
昭
和
四
一
年
五
月
）

郎
「
中
国
の
歴
史
博
物
館
③
」

（
東
洋
学
報
第
四
九
巻
二
号
一
三
三
し
一
四
七
頁
、
昭
和
四
一
年
九
月
）

「
中
国
に
お
け
る
封
建
制
理
論
覚
え
書
き
」

（
歴
史
評
論
一
九
七
号
、
六
七
し
七
六
頁
、
昭
和
四
二
年
一
月
号
）

総
説
編
収
所
、
昭
和
四
一
年
六
月
）

「
東
洋
経
済
史
学
史
、
日
本
に
お
け
る
方
法
論
、
時
代
区
分
論
」

「靡
仲
憔
と
第
一
次
国
共
合
作
」

「
太
湖
周
辺
の
旧
地
主
庄
園
そ
の

一
」

「
節
度
使
権
力
と
い
わ
ゆ
る
土
豪
層」

菊

池

英

夫

*、

lllr¥
'>'-1-3
E止

0
 

つ

（
井
上
幸
治
・入
交
好
脩
編
「
経
済
史
学
入
門
」
広
文
社
刊
、

（
山
梨
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告
第
一
七
号
、
三
〇
し
四
三
頁
、
昭
和
四
二
年
三
月
）

（
ア
ジ
ア
経
済
旬
報
六
四
八
・
六
四
九
・
六
五

0
号
、
昭
和
四
一
年
五
し
六
月
）

（
歴
史
教
育
一
四
巻
五
号
、
四
六
し
五
八
頁
、
昭
和
四
一
年
五
月
）

-93-



〔書
立

〔論 〔編 〔著 〔論 〔編 〔論 〔著

評〕 文〕 書
〕

書
〕

辻

直

四

郎

文〕 密
〕

花

孝

全 文
〕

書〕

... 
ヽ

'L
u
d
w
i
k
 S
t
e
r
n
b
a
c
h
 

「ケ
ー
シ
ン

・
ダ
ー
ル
ビ
ア
を
め
ぐ

っ
て」

『
イ
ン
ド
文
明
の
曙
ー~

ヴ
ェ
ー

ダ
と
ウ

パ
ニ
シ
ャ
ッ

ド
|
~
』

年
五
月
）

「
旧
三
国
史
と
三
国
史
記
」

『
青
丘
史
草

年

―
二
月
）

末

松

保

和

〔著

害
〕

第
二
』

『
宋
の
新
文
化
』

H
o
s
h
i
a
r
p
u
r
 1
9
6
3
,
 Inda,Iranian 

（私
家
版
、
昭
和
四
一
年
七
月
、
A
5
判
、
三
八
五
頁
、
新
収
論
文

一
六
篇
）

（
朝
鮮
学
報第
三
九
•
四
0
合
併
号
、
昭
和
四
一
年
四
月
）

「

T
h
e
C
a
t
a
l
o
g
 of 
Periodicals 
in 
F
o
r
e
i
g
n
 L
a
n
g
u
a
g
e
s
 in 
T
h
e
 T
o
y
o
 B
u
n
k
o
.」

「L
a
m
,
r
i
m
c
h
e
n
'
m
o
に
見
ら
れ
る

b
S
a
m
,
y
a
s
の
宗
論
に
つ
い

て」

「
ヴ
ェ
ー
ダ

・
ア
ヴ
ェ
ス
タ
ー」

「
故
ル
イ

・
ル
ヌ
ー
博
士
主
要
著
作
目
録
」

j

ミゞ

al
9
 (
1
9
6
6
)
,
 

p
.3
0
1ー

3
0
8
.

（
印
度
学
仏
教
学
研
究
第
一
五
巻
一
号
、
昭
和
四
一

（
岩
波
新
書
、
昭
和
四
二
年
）

（
世
界
古
典
文
学
全
集
、
筑
摩
書
房
、
昭
和
四
二
年
）

（
東
洋
文
庫
、
昭
和
四
二

（金
倉
円
照
博
士
記
念
論
文
集
―
二
三
し
一
三
七
頁
、
昭
和
四
一
年
）

（
東
洋
学
報
第
四
九
巻
四
号
0
1
~
0
三
三
頁
、
昭
和
四
二
年
三
月
）

C
a
na
k
y
a
,
N
i
ti,Text 
T
r
a
d
i
t
i
o
n
,
 Vol. 

O
n
e
." 

（
「
東
洋
の
歴
史
」
第
六
巻
、

人
物
往
来
社
刊
、
昭
和
四
二
年
三
月）
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〔評
論
雑
記
〕

〔翻
〔論

藤

枝 〔書
〔論

鳥

海

訳〕 文〕

〔
座
談
会
〕 評〕 文〕

「ハ

ン
ブ
ル
グ
の
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
」

（図
書
二
0
二
号
四
し
七
頁
、
昭
和
四
一
年
六
月
）

「大
谷

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
あ
れ
こ
れ
」

（図
書
二
0
一
号
八
し
一
―

頁
、
昭
和
四
一
年
五
月）

（
「
西
域
探
検
全
集
」
月
報
1

「
。ヘ

リ
オ

・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
複
写
始
末
記
」

「（
マ
ル
タ

・
ボ
イ
エ
ル
著
）
日
本
の
精
霊
た
ち
」

四
し
六
頁
、
昭
和
四
一
年
五
月
）

（読
売
新
聞
、
昭
和
四
一
年
八
月
一
九
日
）

「神
々
と
の
対
話
|
|
＇
文
字
の
生
い
立
ち

Il
」

「
殷
人
の
絵
文
字
|
|
＇
文
字
の
生
い
立
ち

I
」

晃
「鉄
道
敷
設
法
成
立
過
程
に
お
け
る
鉄
道
期
成
同
盟
会
の
圧
力
活
動
」
（
東
京
大
学
教
羨
学
部
人
文
科
学
科
紀
要
第
四
二
輯
「歴

靖

史
学
研
究
報
告
」
第

一
三
集

「歴
史
と
文
化」

IX
、
昭
和
四
二
年
三
月
）

「読
売
新
聞
社
編

東
京
の
百
年
I
」

「
再
検
討
シ
リ

ー
ズ
第
七
回

「再
検
討
シ
リ
ー
ズ
第
八
回

'
L
u
d
w
i
k
 
S
te
r
n
ba
c
h
 

第
二
次
世
界
大
戦
」

(M
a
d
r
a
s,
 A

d
y
a
r
 19
6
3
 ;
 i

b
.
 p
.3
0
7|

3
0
8
.
)
 

（歴
史
教
育
研
究
四
0
号
、
昭
和
四
一

年
七
月
）

戦
後
世
界
の
起
点
1

第
二
次
世
界
大
戦
と
戦
後
の
諸
問
題
ー
'
|
」

四
一
号
、
昭
和
四
一
年

一
0
月）

（日
本
美
術
工
芸
三
四
一
号
八

一し
九
0
頁
、
昭
和
四
二
年
二
月
）

（日
本
美
術
工
芸
三
四
二
号
五
四
し
五
九
頁
、
昭
和
四
二
年
三
月
）

「（
マ
ル
タ

・
ボ
イ
エ
ル
著
）
デ
ン
マ

ー
ク
国
立
博
物
館
蔵
蒔
絵
小
箪
笥
」
（
日
本
美
術
工
芸
三
三
二
号
、
昭
和
四
一
年
五
月
）

（日
本
史
の
研
究
第
五
六
、
昭
和
四
二
年
二
月
）

C
a
n
a
k
y
a
,
R
a
j
a
,
N
I
 ti
"
,
 

（歴
史
教
育
研
究
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〔論 〔書 〔論

宮

坂 〔講

松

村

文〕 平〕
1
1

＝ロ

〔
編
訳
書
〕 文〕 演〕

ノ 鼻

「
エ
チ

ア
ン
ヌ
・
バ
ラ
ー
シ
ュ
と
そ
の
遺
著
二
種
」

村

松

祐

次

「
中
国
革
命
根
拠
地
の
選
挙
制
度
に
つ
い
て
」

「
イ
ン
ド
省
図
書
館
の
ス
タ
イ
ン
収
集
写
本
」

「
飛
雲
閣
の
宵
」
（
図
書
二

0
四
号

一
〇
し
一
三
頁
、
昭
和
四
一
年
八
月
）

「
オ
フ
ェ
リ
ア
の
末
裔
」

「
二
人
の
ケ
ン
ブ
リ
ジ
・
メ

ン
」

（
東
洋
文
庫
談
話
会
、
昭
和
四
一
年
九
月
一
七
日
）

「
崇
徳
改
元
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」

（
図
書
二

0
七
号
二
〇
し
二
三
頁
、
昭
和
四
一
年
―
一
月
）

（
史
学
会
大
会
、
昭
和
四
一
年
―
一
月
一
三
日
）

「
中
華
ソ
ビ
エ
ト
共
和
国
の
選
挙
制
度
」

宏
「
台
湾
に
お
け
る
清
初
史
料
に
つ
い
て
」

「
満
文
原
櫓
に
つ
い
て
」

潤

（
一
橋
論
叢
五
七
巻
六
号
）

（
愛
知
大
学
国
際
問
題
研
究
所
紀
要
第
三
九
号
、
昭
和
四
一
年
六
月
）

（
図
書
二

0
五
号
二
三
し
二
六
頁
、
昭
和
四
一
年
九
月
）

（
「
西
域
探
検
全
集
」
月
報
3

（
日
大
史
学
会
秋
期
講
演
会
、
昭
和
四
一
年
一

0
月
八
日
）

（
専
修
大
学
社
会
科
学
研
究
所
月
報
第
三
三
号
、
昭
和
四
一
年
六
月
）

「
中
華
ソ
ビ
エ
ト
共
和
国
・
解
放
区
選
挙
法
令
資
料
」

（
福
島
正
夫
教
授
と
共
編
訳
、
。
フ
リ
ン
ト
版
、
昭
和
四
二
年
二
月
）

「
大
隅
逸
郎
著
『
清
朝
の
預
備
立
憲
』
と
『
欽
定
憲
法
』
」
、
同
氏
「
『
欽
定
憲
法
大
綱
』

の
破
産
と
『
十
九
信
条
』

の
頒

布
」
、
同
氏
『
清
末
に
お
け
る
婦
人
解
放
運
動
と
女
侠
秋
瑾
』
」
（
法
制
史
研
究

一
六
） し

六
頁
、
昭
和
四
一
年
九
月
）

- 96 -



〔論

護
〔著

〔書

文〕
書
〕

雅

夫

評〕

年
六
月
、
四
九
し
七
九
頁
）

「
孫
治
方
経
済
理
論
の
批
判
を
め
ぐ
っ
て
」

"
A
 d
o
c
u
m
e
n
t
a
r
y
 
s
t
u
d
y
 
o
f
 
C
h
i
n
e
s
e
 
l
a
n
d
l
o
r
d
i
s
m
 
in 
t
h
e
 late 
C
h
i
n
g
 a
n
d
 
t
h
e
 
early 

月

'T
h
e
l
a
n
d
 
p
r
o
b
l
e
m
 in 
t
h
e
 m
o
d
e
r
n
i
z
a
t
i
o
n
 of 
C
h
i
n
a
"
 (
A
c
t
a
 A
s
i
a
t
i
c
a 1
2
)
 

「
中
国
研
究
の
近
刊
数
種
|
|
F
.
M
i
c
h
a
e
l
 :

'̂
T
h
e
 T
a
i
p
i
n
g
 R
e
b
e
l
l
i
o
n
"

簡
又
文
『
大
平
天
国
典
制
通
考
』
、
同

『
太
平
天
国
全
史
』
、

七
巻
一
号
）

J
.
 Ch

e
s
t
e
r
 C
h
e
n
g
 ;
 "C
h
i
n
e
s
e
 s
o
u
r
c
e
s
 for t
h
e
 T
a
i
p
i
n
g
 R
e
b
e
l
l
i
o
n
."
」
（
一
踪
踪
唖
叢
五

『
古
代
ト
ル
コ
民
族
史
研
究

昭
和
四
一
年
―
二
月
、

「
東
突
蕨
国
家
内
部
の
胡
人
」

「
天
海
謙
三
郎
著
『
中
国
土
地
文
書
の
研
究
』
」

K
i
a
n
g
n
a
n
"
 (
B
S
O
A
S
.
 Vol. 
X
X
I
X
,
 pa
r
t
 3
)
 

「毛
沢
東
思
想
と
文
化
革
命
」

＊
 ヽ

I
』

（
現
代
ア
ジ
ア
研
究
会
「
毛
沢
東
思
想
と
中
国
の
社
会
主
義
」
所
収
）

一
三
二
頁
。
）

（
「
共
産
臨
問
題
」
一

0
巻
―
二
号
）

（
東
洋
学
報
第
四
九
巻
二
号
、
昭
和
）

（
山
川
出
版
社
、
昭
和
四
二
年
一
二
月
、
六
五
六
頁
、
英
文
二
五
頁
）

『
日
土
会
話
練
習
帖

(
P
r
a
t
i
k
Japonca,Tiirk<;e v
e
 Tiirk<;e,Japonca 
K
o
n
n
s
m
a
 R
e
h
b
e
r
i
)』

（
古
代
学
第

―
二
巻
一
号
、
昭
和
四
0
年
五
月
、

一
し
二

0
頁）

R
e
p
u
b
l
i
c
a
n
 

（
大
学
害
林
、

「
突
蕨
の
啓
民
可
汗
の
上
表
文
の
文
章
ー
ー
＇
読
「
突
厭
碑
文
」
箭
記
（
二
）
ー
~
（
東
洋
学
報
第
四
八
巻
一
号
、
昭
和
四
〇
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〔講

演
〕

「
最
近
の
日
本
に
お
け
る
中
国
史
研
究
」

（
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
大
学
東
洋
学
部
、
昭
和
四
一
年
四
月
一
六
日
）

「
日
本
に
お
け
る
主
要
な
る
東
洋
学
研
究
機
関
」

「
最
近
の
日
本
に
お
け
る
北
・
中
央
ア
ジ
ア
史
研
究
」

^
C
h
^
i
,
m
i
n
 H
a
k
a
n
''in 

^
^
O
n
 
Chi,li
-fa(Eltiibiir¥Eltiibir) 
a
n
d
 C
h
i
,
C
h
i
n
 (
I
r
k
i
n
)
 o
f
 t
h
e
 T

'ieh,le 
T
r
i
b
e
s
"
 (
A
c
t
a
 Asiatica
,
 N

o
.9̂
 

1965
,
 9,
 pp
.3
1
~
5
6
.)
 

「
『
契
丹
』
の
語
源
に
つ
い
て1

読
「
突
厭
碑
文
」
箭
記
（
一
）
ー
~
」
（
「
ユ
ー
ラ
シ
ア
文
化
研
究
」

月
、
三
七
し
四
七
頁
）

「
西
域
史
の
第
一
展
開
」

．
 

8
 

に
つ
い

て
」
（
東
大
東
洋
史
談
話
会
、
昭
和

，
 

（
『
西
城
』
、
河
出
書
房
、
昭
和
四
一
年
五
月
、
下
＿
九
し
七
一
二
頁
）

一
、
昭
和
四
0
年

一―

bir ~in 

I
m
p
a
r
a
t
o
r
u
n
a
 g
o
n
d
e
r
d
i
g
i
 
m
e
k
t
u
b
u
n
 
iislubu 
iizerine
"
 (Ti.irk 
Ki.il, 

ti.iri.ini.i 
A
r
a
9
t
i
r
m
a
 Enstiti.isi.i 
R
e
9
i
d
 R
a
h
m
e
t
i
 ic;in
,
 1966
,
 pp
.
 36

3ー

371)

「

T
u
r
k
D
i
l
 
K
u
r
u
m
u
:
 D
i
l
d
e
 Ozle~menin 

S
m
1
n
 N
e
 O
l
m
a
h
d
i
r
?
 

四
0
年
―
二
月
四
日
）

「
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
の
印
象
」

（
モ
ス
ク
ワ
放
送
局
、
昭
和
四
0
年
四
月
一

0
日）

「
日
本
の
大
学
制
度
ー
と
く
に
東
大
を
中
心
と
し
て
ー
」
（
レ
ニ

ン
グ
ラ
ー
ド
大
学
東
洋
学
部
、
昭
和
四
一
年
三
月
三
一
日
）

支
所
、
昭
和
四
一
年
四
月
一
三
日
）

（
ソ
連
科
学
ア
カ
デ
ミ
ィ
ー
ア
ジ
ア
諸
民
族
研
究
所
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド

（
レ
ニ

ン
グ
ラ
ー
ド
大
学
東
洋
学
部
、
昭
和
四
一
年
四
月
一
五
日
）

「
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連
邦
科
学
ア
カ
デ
ミ
ィ
ー
ア
ジ
ア
諸
民
族
研
究
所
レ
ニ

ン
グ
ラ
ー
ド
支
所
に
つ
い
て
」

（
東
洋
文
庫
談
話



〔
学
界
動
向
〕

「
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
の
東
洋
学
の
印
象
」

九
月
、
七
七
i
八
六
頁
）

「
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連
邦
科
学
ア
カ
デ
ミ
ィ
ー
ア
ジ
ア
諸
民
族
研
究
所
（
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
支
所
）
に
お
け
る
東
洋
学
研
究
」

「
ソ
連
の
東
洋
学
に
つ
い
て
|
—
ー
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
大
学
東
洋
学
部
を
中
心
に
ー
」

（
ソ
ビ
エ
ト
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
版
『
世
界
史
』
月
報
三
二
、
昭
和
四
一
年
九
月
、
七
し

（
東
洋
学
報
第
四
九
巻
二
号
、
昭
和
四
一
年
九
月
、
七
六
し
九
0
頁）

「
ソ
連
の
宗
教
、
と
く
に
イ
ス
ラ
ー
ム
教
に
つ
い
て
」

「
ソ
連
、
と
く
に
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
に
お
け
る
ア
ル
タ
イ
学
研
究
」

一日）

「
最
近
の
ソ
連
に
お
け
る
北
ア
ジ
ア
史
（
突
蕨
以
後
）
の
研
究
の
一
斑
」

「
最
近
出
版
さ
れ
た
突
厭
・
ウ
イ
グ
ル
史
に
関
す
る
著
書
・
論
文
の
若
干
に
つ
い
て
」

年一

0
月
二
九
日
）

一日）

「
ジ

ュ
ダ
ノ
フ
名
称

・
レ
ー

ニ
ン
勲
章

・
レ
ニ

ン
グ
ラ
ー
ド
国
立
大
学
東
洋
学
部
に
つ
い
て
」

昭
和
四
一
年
七
月
二
日
）

「
レ
ニ

ン
グ
ラ
ー
ド
の
ア

ル
タ
イ
学
者
た
ち
」

会
、
昭
和
四
一
年
六
月
一
八
日
）

ヘ

（
東
大
東
洋
史
談
話
会
、

（
第
三
回
若
手
ア
ル
タ
イ
学
・
中
央
ア
ジ
ア
研
究
者
集
会
、
昭
和
四
一
年
七
月
一

（
東
大
東
洋
史
談
話
会
、
昭
和
四
一

（
京
大
内
陸
ア
ジ
ア
研
究
所
、
昭
和
四
一
年
―
一
月

（
内
陸
ア
ジ
ア
史
学
会
、
昭
和
四
一
年
―
一
月
―
一
日
）

（
東
大
仏
教
青
年
会
、
昭
和
四
一
年
一
月
二
八
日
）

.. 
（
思
想
、
五

0
七
号
、
昭
和
四
一
年
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〔翻 〔書

訳〕 評〕

ア
民
族
学
論
集
」
第
一
集
、
昭
和
四
0
年一

0
月
七
四
し
八
六
頁
）

「
旗
田
魏
著
『
元
寇
』
」

「
ア
ブ
デ
ュ
ル
カ
デ
ィ
ル
II

イ
ナ
ン
著
『
チ
ュ
ル
ク
諸
族
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
お
け
る
結
婚
と
出
産
』
」

『
カ
ル
ピ
ニ
・
ル
ブ
ル
ク
、
中
央
ア
ジ
ア
・
蒙
古
旅
行
記
』

（
（
桃
源
社
、
昭
和
四
0
年
四
月
、
三
六
三
頁
。
）

「モ

ス
タ
ー
ル
ト
著
・
磯
野
富
士
子
訳
『
オ
ル
ド
ス
ロ
碑
集
』
」

（
「
週
刊
読
書
人」、

（
「
読
売
新
聞
」
、
昭
和
四
一
年
三
月
一
七
日
）

一
九
六
五
年
―
一
月
一
五
日
）

昭
和
四
0
年
―
一
月
、
七
六
し
八
八
頁
）

第
七
五
編
―

二
号
、

． 

（
国
際
歴
史
学
会
議
日
本
国
内
委
員
会
編
『
日
本
に
お
け
る
歴
史
学
の
発
達
と
現
状
I
I
』
、
東
大
出

版
会
、
昭
和
四
一
年
―
一
月
、
三
一
五
し
三
二
七
頁
）

「
ソ
連
科
学
ア
カ
デ
ミ
ィ
ー
ア
ジ
ア
諸
民
族
研
究
所
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
支
所
の
『
東
洋
学
者
ア
ル
ヒ
ー
フ
』
」
（
史
学
雑
誌

「
田
村
実
造
編
『
明
治
満
蒙
史
研
究
』
」

（
「
史
学
雑
誌
」
第
七
三
編
―
二
号
、
昭
和
三
九
年
三
月
、
九
一
し
九
二
頁
）

「

Ttitengil
,
C
.
 0
.
 :
 Zi
y
a
 G
o
k
a
l
p
 tisttine 
N
o
t
l
a
r」

「
エ
ス
＂
ゲ
ー

11

ク
リ
ャ
シ
ュ
ト
ル
ヌ
ィ
著
『
古
代
チ
ュ
ル
ク
の
ル
ー
ン
文
字
諸
碑
文
』
」

「
ト
ル
コ
言
語
協
会
編
『
言
語
に
お
け
る
「
純
粋
化
」
の
限
界
』
」

二―

i
―
二
四
頁
）

一
九
六
六
年
―
二
月
、
五
四
し
六
二
頁
）

「
北
ア
ジ
ア
・
中
央
ア
ジ
ア
」

九
頁
）

（
「
北
ア
ジ

（
史
学
雑
誌
第
七
四
編
―
―
号
、

（
東
洋
学
報
第
四
八
巻
三
号
、
昭
和
四
0
年
―
二
月
、

（
「
イ
ス
ラ
ム
世
界
」
四
、
昭
和
四
0
年
九
月
、
六
五
し
七
七
頁
）
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〔

諧

演

〕

〔論

文〕

山

崎

元

〔講

演〕

〔論

文〕 書
〕

「
古
代
チ
ベ
ッ
ト
史
の
ク
ロ
ノ
ロ
ジ
ー
」

〔
著

『
チ
ベ
ッ
ト
の
仏
教
』

「
古
代
チ
ベ

ッ
ト
史
考
異
（
上
・
下
）
」

「
マ
ウ
リ
ヤ
王
朝
時
代
に
お
け
る
仏
教
の
伝
播
1

第
三
結
集
・
諸
方
教
化
伝
説
の
再
検
討
|
_
＇
」

巻
三
号
、
昭
和
四
一
年
―
二
月
）

「
マ
ウ
リ
ヤ
朝
時
代
に
お
け
る
仏
教
の
発
展
—
|
伝
導
師
派
遣
伝
説
の
再
検
討
ー
」

〔論

森

岡 〔雑

文〕
記
〕

（
講
座
東
洋
思
想
「
仏
教
思
想
I
」
収
載
、
東
大
出
版
会
）

山

口

瑞

鳳

「
許
博
の
疏
文
と
眼
還
批
判
（
下
）
」

康
「
中
央
ア
ジ
ア
の
イ
ス
ラ
ー
ム
教
」

「
ソ
連
の
大
学
生
」

（
「
東
大
仏
青
ニ
ュ
ー
ス
」
九
、
昭
和
四
一
年
九
月
、

「
コ
‘
ス
ロ
フ
の
探
検
の
背
景
と
そ
の
功
績
」

三
頁
）

「
ソ
連
に
お
け
る
日
本
研
究
」

「
白
鳥
庫
吉
と
内
藤
湖
南
」

（
史
学
会
第
六
五
回
大
会
、
昭
和
四

（
チ
ベ
ッ
ト
学
会
、
高
野
山
、
昭
和
四
一
年
―
一
月
）

（
「
朝
日
新
聞
」
、
昭
和
四
0
年
八
月
一

0
日）

（
「
朝
日
新
聞
」
、
昭
和
四
一
年
五
月
ニ
―
日
）

（
「
朝
日
新
聞
」
、
昭
和
四
一
年
七
月
八
日
）

一
し
三
頁
）

（
白
水
社
『
西
城
探
検
紀
行
全
集
』
第
一
―
巻
月
報
六
、
昭
和
四
二
年
二
月
、
一
し

（
朝
鮮
学
報
第
三
九
•
四0
合
併
特
輯
号
、
昭
和
四
一
年
四
月
）

（
東
洋
学
報
第
四
九
巻
三
•
四
号
、
昭
和
四
一
年
―
二
月
・
昭
和
四
二
年
三
月
）

• 

（
東
洋
学
報
第
四
九
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〔論 〔編

文〕 書〕

〔

著

書

〕

山

根

幸

夫

「
辛
亥
革
命
よ
り
新
民
主
主
義
革
命
へ

」

八
四
頁
）

（
東
京
女
子
大
学
論
集
一
七
ー
一
、
昭
和
四
一
年
九
月
）

「
井
上
・
入
交
編
『
経
済
史
学
入
門
』
東
洋
経
済
史
篇
、
近
・
現
代
総
説
」

年
―
一
月
一
三
日
）

『
明
代
稲
役
制
度
の
展
開
』

『
日
本
現
存
明
人
文
集
目
録
』

「
服
部
宇
之
吉
『
清
国
通
考
』
解
題
」

一
五
四
頁
）

（
株
式
会
社
大
安
、
昭
和
四
一
年
九
月
）

（
小
川
尚
共
編
、
昭
和
四
一
年
一

0
月、

（
広
文
社
、
昭
和
四
一
年
六
月
、
二
七
八
し

（
東
京
女
子
大
学
学
会
、
昭
和
四
一
年
三
月
、
二
三

0
頁）
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目

的

(
T
h
e
 C
e
n
t
r
e
 for E
a
s
t
 A
s
i
a
n
 C
u
l
t
u
r
a
l
 
S
t
u
d
i
e
s
)
 

ユ
ネ
ス
コ
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
東
洋
文
庫
の
情
報
連
絡
機
関
と
し
て
の
機
能
と
実
績
と
を
高
く
評
価
す
る
ユ
ネ
ス
コ
の

要
望
に
よ
っ
て
、
昭
和
三
十
六
年
七
月
一
日
に
東
洋
文
庫
の
附
置
機
関
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。

ユ
ネ
ス

コ
は
一
九
五
七
年
以
来
、
向
う
十
年
間
の
継
続
事
業
と
し
て
「
東
西
文
化
価
値
の
相
互
理
解
に
関
す
る
重
要
事
業
計
画」

(
T
h
e

M
a
j
o
r
 
P
r
o
j
e
c
t 
o
n
 t
h
e
 
M
u
t
u
a
l
 
A
p
p
r
e
c
i
a
t
i
o
n
 
of 
E
a
s
t
e
r
n
 a
n
d
 W
e
s
t
e
r
n
 
C
u
l
t
u
r
a
l
 
V
a
l
u
e
s
)
 

こ
の
目
的
遂
行
に
恒
久
的
に
協
力
す
る
施
設

(
a
s
s
o
c
i
a
t
e
d
institutions) 

ル
マ
以
東
）
各
国
の
研
究
機
関
の
連
絡
網
の
中
心
と
な
る
べ
き
セ
ン
タ
ー
の
設
立
が
計
画
さ
れ
た
。
同
じ
趣
旨
に
よ
る
同
様
の
施
設
が
ベ

イ
ル
ー
ト
、
ダ
マ
ス
カ
ス
、
テ
ヘ
ラ

ン
、

は
、
こ
れ
に
呼
応
し
て
、
人
文
科
学

・
社
会
科
学
の
両
分
野
に
亘
る
東
ア
ジ
ア
地
域
の
綜
合
的
文
化
研
究
を
促
進
し
、

に
紹
介
し
、
ア
ジ
ア
に
対
す
る
正
し
い
理
解
を
増
進
さ
せ
る
た
め
、
こ

の
セ
ン
タ
ー
を
東
京
に
設
置
す
る
こ
と
と
し
、
従
来
と
も
東
洋
学

に
関
す
る
国
際
的
情
報
連
絡
機
関
と
し
て
の
役
割
を
も
果
し
て
き
た
東
洋
文
庫
に
、
こ
れ
を
附
置
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

東
ア
ジ
ア
各
国
に
於
け
る
研
究
機
関
と
連
絡
し
て
東
ア
ジ
ア
（
ビ
ル
マ
以
東
）
地
域
の
各
国
に
於
け
る
東
ア
ジ
ア
文
化
に
関
す
る
研
究

）

東

洋

文

附

↑

庫

附

置

ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
等
の
ア
ジ
ア
各
地
に
も
設
置
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
日
本
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会

ユ
ネ
ス
コ
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

‘. --̀ 

と
し
て
、
ま
ず
一
九
六
一
ー
六
二
年
度
に
東
ア
ジ
ア
（
ビ

．
 

そ
の
成
果
を
世
界

を
推
進
し
て
い
る
が
、
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四

機 経

（
人
文
科
学
・
社
会
科
学
）
の
情
報
・
連
絡
を
緊
密
に
す
る
と
共
に
、

当
セ
ン
タ
ー
の
経
費
は
政
府
補
助
金
及
び
ユ
ネ
ス
コ
援
助
金
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
る
。

ー
顧
問

(
1
0
人）

—
参
与
（
ニ
―
人
）

ー
庶
務
外
事
室

（
室
長
一
、
研
究
助
手
二
、
事
務
員
一
）

ー
調
査
資
料
室

長

（
室
長
一
研
究
員
一
、
研
究
助
手
一
）

ー

普

及

室

（
室
長
一
、
研
究
員
一
、
研
究
助
手
一
）

ー
海
外
諮
問
委
員

役
員
及
所
員

所

長

1

＿ー

副

所

ー
運
営
委
員
会

（
委
員
二

0
人）

ー
専
門
委
員
会

（
必
要
数
）

構 費

ア
リ
ン
グ
・
ハ
ウ
ス
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

疇

そ
の
研
究
を
促
進
し
、
且
つ
成
果
の
普
及
を
計
る
、

い
わ
ば
ク
リ
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時

枝

誠

記

都

留

重

人

水

野

清

田

村

実

造

米

花

稔

鈴

木

俊

宮

本

正

尊

平

塚

益

徳

上

次

男

海

後

宗

臣

丸

山

真

男

殿

木

圭

宮

崎

市

定

岩

淵

悦

太

郎

長

尾

雅

人

織

田

武

雄

仁
井
田

陸

参

与

青

山

秀

夫

石

田

幹

之

助

石

田

英

一
郎

岩

井

大

慧

高
垣
寅
次
郎
(
-
名
欠
員
）

小

島

祐

馬

久

松

潜

鈴

木

大

拙

宮

沢

俊

義

顧

問

朝

吹

吉

大

浜

信

泉

金
田

京

助

原

田

淑

人

川

野

重

任

田

中

松

吉

JI[ 

幸
次
郎
(
-
名
欠
員
）

松

本

信

広

竹

内

理

山

本

達

郎

高

橋

幸

八

郎

福

井

康

順

岩

村

忍

前

田

陽

森

鹿

中

村

プ

岡

野

澄

服

部

四

郎

尾

高

邦

雄

運

営

委

員

福

原

匡

彦

所

長

辻

直

四

郎

.と-

又

正

雄

東

畑

精

岩

生

成

も
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六
ー 臨

時
雇
員

セ
ン
タ
ー
の
行
な
う
事
業
の
主
な
る
も
の
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

国
際
的
協
力
に
よ
る
調
査
研
究

事

五

運

業 営

．
 

一

運
営
委
員
会
（
委
員
二

0
名
）
は
事
業
の
運
営
に
関
す
る
事
項
を
審
議
す
る
。

顧
問
会
巖

（
顧
問
一

0
名
）
は
所
長
の
諮
問
に
応
じ
、
事
業
に
つ
い
て
助
言
す
る。

箕

輪

友

吉

高

橋

律

子

土
肥
祐
子
（
昭
和
四
十
一
年
六
月
退
職
七
月
臨
時
雇
員
）

平

野

豊
（
東
洋
文
庫
総
務
部
参
事
兼
務
）

草

原

克

豪

竹

之

内

信

子

外

池

明

江

拿

直

井

靖

夫

所

員

生

田

専

門

員

副

所

長

榎

所

員

滋

市

川

健

二

郎

岩

崎

富

久

男

J. 
R
.
 Mc

E
w
a
n
 

雄

大

塚

祐

子

川
久
保
佐
恵
子
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＊
 

刊
行
物
は
す
べ
て
英
文
で
あ
る
。

12

そ
の
他
セ
ン
タ
ー
の
目
的
達
成
に
必
要
な
事
業

11 10 

束
ア
ジ
ア
文
化
に
関
す
る
、
東
ア
ジ
ア
地
域
外
（
主
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
゜
竺
）
に
保
存
さ
れ
て
い
る
史
料
の
調
査

フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
の
企
画
お
よ
び
斡
旋

研
究
会

・
講
習
会
の
開
催

国
際
会
議

・
シ
ン
ボ
ジ
ウ
ム
の
開
催

，
 

8

内
外
学
者
の
研
究
に
対
す
る
便
宜
供
与

7
 回

非
専
門
読
者
対
象
の
読
物
「
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
叢
書
」
の
編
集
刊
行

（イ）

研
究
書

・
概
説
書
の
出
版

6

益
本
ア
ジ
ア
文
化
の
研
究
成
果
の
普
及

（口）

各
種
の
文
献
目
録
類

い
内
外
研
究
機
関
及
び
研
究
者
一
院

5
土
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
に
関
す
る
諸
資
料
の
刊
行

4

戸
上
記
の
諸
事
業
、
諸
情
報
を
速
報
す
る
「
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
」

3

東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
に
関
す
る
資
料
の
調
査
蒐
集
お
よ
び
交
換

2
 
内
外
研
究
機
関
と
の
連
絡
お
よ
び
情
報
資
料
の
交
換

・てミ

（
セ
ン
タ
ー
機
関
誌
、
季
刊
）
の
刊
行

~ 
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七
ー

第
二
回

ー
第
一
回

〔報

J `• 
告〕

〔
出
席
者
〕

〔
日
時
〕

〔議
題
〕

〔報

告〕

運
営
委
員
会

〔
出
席
者
〕

〔
日
時
〕

③

調

査

研

究
(

B

)

国
際
会
議
に
つ
い
て

(1) 

昭
和
四
一
年
度
事
業
中
間
報
告

五
名

昭
和
四
二
年
三
月
二
五
日
（
土
）

④
委
員
の
改
選
に
つ
い
て

③
昭
和
四
二
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

(2) (1) 

昭
和
四

0
年
度
事
業
報
告

昭
和
四
一
年
度
事
業
経
過
報
告

③

調

査

研

究
(

A

)

実
地
調
査
に
つ
い
て

①

調

査

研

究
(

B

)

国
際
会
議
に
つ
い
て

八
名

昭
和
四
十
一
年
度
事
業
概
況

運
営
委
員
会
及
び
顧
問
会
議

昭
和
四
一
年
九
月
一
三
日
（
火
）
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「
東
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
社
会
成
層
と
階
層
移
動
に
関
す
る
国
際
協
力
調
査
」

こ
の
。
フ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
四
一
年
度
中
に
タ
イ
国
に
お
い
て
実
地
調
査
を
行
な
う
計
画
を
た
て
、

ー
II

調
査
研
究

2
 

調
査
研
究
(

A

)

9

l

,

．
，
し
、

I
t
,
＇

i

〔
議
題
〕

〔
報
告
〕

〔
出
席
者
〕

〔
日
時
〕

顧
問
会
議 〔

議
題
〕 iJ 

一

③
昭
和
四
二
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

(1) 

昭
和
四
一
年
度
事
業
経
過
報
告

③

調

査

研

究
(

A

)

実
地
調
査
に
つ
い
て

①

調

査

研

究
(

B

)

国
際
会
議
に
つ
い
て

二
名

昭
和
四
一
年
九
月
一
三
日
（
火
）

(2) 

一
九
六
九
し
一
九
七

0
年
度
ュ
ネ
ス
コ
正
規
事
業
参
加
事
業
申
請
に
つ
い
て

①
昭
和
四
二
年
度
事
業
計
画
案
な
ら
び
に
予
算
案

(4) 

い
て

昭
和
四
二
年
度
概
算
要
求
、

百
肴
，K
ノ且

“
-

一
九
六
七
し
一
九
六
八
年
度
ユ
ネ
ス
コ
正
規
事
業
参
加
事
業
申
請
に
つ

③

調

査

研

究
(

A

)

実
地
調
査
に
つ
い
て

そ
の
た
め
の
準
備
を
行
な
っ
た
。
八
月

． 
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III 

.... 

-

し
た
。
季
刊
誌
「
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究

2

季
刊
「
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
」

（
一
九
六
七
年
版
）
を
刊
行
し
た
。

ー

二
三
日
に
太
平
洋
学
術
会
議
の
た
め
に
来
日
し
た
タ
イ
国
チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
大
学
政
治
学
部
長
カ
セ
ム
教
授
及
び
同
社
会
学
科
。
フ
ラ
ス
ト

氏
を
タ
イ
国
に
派
遣
し
、
関
係
学
者
機
関
と
予
備
折
衝
を
行
な
い
、

遣
し
、
調
査
を
行
な
っ
た
。

調
査
研
究
(

B

)

「
東
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
西
洋
文
明
の
受
容
の
歴
史
的
背
景
に
関
す
る
国
際
協
力
調
査
」

ム
」
を
一

0
月
三
日
よ
り
七
日
ま
で
、
東
京
、
高
輪
。フ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
開
催
し
た
。

外
国
人
代
表

連
絡
及
び
情
報
交
換

日
本
人
代
表

内
外
研
究
機
関
及
び
研
究
者
一
覧
（
英
文
）
の
作
成

「
東
ア
ジ
ア
研
究
機
関
及
び
研
究
者
一
覧
」

機
関
一
覧
」

（
台
湾
・
香
港
編
）
の
編
集
を
行
な
っ
た
。
ま
た
「
日
本
に
お
け
る
東
ア
ジ
ア
研
究

（
英
文
）
の
刊
行

本
年
度
は
第
一

l
四
合
併
号
と
し
て
、

―
二
月
一

0
日
よ
り
三
週
間
に
亘
り
東
京
大
学
助
教
授
富
永
健
一

そ
の
結
果
、
同
氏
を
団
長
と
す
る
調
査
団
を
組
織
し
て
タ
イ
国
に
派

-
0
月
に
開
催
さ
れ
た
調
査
研
究
(

B

)

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
議
事
録
を
三
月
に
刊
行

V
o
l
,
 

V
I
,
 

N
o
s
,
 

1
-
|
4」

参
加
者

九
名

一
五
名
（
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
七
名
）

今
年
度
は
こ
の
調
査
研
究
の
最
終
年
度
に
当
る
の
で

「
東
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
西
洋
文
明
の
受
容
に
関
す
る
国
際
シ
ン
ボ
ジ
ウ

2
 

教
授
と
の
打
合
せ
会
を
開
催
し
、
意
見
の
交
換
を
行
な
っ
た
。
ま
た
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‘ I 

IV 

A
・
タ
ゴ

ー
ル
著
「
中
国
に
於
け
る
新
文
学
論
争
」

―

-

）

 

グ
エ
ン

・
カ
ク

・
カ
ム
著
「
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
文
化
入
門
」

1
0
)
 

今
年
度
は
「
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
叢
書
」
と
し
て
下
記
の
図
書
を
刊
行
し
た
。

2

非
専
門
読
者
対
象
の
読
物
（
「
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
叢
書
」
）
の
出
版

ー 5
 

4
 

3
 に

よ
り
r

文
献
抄
録
の
作
成

「
東
ア
ジ
ア
研
究
に
関
す
る
文
献
目
録
の
目
録
（
欧
文

・
定
期
刊
行
物
編
）
」
（
英
文
）
の
編
集
を
行
な
っ
た
。

地
域
外
資
料
目
録
の
作
成

国
内
現
存
の
東
ア
ジ
ア
関
係
資
料
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
調
査
し
収
集
し
た
。

図
書
資
料
の
購
入

当
セ
ン
タ
ー
の
連
絡
情
報
交
換
に
基
く
上
記
諸
事
業
の
出
版
編
集
の
た
め
、、
図
書
資
料
三
一
八
冊
を
収
集
し
た
。

出
版
物
の
作
成

研
究
書

・
概
説
書
の
翻
訳
出
版

前
年
度
翻
訳
を
完
成
し
た
チ
ャ
デ
ン

・
フ
ラ
ッ
ド
訳

「
ラ
ー
マ
四
世
年
代
記
」
第
三
巻
を
刊
行
し
た
ぐ
な
お
訳
者
か
ら
の
申
出

「
附
録
、
補
酒
、

参
考
文
献
、
索
引
」
を
四
二
年
度
に
第
四
巻
と
し
て
刊
行
す
る
た
め
に
編
集
し
た
。
ま
た
、
本
年
度

に
お
い
て
翻
訳
を
行
な
い
、
来
年
度
出
版
の
計
画
で
あ
っ
た
「
史
料
よ
り
見
た
る
明
治
維
新
」
第
一
巻
英
訳
は
四
二
年
度
に
お
い

て
こ
れ
を
継
続
し
て
行
な
う
こ
と
と
し
た
。

（
シ
リ
ー
ズ

（
シ
リ
ー
ズ

_ i 

働 ・-
＇ 

/＊ 

-・' 
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V 
で
あ
る
。

VI

便

宜

供

与

受
講
者

一
五
名

.. ．
 

講

師

期

間

本
年
度
は
ア
ラ
ビ
ア
語
講
習
会
を
開
催
し
た
。

2

講

習

議

題

会

シ
ン
ボ
ジ
ウ
ム
・
研
究
会
・
講
演
会
等
の
開
催

本
年
度
は
下
記
の
研
究
会
を
行
な
っ
た
。

昭
和
四
二
年
三
月
二
七
日

D
r
.
 Je

r
o
m
e
 C
h
'e
n
,
 Pr

o
f
.
 

東
ア
ジ
ア
研
究
の
現
状

昭
和
四
一
年
七
月
―
一
日
し
八
月
二
七
日
（
除
日
曜
）
午
前
九
時
l
―
二
時

内
記
良
一
氏
、
中
野
暁
雄
氏
、

セ
ン
タ
ー
事
業
活
動
に
伴
い
来
日
外
国
人
研
究
者
に
対
す
る
便
宜
供
与
は
年
々
著
し
く
増
大
し
た
。

D
r
.
 
I•Hubert 

R
e
y
n
o
l
d
s
 

ア
リ
ー
・
ア
ッ
ザ
ア
ピ
ー
氏
、

D
i
r
e
c
t
o
r,
 Cu

l
t
u
r
a
l
 
R
e
s
e
a
r
c
h
 C
e
n
t
e
r,
 Si

l
l
i
m
a
n
 U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 

Prof•Din 

C
h
e
u
k
 L
a
u
 

講

師

日

時

1

研

究

会

J
a
m
e
s
 C
h
e
s
t
e
r
 C
h
e
n
g
,
 Pr

o
f
.
 Ch

o
w
 T
s
e
,
T
s
u
n
g
,
 M

r
.
 Wi

n
s
t
o
n
 H
s
i
e
h
,
 

ム
ハ
ム
マ
ド

•
S

・
ア
ル
ケ
レ
デ
ィ
氏

そ
の
主
な
も
の
は
次
の
通
り
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I
 

M
r
.
 J
o
h
n
 
Davies 

継等
匝栄

恙品

Student, 
E
m
m
a
n
u
e
l
 College, 

C
a
m
b
r
i
d
g
e
 

器
団
回
科
囲
ぐ
賭
蒻
蒻
評
柊

Chief, 
Collection 

K
e
e
p
i
n
g
 
Division, 

Library 

National 
T
a
i
w
a
n
 
University 

Dr. 
S
u
 C
h
u
n
g
-
J
e
n
 

環
條

晶
）

Dr. 
Sutjipto 

Wirjosuparto 

Dr. 
H
i
n
g
 R
y
o
l
 R

y
u
 

（
要

邦
尽

）

M
r
.
 
Jagjit 

S
i
n
g
h
 Sidhu 

Dr. 
D
o
m
i
n
g
o
 Abella 

Dr. 
K
.
 
G. 

T
r
e
g
o
n
n
i
n
g
 

M
i
s
s
 T
i
t
i
m
a
 Phitakspraiwan 

Dr. 
N
g
u
y
e
n
 K
h
a
c
-
K
h
a
m
 

（匡
恨

器
）

Education 
Officer, 

Education Department, 
H
o
n
g
 K
o
n
g
 Sub-Office 

Professor of 
A
r
c
h
a
e
o
l
o
g
y
 a
n
d
 Cultural 

History, 
Faculty of 

Letters, 

University of 
Indonesia 

President, 
T
a
e
g
u
 College, 

K
o
r
e
a
 

Lecturer in 
History, 

Faculty of 
Arts, 

University of 
M
a
l
a
y
a
 

Professor of History, 
College of A

r
t
s
 a
n
d
 Sciences, 

A
t
e
n
e
o
 d
e
 M
a
n
i
l
a
 

University, 
the 

Philippines 

Professor of 
History, 

Faculty of 
Arts, 

University of 
Singapore 

Lecturer 

Thailand 

ー

8II
ー

in 
History, 

Faculty of 
Arts, 

Chulalongkorn University, 

Director, 
the Directorate of National Archives a

n
d
 Libraries, V

i
e
t
n
a
m
 



M
r
.
 
N. 

A. 
B
a
m
m
a
t
e
 

Dr. 
U
n
t
o
 Ilmari 

T
a
h
t
i
n
e
n
 

M
r
.
 
Choi S

e
u
n
g
-
B
u
m
 

M
r
.
 A
a
p
o
 K
u
s
t
a
a
 Niemi-Junkola 

Dr. 
J
e
r
o
m
e
 Ch'en 

（痣
恰

隧
）

Prof. 
J
a
m
e
s
 Chester C

h
e
n
g
 

（
蒜

器
恕

）

Prof. 
C
h
o
w
 T
s
e
-
T
s
u
n
g
 

（
国

搬
湿

）

M
r
.
 
W
i
n
s
t
o
n
 H
s
i
e
h
 

M
r
.
 
D
i
n
 C
h
e
u
k
 L
a
u
 

（
森

談
臨

）

M
r
.
 
Lil 

Shih-pen
g
 

（エ
十

臣
）

M
r
.
 
C
h
e
n
 C
h
i
e
h
-
H
s
ien

 
（

堂
翠

栄
）

Chief, 
Section of Cultural 

Studies, D
e
p
a
r
t
m
e
n
t
 of Cultural Activities, 

U
n
e
s
c
o
 

Lecturer 
in 

M
o
r
a
l
 Philosophy, 

University of 
T
u
r
k
u
,
 Finland 

Assistant Professor of 
K
o
r
e
a
n
 Literature, 

C
h
o
n
p
u
k
 National U

 niver_ 

sity, 
K
o
r
e
a
 

Writer, 
Finland 

School of 
History, 

University of 
Leeds 

S
a
n
 Francisco State 

College 
_tIII 

University of 
Wisconsin 

Travelling F
e
l
l
o
w
 of 

H
a
r
v
a
r
d
-
Y
e
n
c
h
i
n
g
 Institute 

Lecturer, School of Oriental a
n
d
 African Studies, University of L

o
n
d
o
n
 

Associate 
Professor of 

History, 
T
u
n
g
h
a
i
 University

,
 Ta
i
w
a
n
 

Associate 
Professor 

of
 History

,
 National 

T
a
i
w
a
n
 University 

’̀
 

）
ヽ



呵
會`

ヽ

Dr. 
M
a
j
u
m
d
a
r
 

Prof. 
Alders 

B
u
r
k
s
 

Dr. 
J. 

Elaff 

Prof. 
S
o
m
s
a
k
d
i
 X
u
t
o
 

Pror. 
Lai 

Y
u
n
g
-
H
s
i
a
n
g
 

（
墓

栄
批

）

睾
菰

留

Dr. 
R
a
u
l
 Estuardo Cornejo 

Dr. 
C
h
e
n
 C
h
e
n
g
-
S
i
a
n
g
 

（
登
肖
~
)

Director, 
India 

International 
Centre, 

N
e
w
 Delhi 

R
u
t
g
e
r
s
 University 

School 
of 

Oriental 
a
n
d
 
Afric3.n 

Studies, 

H
e
a
d
,
 
D
e
p
a
r
t
m
e
n
t
 of 

Foreign 
Affairs 

a
n
d
 

Political 
Science, 

Chulalongkorn University, 
T
h
a
i
l
a
n
d
 

H
e
a
d
,
 D

e
p
a
r
t
m
e
n
t
 of 

Library Science, 
National 

T
a
i
w
a
n
 University 

廿
描

囲
囲

岡
盆

車
探

臨
冦

臨
寧

Principal 
Professor a

n
d
 Director, 

ture, 

P
e
r
u
 

Faculty of 
Letters a

n
d
 Education, 

National 
University 

of 
lea, 

Director, 

Institute 
of 

L
a
n
g
u
a
g
e
 a
n
d
 Litera-

Geographical 
R
e
s
e
a
r
c
h
 Centre, 

University 
of 

L
o
n
d
o
n
 

Diplomacy, 
Faculty 

of 

|gII
ー

G
r
a
d
u
a
t
e
 School 

of 
the 

C
h
i
n
e
s
e
 
University of 

H
o
n
g
 K
o
n
g
 



≪
 ん

切
韻
に
お
け
る
蒸
職
韻
と
之
韻
の
音
価

．
 

槍
｀

4
 

東
洋
学
報
第
四
十
九
巻
第
一
号
|
—

四
号
内
容
目
次

南
宋
行
在
会
子
の
発
展
（
上
）

．．．
．．．．
．．
．．．
．．．．
．
 ：
 ．．．．．．．．．．
．．．．．．．．．．．
．．．
．
 
…

…

…

…

…

…

…

・

・

・:

・

…

…

…

…

…

…

…

…

・草

洪
大
全
供
出
逆
匪
会
匪
名
単
二
紙
：

松
本
雅
明
著

19-

．．．．．．

．．．．．．

．．．
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
．．．．．．．．．．．
．．
．．
．．．
．．
．
 可

枝

竜
太
郎

…

…

 
..
.....
..
.
.....
.
 …

…

左

々

木
f
 

春
秋
戦
国
に
お
け
る
尚
書
の
展
開
：
．．．．

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

．．．．．．．． 
：
・
:
 ．．．．．．
．．．．．．

．．．．．．．．．．．

．．．．．．．．．． 
友

正

哉

山

久

雄

野

圭
刈可

第
四
十
九
巻
第
一
号
（
昭
和
四
一
年
六
月
）

幹

事

白

川

邦

子
山

根

幸

夫

佐

々

木

正

哉

田

中

正

俊

松

村

潤

護

雅

夫

山

口

瑞

鳳

宇
都
木

章

榎

雄

神

田

信

夫

北

村

甫

草

野

靖

編
集
担
当
者

原

田

淑

人

上

次

男

山

本

達

郎

榎

雄

河

野

六

郎

白

鳥

圭
円

、>
1

末

松

保

和

辻

直

四

郎

評

議

員

石

田

幹

之

助

市

古

宙

‘、._/

附
二
東
洋
学
術
協
会

（
 

岩

井

大

惹

岩

生

成

梅

原

末

治
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ス
タ
ー
ン
編

天
海
謙
三
郎
著

中
国
土
地
文
書
の
研
究
：
．．
．．
．．．．

．．．
．．
．．．．．．．．．．．．．．．． 
：
 ．．．．．．．
．．．．．．．．．．．．．．．． 

イ
ス
ラ
ム
記
録
所
の
文
書
第
一
集
：
…
…
…
…

…

•
•

第
四
十
九
巻
第
三
号
盆
昭
和
四
一
年
三
月
）

・・：村

．．
．．．．．．．．

．．．． 

渡

第
三
回
「
若
手
ア
ル
タ
イ
学
中
央
ア
ジ
ア
研
究
者
集
会
」
：
・
・
:
・
:
・:・:・
:
・:・
:・:
・:
・:
．．．

．．．．．．
．．
．．．．

．．．．．．．
．．．．．．．．．．． 
岡

中
国
の
歴
史
博
物
館
口
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
:....
•.....
...
...
•...
.••
.• 

;
:
 ．．．．．
．．．．．
．．．
．．．．
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
．．．
．．
 

菊

池

英

夫

田

英

弘

辺

宏

松

祐

次

ス
キ
ナ
ー
著

中
国
農
村
社
会
に
お
け
る
市
場
社
会
構
造
：
．．．．．．．．．．．． 

斯

波

義

信

比
較
社
会
構
造
論
l

ア
メ
リ
カ
か
ら
見
た
ア
ジ
ア
史
の
把
え
方

．．
．．
 

市

川

健

二

郎

雅

夫

野

靖

野

開

三

郎

テ
ィ
ワ
ー
リ
ー
編

第
四
十
九
巻
第
二
号
（
昭
和
四
一
年
九
月
）

唐
朝
租
庸
調
時
代
食
封
制
の
財
政
史
的
考
察
：
．．
．．．．．．．．．．．．．
．．
．．．．．．．．．． 
…
…
…
…
…
…
…
・
：
・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・日

南
宋
行
在
会
子
の
発
展
（
下
）

：・・:..
•...
.•.... 

．．．
．．
．．．．
．．
．．
 

草

ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連
邦
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
ア
ジ
ア
諸
民
族
研
究
所
（
レ
ニ

ン
グ
ラ
ー
ド
支
所
）
に
お
け
る
東
洋
学
・
:
．．．．．． 
護

カ
ビ
ー
ル
・
グ
ラ
ン
タ
ー
ワ
リ
ー

・:・
:
・
:
・・
：
古

沢

宣

子

広
禄

・
李
学
智
著

哀
世
凱
与
戊
戌
政
変
：
•••
…
…
…

·:
·:

ベ
ル
シ
ッ
ツ
著

藤

秀

劉
鳳
翰
著

．．．．
．．．．
．．．．．．．．．．．．．．．

．．．．．．．．．

．．．
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
．．
．．．
 

侑

極
東
共
和
国
と
中
国
：
．．
．．
．．．．．
．．．．．．
．．
．．．
．．
．．．．
．．．．．

．．
 ：
 
．．
．．．．．．．．．．．．
．．．．．．．
．．．．．．
．．．．．．．．．．．．
．．
 

…
…
・
:
伊

池

貴

睛

田

信

夫

劉
世
儒
著

魏
晋
南
北
朝
量
子
研
究
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…

…

…
·
：
；
•
…
…
…

…
;

.... 
…
…
…
 ．．．
．．．．．．． 
坂

清
太
祖
朝
「
老
満
文
原
楷
」
与
「
満
文
老
福
」
之
比
較
研
究
：
…
…
…

葛竃

…
…
…
…
…
…
…

・・:d 

~
 

・̀
 

r
し

ー

井

健
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グ
ハ
著

鼻．

., 

古
代
チ
ベ
ッ
ト
史
考
異
吐
蕃
王
朝
と
の
姻
戚
関
係
（
上
）
ー
：
．．．．．．．．．．．．．．．
．．．．． 
：
 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
；
：
・
：
山

五
斗
米
道
の
教
法
に
つ
い
て
（
上
）
I
I

老
子
想
溺
注
を
中
心
と
し
て
|
|

•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
大

マ
ウ
リ
ヤ
王
朝
時
代
に
お
け
る
仏
教
の
伝
播
ー
第
三
結
集
・
諸
方
教
化
両
伝
説
の
再
検
討
ー
•
•
…
…
…
…
…
…
…

•
•
•
•
山

晩
清
西
文
報
紙
導
要
：
·
·
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
,

........ ,
：
佐
々
木

ア
メ
リ
カ
と
極
東
の
危
機
(
-
九
三
三
し
三
八
年
）
•
•
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
明

シ
ャ
ー
ス
ト
リ
ー
著

抗
日
軍
政
大
学
の
動
態
—
関
係
資
料
の
紹
介
を
か
ね
て
1

:
·
…
…

…
·
·
:
·
:
·
…
…
…
…
…

•
藤

イ
ン
ド
史
の
史
料
ー
と
く
に
南
イ
ン
ド
史
の
I

…

…
…
•

•
•
…
…

…
…
…
…
…
…

·
:
·
:
·
:

．．．．
．．
 
辛

ベ
ン
ガ
ル
に
対
す
る
所
有
権
の
支
配
—
永
代
定
租
制
の
理
念
に
関
す
る
一
試
論
ー
·
:
·
…
・

・
・
・
・
・・
・・
・・
・・
・
・
・
・
・
・
・
高

第
四
十
九
巻
第
四
号
（
昭
和
四
二
年
三
月
）

魏
晋
南
朝
の
板
授
に
つ
い
て
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
:
・
：
越

古
代
チ
ベ
ッ
ト
史
考
異
吐
蕃
王
朝
と
唐
朝
と
の
姻
戚
関
係
（
下
）

ー
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
山

五
斗
米
道
の
教
法
に
つ
い
て
（
下
)
|
~
老
子
想
爾
注
を
中
心
と
し
て

1

…
·
:
·
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
大

張
家
駒
著
両
宋
経
済
重
心
的
南
移

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
柳

故
ル
イ
・
ル
ヌ
ー
博
士
(
-
八
九
六
し
一
九
六
六
）
主
要
著
作
目
録
（
暫
定
）
：
·
：
·
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•

．．．． 
辻

直

四

郎

田

節

子

淵

忍

爾

口

瑞

鳳

智

重

明

畠

稔

島

昇

二
上
•
石
川
・
芝
共
訳

田

正

典

ボ
ー
グ
著

石

陽

至

キ
ン
グ
編

正

哉

崎

元

淵

忍

爾

口

瑞

鳳
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